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　気がつくと中世ヨーロッパみたいな剣と魔法のファンタジー世界にいた。

　俺の名前は向むこう田だ剛つよ志し。

　27歳独身、日本の地方都市に住むしがないサラリーマンだった。

　それが何でこんな世界にいるのかというと、『勇者召喚』の儀式に巻き込まれたからだ。

　暇つぶしにネット小説をよく読んでいたからその手の話は嫌というほど読んだが、まさか現実に起こるとは思ってもみなかった。

　しかも、勇者じゃなくてただの巻き込まれだなんてな……、シャレにならんよ。

　そのシャレにならん『勇者召喚』の儀式を執り行ったのはレイセヘル王国という国だった。

　召喚した勇者は３人だったはずなのに、４人現れたものだからその場にいたお偉いさん方みんな困惑顔だった。

　だけどさ、一番困惑していたのはいきなり異世界に召喚された俺たちだよな。

　いきなり「勇者様ッ」だもんな。

　ネット小説を読み込んでた俺はすぐに異世界召喚だってピンときたけど。

　勇者様なんて呼ばれたから、正直ちょっとだけ期待してたんだぜ。

　それはすぐに期待はずれだったことが判明したけど……。

　召喚された俺たちは、すぐに鑑定の魔導具とやらでステータスを鑑定された。

　そのステータス鑑定で、俺以外の人たち（みんな制服着てたから高校生だと思う）は、職業欄に『異世界からやって来た勇者』ってなってたのに、俺だけ『巻き込まれた異世界人』ってなってるんだもんな。

　しかも、体力とか魔力とかが他の３人は７００から８００あるのに対して、俺は全てせいぜい１００程度だった。それでもこの世界の平均を上回っているらしく、そこそこ力はあるようなことを言われたけど。

　でも、他の３人に比べれば大きく見劣りするのは間違いなくて慰めにもならんかったよ。

　スキルの数も俺と他の３人じゃ全然違ったしな。

　共通スキルの鑑定とアイテムボックスのほかに、あいつらは聖剣術とか聖せい槍そう術じゆつとか聖魔法とかその場にいたお偉いさんたちが驚きよう愕がくするほどのスキルを持っていた。それに加えて火、水、土、風、光、雷、氷なんかの魔法のスキルも持っていたのだ。

　まさにチートってやつだ。

　対して俺のはというと、固有スキルで『ネットスーパー』だ。

　いやいや、なんじゃそりゃって感じだぜ。

　そりゃネットスーパーがなんたるかは分かるよ。散々お世話になってたしさ。

　だけどスキルだぜ、スキル。

　ほかに魔法的ななんかあるだろうがさ。







[image: ]







　異世界人には何のこっちゃさっぱりわからん状態だし、職業勇者な３人には笑われるしで、この固有スキルのおかげですぐさま役立たず的な扱いになったよ。

　それでも『勇者召喚』でこっちの世界に召喚されたのは間違いないから、俺も王様との謁見の場には立ち会うことができたんだけど、その王様の言い分が胡う散さん臭くさいのなんのってね。

　王様曰いわく、




・魔王がこの国を支配せんと目もく論ろみ、この国に度々攻め込んでくる。

・今は何とか食い止めているが、それもいつまで持つのかわからない。

・そんな状態でこの国の民は苦しんでいる。

・すがる思いで古いにしえの儀式である勇者召喚の儀を行った。

・こちらの都合だけで召喚したうえに身勝手な願いだが何とかこの国を助けてほしい。

・元の世界に帰る方法はこの国には伝わってはいないが、長い時を生き魔法に長たけた魔王なら知っているはずだ。




　まぁこんな感じの言いぶりだった。

　明らかに胡散臭いんだよね。特に元の世界に帰る方法の下りとかさ。

　それに、王様の言いぶりだとこの国は危機的状況にあるはずなのに、ここにいる人たちに全く悲壮感がないんだよね。しかも王様はでっぷり太ったオヤジで、どんだけ金掛かってんだよって感じのキンキラキンでゴテゴテ宝石が付いてるマント羽織ってるし。王様の隣に座ってるお妃きさきさまも２人の脇にいる姫様方もいかにも贅ぜいを尽くしてますって感じの派手なドレスを身に纏まとっている。

　国民が苦しんでいるって憂いている王たちが、そんな風にこれ見よがしに贅ぜい沢たく三ざん昧まいするか？

　そういう諸もろ々もろなことを総合して判断した結果、これはあかんタイプの異世界召喚だという結論に至った。

　勇者とはいっても結局この国の領土拡大のための戦争に駆り出されるとか、とにかくこの国にいいように使われるだけだろう。しかも、俺は勇者でもないんだからロクな扱いされないだろうし、最悪処刑される可能性だってある。

　ここは今すぐにでも城から出た方がいいと判断した。

　だからとりあえず俺は下手に出てこう言ったんだ。

「私は勇者ではありませんし、こちらにいては皆さまにご迷惑をかけるだけです。それではとても心苦しいので、職に就くまでの２、３か月の間暮らしていけるお金をいただければ自分で何とかしていこうと思います」

　そしたら案の定というか、厄介払いができると思ったのか、金貨20枚を持たされて城の外に放逐された。
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　王都の街を歩いて、今に至る。

　金貨20枚が高いのか安いのか分からないが、とにかく少しの間暮らしていける金をゲットした。

　貨幣価値も含めてこの世界のことを早めに知る必要があるな。

　そして、できるだけ早くこの国を出る。王様からしてあんなんじゃ、ここが良い国であるはずがなさそうだし、ここにいてもロクな目に遭わない気がする。

　よし、そうとなれば早速行動開始だ。







　王都の街は中世ヨーロッパのような街並みだった。

　俺はまず、そこら辺にたむろっていたストリートチルドレンに声を掛ける。

「ちょっといいか？　田舎から出てきたばっかりで、この国のこととか疎いんだ。そこの屋台の串焼きをおごってやる代わりに、いろいろと教えてほしいんだけど」

　最初は訝いぶかしがっていたが、食欲には勝てなかったのかＯＫしてくれた。

　子供たちに屋台の串焼きを２本ずつ渡して話を聞く。

　まず一番大事と言っても過言ではない貨幣価値は、いろいろ聞いて判断してみた結果、次のような感じだと分かった。





　鉄貨１枚　　→　10円

　銅貨１枚　　→　１００円

　銀貨１枚　　→　１[image: ]０００円

　金貨１枚　　→　１０[image: ]０００円

　大金貨１枚　→　１００[image: ]０００円

　白金貨１枚　→　１[image: ]０００[image: ]０００円






　子供たちに奢おごった屋台の串焼きが１本鉄貨５枚。

　４人家族で金貨６枚もあれば、最低限で１か月暮らしていけるそうだ。

　他にも国に依存しない冒険者ギルドと商人ギルドがあり（これはファンタジー系の小説では定番だね）、このどちらかに所属していると、国から国へ街から街への移動がスムーズになる。

　要は余計な金がかからないということらしい。

　冒険者ギルドか商人ギルドのギルドカード以外の身分証か、身分証なし（田舎者や自分たちのようなストリートチルドレンは身分証を持ってないということだった）の場合は、国や街によっても違うが入るのに税金がかかるらしい。この辺りはテンプレだな。

　それとこの国のことも聞いてみた。

　そしたら魔族と争いがあるのは本当だが、どうもこの国の方から仕掛けているらしい。

　人族に仇あだなす魔族を滅ぼし云うん々ぬんというのが上の理由らしいのだが、結局のところ魔族の国の領地狙いってことのようだ。人族の治める近隣諸国ともキナ臭いことになっていて、この国から逃げ出す人も少しずつ出てきているらしい。自分たちも戦で親を失った孤児だと言っていた。

　子供たちは意外にも物知りだった。いろんな雑務を請け負って日銭を稼いで生きているから、いろんなものを見聞きするらしい。ストリートチルドレン逞たくましい。

　ともかくだ、今晩はここの宿屋に泊まって明日この王都を出る。

　王都から隣国との境にあるキールスの街までの乗合馬車が毎日運航されていると子供たちに聞いたから、それに乗って王都を脱出するつもりだ。

　その後隣国に行き、そこからはまた考える。

　とにかくこのレイセヘル王国を離れることが第一だ。

　そのためには元手が必要になってくるわけだが、それについては考えがある。

　それに、俺には国から支給された金貨20枚があるしな。

　１人分としては少し多めにくれたのは、一応は自分たちの都合で誘拐まがいに召喚した詫わびの思いが多少なりともあるのだろう。

　この胡散臭い国がこれだけくれたのは俺にとっては好都合だ。

　とりあえずこれで当座をしのいでいこう。
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　俺は子供たちに聞いた、手ごろな値段で良心的な服屋に来ていた。

　今の俺は召喚されたときのスーツ姿のままで目立ってしょうがないからだ。

　通りを歩く人と同じようなくすんだ色のシャツに茶色いズボンを購入した。

　服は思ったよりも高くて銀貨７枚したが、俺が着ていたスーツとワイシャツとビジネスバッグを店が金貨３枚で買い取ってくれたから、差額の金貨２枚と銀貨３枚が俺の懐に入った。

　ビジネスバッグに入っていた筆記用具や書類、スマホなどの小物類をアイテムボックスに入れようかとも思ったのだが、この世界でのアイテムボックスがどういう扱いなのか不明なので、ここは安易に見せない方がいいだろう。

　小説だとアイテムボックスが貴重なスキルのパターンもあるからな。

　ありがたいことに店主が布製の肩掛け鞄かばんをおまけにくれたので、それに入れることにした。

　靴はこのまま革靴でも大丈夫だろう。

　服屋を去る前にこの辺で手ごろな値段で泊まれる宿屋を聞く。ここから３軒先の宿屋がおすすめということなので、その宿屋に向かった。

　服屋の店主おすすめの宿は１泊食事つきで銀貨４枚だった。

　夕食の後に部屋に戻り、確認するべきことをする。

　まずはこれだな……。

「ステータスオープン」





【名　前】ツヨシ・ムコウダ

【年　齢】27

【職　業】巻き込まれた異世界人

【レベル】１

【体　力】１００

【魔　力】１００

【攻撃力】78

【防御力】80

【俊敏性】75




【スキル】鑑定　　アイテムボックス




【固有スキル】ネットスーパー






　城で説明を受けたとおりにステータスオープンと唱えると、俺の目の前にステータスが書かれた半透明のウィンドウが出現した。

　何でも鑑定のスキルのある召喚勇者だけは（とは言っても俺は勇者じゃないけど）、いつでも自分のステータスを確認できるそうなのだ。普通は街のギルド支部や神殿に備えられているステータス確認の魔道具で自分のステータスを確認するのだと言っていた。

　そういえば、このステータス確認の魔道具は我が国の魔道具職人が心血を注いで開発したとかなんとか言って自慢してたな。

　まぁそんなことはさておき、この世界の一般人のステータス値が70前後だというから、俺は一般人よりもちょっと強いくらいか。

　スキルの鑑定とアイテムボックスについては他の３人にも漏れなくついていたから、召喚者特典みたいなものなのだろう。アイテムボックスは召喚者の場合、とにかく容量がたくさんあるらしく、過去の召喚者で魔物が１０００匹以上入ったという言い伝えもあるとチラッと聞いていた。

　それと言語についても、召喚者はこの世界に召喚された時点からこの世界の言語が理解できるとも言っていた。

　これも召喚者特典の類なのだろうと思う。異世界もののテンプレだしな。

　一番の問題は、俺の固有スキルであるネットスーパーだ。

　これがなんたるかはもちろん分かる。休みの日は家に籠こもりたいタイプの俺は大いに利用させてもらっていたからな。

　料理は嫌いじゃなかったから、届いた食材で料理して、それを食いながら録とりためたドラマを見たり、ビールを飲みながらネット小説を読み漁あさったりして過ごす。それが俺の休日の定番だ。

　ただ、この固有スキルのネットスーパーをどうやって使うのかが問題だ。

「ネットスーパー」

　唱えてみても変化なしか。

　なら触れてみたらどうか？

　固有スキルのネットスーパーの文字に触れてみると、画面が変わった。

「まんまネットスーパーのサイトじゃねぇか」

　よく利用していたエオンのサイトそのまんまだった。

　とりあえず鉄貨８枚の５００ミリリットルの水と、１個銅貨１枚の菓子パン２個をカートに入れてみた。

　どうやら価格は日本での価格が反映されているようだ。購入手続きの画面になると、『残金が不足しています。チャージしてください。』と表示された下に四角い枠があった。

「金をチャージしろってことだよな？　この四角のところにか？」

　恐る恐る銀貨をその四角い枠に近づけると……枠の中に銀貨がスッと吸い込まれていった。

　そして注文を確定させると、目の前に銀色の粒子が集まって徐々にその姿を現した。

　注文すると配送されてくるダンボール箱である。

　ダンボール箱を開けると、中にはさっき注文した水と菓子パンが入っていた。

「おおーっ、これはかなり使えるぞ！」

　王国のお偉いさん方にはネットスーパーが戦闘スキルじゃないってこと以外何のこっちゃ分からなかったろうし、一緒に召喚された勇者３人は笑っていたが、これはかなり使える良いスキルだぞ。

　金さえあれば食うに困らないし、その金だってこのスキルで稼げるかもしれない。勇者みたいなチートじゃないが、このスキルがあればこの世界で俺は大金持ちになれるかもしれないぞ。

　俺が子供たちから得た情報だと、塩も海に面していない国は高値らしいし、胡こ椒しようなんかのスパイス類や甘味を口にできるのは貴族くらいなものだそうだ。

　俺はこのネットスーパーで、塩やら胡椒やら砂糖やらを日本で買っていた時の価格でじゃんじゃん入手できる。その塩やら胡椒やら砂糖やらは、こちらの世界では高値で売れるわけだ。

　そうなれば俺にはかなりの利益が入ってくる。

　探せば他にも利益を生む商品があるはずだ。

　何せ今のネットスーパーは食材だけじゃなく日用品から衣類まで幅広く扱っているからな。

　そういうことを考えると商人ギルドに登録したいところだが、この国で登録するのはマズいだろう。何かの拍子で俺のスキルのことや金が稼げることが分かった場合、この国から横やりが入る可能性があるからな。

　登録するなら隣国に入ってからだ。

　ともかく明日だ。早くこの街を離れて、更には隣国へ。

　明日からは旅路でしばらくはベッドで眠ることもできないだろう。

　俺は明日のために眠りについた。
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　朝食を食べた後に宿を出る。

　そして乗合馬車の停留所に行き、料金と出発時間を確認した。

　料金は金貨１枚で、キールスの街までは４日ほどかかるらしい。出発時間まではまだ時間があるから、その間に４日分の食料と何かあった場合の武器を調達しておくことにする。

　人前でおいそれとネットスーパーを使うのはもちろんマズいし、アイテムボックスもレアスキルだった場合、騒ぎになる可能性があるから使わない方がいいだろう。

　俺は水の入った革袋、干し肉、黒パンと少し大きめのナイフを購入した。

　これで準備はＯＫ。あとは乗合馬車に乗ってこの王都を離れるだけだ。乗合馬車の客は俺のほかに、行商人のおっさん、若夫婦とその子供２人の４人家族、30代半ばくらいの女性がいた。

　それから乗合馬車の護衛に冒険者が４人ついている。

　乗合馬車が発車してから、隣に座っていた行商人のおっさんと少し話してみた。

「キールスへは何を売りに行くんですか？」

　当たり障りのない話から入っていく。

「あぁ、とある伝つ手てから石せつ鹼けんを入手しましてね。キールスにある知り合いの商会に買ってもらおうと思いまして」

　おお、石鹼か。この世界にもあるんだな。

　で、よくよく聞いてみると、石鹼はあるにはあるが、やはり貴族が使うものらしい。

　貴族に売り渡されるときには、石鹼１個で銀貨３枚くらいにはなるそうだ。

　それとなくアイテムボックスの話を出してみたら、貴族や大商会だとそういうスキル持ちを雇っているということが分かった。

　アイテムボックスのスキル持ちは１０００人に１人くらいの割合でいると言われているが、その大きさは魔力に依存するらしく、そこそこの大きさのアイテムボックスを持っていないと貴族や大商会に雇われることはないということだった。

「いくら小さくても今私の持っている背負しよい子この３倍くらいは入るそうですから、私からしてみればアイテムボックスのスキル持ちってだけで羨ましいですがな」

　行商人のおっさんはそう言って笑った。

　なるほど、アイテムボックスのスキル持ちはいなくはないんだな。アイテムボックスのスキル持ちだが容量が少ないって設定にすれば、使っても問題ないかもしれないな。

「商人になるなら鑑定のスキルがあれば大成功できますね」

　アイテムボックスについて聞き出せたから、鑑定のこともそれとなく話に出してみる。

「あ～それは商人なら誰でも夢に見ますな。しかしながら鑑定スキルを持ってるのは、御お伽とぎ噺ばなしに出てくる異世界から召喚された勇者くらいなものです。鑑定スキルこそ勇者ではなく商人が持つべきスキルだと思うのですがね。鑑定スキル、商売やっているものの夢ですなぁ。鑑定スキルはないとしても、鑑定の魔道具がもっと普及していたら良かったのですがね。あれも古代遺跡から稀まれにでるものですからねぇ、目が飛び出るほど高い物ですから、国かギルドでもないと所持できませんよ」

　おお、良かった。鑑定スキルは召喚勇者だけが持つスキルなのか。

　それに鑑定の魔道具とやらもあるんだな。でも、これは超高額で個人で所有できるようなものでもなさそうだ。古代遺跡、要は難易度の高いダンジョンのような場所から稀に出るものみたいだから数も少ないようだしな。聞いてみて良かったぜ。

　これで俺が鑑定されるリスクはほとんどないことが分かった。

　そんな話をしながらいろいろと話していくうちに、行商人のおっさんも隣国へ行こうとしているのが分かった。おっさんがここだけの話と小声で打ち明けてくる。

「この国もいろいろとキナ臭くなってますからな。家族がいるとそうもいきませんが、幸い私は独り身ですから早めにこの国を出ようと思いましてな。噂うわさですと、近く国境も封鎖されることになるかもしれませんから」

　国境封鎖だと？　マジでヤバいなこの国。さっさと見切りつけて動いて良かったわ。

　キールスへの道中、ゴブリンや狼おおかみの魔物が出たが（やっぱりというか剣と魔法のファンタジー世界だから魔物がいやがりました）護衛の冒険者が危なげなく討伐し、乗合馬車は順調に進んでいった。
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　キールスへ到着後、行商人のおっさんから聞いていた隣国へ向かう乗合馬車の停留所に向かった。

「噓うそだろ……」

　停留場には『乗合馬車運航停止中』という看板がかかっていた。

　停止中ってどういうことだよ？

　行商人のおっさんが近く国境が封鎖されるかもって言ってたから、それか？　でも、国境封鎖なんてことになってたら、街もこんなに落ち着いてないよな？

　とりあえず情報収集だ。腹ごしらえも兼ねて、いろんな国に行き来してるだろう冒険者がたくさん集まっている食事処どころに入ることにする。

　カウンター席に座り、ちょうど隣にいた２人組の冒険者に声をかけた。

「ちょっといいですか？」

「おう、何か用か？」

「実はついさっきこの街に着いたばかりで、いろいろとお話を聞きたいと思いまして……」

　俺はすかさず店員を呼んで２人にエールを頼んだ。

　すると、冒険者は「分かってるじゃねぇか」と上機嫌にいろいろ話をしてくれた。

「なるほど。乗合馬車の停止は国外への人口流出を防ぐために」

「ああ。人口が減ればその分兵士の数も税収も減るからな。今はそれくらいで済んでいるが、そのうち国境封鎖になるかもな。この国は魔族とも争ってるってのに、マルベール王国とも戦争をおっぱじめるつもりらしい」

「そうそう、戦争になるのも時間の問題だな」

　酒が入ったせいか冒険者２人は饒じよう舌ぜつに語ってくれた。

　魔族の国はこの国の北側に面しており、マルベール王国はこの国の西側に面した国だ。

　俺が行こうとしてるのは、南東に面するフェーネン王国。

「俺たちも早めにこの国からおさらばするつもりだぜ」

「俺たちゃ戦争やるよりも魔物狩ってた方が性に合うからなぁ。あんたも早めにこの国から出た方がいいぞ」

　早くこの国を出たいのは山々なんだけど、道中で魔物が出ても一般人よりちょっと強いくらいの俺じゃどうしようもないからな。

　これは困ったと思っていたが、冒険者たちを見てふと思った。

　俺が冒険者ギルドに依頼すればいいんじゃないかとな。

　金はかかるだろうが、ここでケチってもしょうがない。

　国境封鎖される前に、とにかくこの国を出るのが先決だ。

　俺は冒険者ギルドに隣国までの護衛依頼を出すことに決めた。
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　翌朝――

　それじゃ冒険者ギルドに依頼に行きますか。

　冒険者ギルドは大通りに面した建物ですぐに分かったが、早い時間とあって冒険者でごった返していた。

　テンプレ的展開で冒険者たちにジロジロ見られたが、あえて素知らぬ顔をする。

　こっちは依頼人の方だっつーの。

　窓口でのやり取りで依頼人だと分かれば絡まれることもないだろう。多分ね。

　しばらく並んでやっと俺の番が来た。

「すみません、依頼をしたいのですが」

「ご依頼ですね。どのようなご依頼でしょうか？」

「フェーネン王国までの護衛の依頼を。それと馬車がないので、徒歩でとなるのですが……。初めて冒険者ギルドに依頼を出すのですが、このような依頼の場合の報酬はどれくらいになるのでしょうか？」

「徒歩での護衛任務の依頼ですね？　護衛任務となると、Ｃランク以上の冒険者に依頼することになりますし、そのうえ徒歩となるとそれなりに日数もかかりますから最低でも金貨７枚は必要かと」

　金貨７枚とは俺の手持ちを考えるとけっこう痛い金額だなと考えていると、受付嬢が更にこう話した。

「ただ、今はご承知の通り乗合馬車が停止されていまして、この手の護衛任務の依頼が増えております。それを鑑みると金貨８枚はあった方が良いかと思います」

　この手の依頼が増えているとなると、冒険者としては報酬の多い方に食いつくだろうからな。

　金貨８枚か、う～ん。

　痛い金額ではあるが、背に腹は代えられない。

「分かりました。金貨８枚で依頼します。それと、食事もこちら持ちということでお願いできますか」

　受付嬢の口ぶりだと金貨８枚でも厳しそうだったから、食事持ちということも加えてみた。

　料理は嫌いじゃないし、俺にはあのスキルがあるから安めの食材を選べば何とかなりそうだしな。

「それではよろしくお願いいたします」

　俺は報酬金の金貨８枚を預託して冒険者ギルドを後にした。
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　翌日、冒険者ギルドから連絡があったので行ってみると、何と俺の依頼を受けてくれる冒険者がいるとのことだった。

　こんなに早く見つかるとは予想外だが、この国を早く出たい身としては本当にありがたい。

　冒険者ギルドで紹介されたのはＣランク冒険者パーティー『鉄の意志アイアン・ウイル』だ。

「俺は鉄の意志アイアン・ウイルのリーダーのヴェルナーだ。よろしく頼む」

「私はムコーダと言います。こちらこそよろしくお願いします」

　苗みよう字じがあるのは貴族だけらしいから、変な勘繰りをされないよう、あえて名前をすべて名乗らず苗字だけ、それも外国風に名乗る。

　ヴェルナーさんは30代前半の１９０センチはある長身にがっしりとした体つきで、デカい盾を背負い腰には剣を下げていた。太い腕に残る数々の傷跡と相まって、見るからに歴戦の冒険者という感じだ。

　ヴェルナーさんから紹介されたメンバーは、革鎧よろいを着て腰から長剣を下げた剣士と思われるヴィンセントに、胸当てをして腰に短剣を携えた斥候だろう若い女の子リタ、ローブを羽織った魔法使いらしき白髪交じりの渋いおっさんのラモンさん、修道服っぽい白い服を着た回復役だろう20歳前後の女性のフランカ（ちなみに超巨乳だ）。

　中々バランスの取れたパーティーのようだ。

　冒険者ギルドとしても依頼達成不可能な輩やからを紹介することはないだろうから、このままお願いすることにする。

　ヴェルナーさんとの話し合いで、出発は明日の朝７時に冒険者ギルド前に集合となった。

　そうとなれば食事もこちら持ちだし、いろいろと準備しないとな。

　宿に帰る途中で旅路に必要なものを買い集めた。

　まずはマント。これは防寒具にもなるし、寝るときにもこれにくるまって寝ればいいから必須だそうだ。

　あと雑貨屋で細々とした食器類を購入した。

　その時にいろいろと見ていていいものを見つけた。

　魔導コンロなるものだ。

　その名の通り魔力を通すと火が出てくるコンロ。一口タイプと二口タイプがあったがどちらも値段が高い。

　でも、そこでふと思った。これネットスーパーでカセットコンロ買って使っても良くね？　と。見た目もそっくりだし、冒険者たちにも魔導コンロだと言っておけばバレなさそうだ。

　よし、そうしよう。ネットスーパーでカセットコンロ買った方がはるかに安いしな。

　そうとなれば後はネットスーパーで買う物ばかりだから急いで宿に戻った。

　宿に戻ってからは、ネットスーパーでいろいろと買い足していく。

　カセットコンロにカセットガス、鍋にフライパン、包丁、まな板、そして一番大事な食材。

　食材は冒険者５人に俺の６人分だから、多めにいろいろと購入した。

　ジャガイモ、人にん参じん、玉ねぎなどの野菜類にチーズ、ハム、ソーセージ、卵。それからすぐ出せる惣そう菜ざい類も購入。あとは塩に固形スープの素もとなどの調味料類もいろいろと購入。

　何だかんだで金貨２枚ちょい使ってしまった。

　俺の手持ちの残りは金貨８枚と銀貨５枚に、銅貨と鉄貨が数枚ずつ。

　だんだんと懐も厳しくなってきているが、これもフェーネン王国に着くまでの辛抱だ。

　フェーネン王国に着いたら商人ギルドに登録していろいろと売りまくるぞ。

　そして金を確保して情勢を見ながら、また移動する。

　安全で安泰な暮らしのためなら俺は頑張るぜ。
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　待ち合わせの時間に冒険者ギルドの前に行くと、既にアイアン・ウィルのメンバーが勢ぞろいしていた。

「遅くなってすみません」

「いや、俺たちが早く来すぎただけだから気にしないでくれ」

　リーダーのヴェルナーさんが笑いながらそう言った。

　何でも早め早めの行動が身についているそうだ。いい心がけである。

「それじゃ行くとするか」

　俺は頷うなずいて一路フェーネン王国へと出発した。
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　キールスの街を出発して旅路は順調に進んでいた。

　アイアン・ウィルの布陣も抜かりない。

　俺を真ん中にして、先頭は斥候のリタで俺の右側が剣士のヴィンセント、左側が魔法使いのラモンさん、俺の後方右側が回復役のフランカで後方左がヴェルナーさんだ。

　いざという時は依頼主である俺を一番に守るための配置だという。

「そろそろ休憩にするか」

　ヴェルナーさんの一声で昼休憩となった。

　俺は約束通り食事の準備を始める。とは言ってもあまり時間があるわけじゃないから、簡単なものだ。

　まずは、ネットスーパーで買ったカセットコンロをアイテムボックスから出した。

「あれ？　ムコーダさんってアイテムボックス持ちなんだ。それに魔導コンロ、すごいの持ってるね」

　ヴィンセントの問いに頷きながら「容量は小さいですけどね」と返す。

　アイテムボックスのスキル持ちはいると聞いていたから、スキルは持ってるけど容量は小さいという設定で使うことにした。

　その方が増えた荷物を持つのにも便利だし、変に隠すよりもいいだろうとの判断もある。

「この魔導コンロは知り合いから譲ってもらったんです。もう使う機会もないからってことで、かなり安く譲ってもらったんですよ」

　カセットコンロについてもあらかじめ考えておいた理由をスラスラと言っていく。

　噓も方便ってやつだ。

　ヴィンセントと話しながら、ネットスーパーで買った食パンにチーズとハムを挟んで簡単サンドイッチにする。そして木のコップにインスタントのコンソメスープの素を入れてと。もちろんそこは見えないようにコソコソやった。

　そのコップにカセットコンロで沸かしたお湯を注いでお昼の出来上がりっと。

「皆さん、食事ができましたよ」

　冒険者たちにスープの入ったコップとサンドイッチの載った木の皿を渡していく。

「それじゃ、いただくとするか」

　ヴェルナーさんの合図でみんなが食べ始める。

「う、うめぇっ」

「このパン、すっごく柔らかくて美お味いしいわ」

「うんうん、このパンすっごい柔らかくて美う味まい。それに、このスープも美味いよ」

「これは美味いな」

「美味い……」

　順にヴィンセント、フランカ、リタ、ヴェルナーさん、ラモンさん。

　それは良かった。けど、めっちゃ手抜きしてるんだけどね。

　特にパンには驚いていた。こんな柔らかいパンは貴族くらいしか食えないらしい。確かにここに来て食ったパンは黒か茶色い硬いパンだったな。

　俺は誤魔化すように「これは俺の故郷の製法で作られたパンで、故郷を出るときにたくさん買ってアイテムボックスに入れてきたんです」と言っておいた。

　そんな貴重な物をってみんな恐縮してたけど、食べ物なんだから食べないで取っておいても仕方ないですからって返しておいた。ネットスーパーで食パンはいつでも補充できるしね。

「それにしても、旅路で温かいものにあり付けるとはありがたいことだ」

　ヴェルナーさんの言葉にみんな頷いている。

「ホントっすよ。この任務受けて正解でしたね」

　旅の間の食事といえば、干し肉やら硬いパン等の味気ないものになることが多く、俺が出したような食事は旅路で食うにはごちそうになるそうだ。

　美味い物を食えば場が和むのはどこも一緒みたいで、話も弾んだ。

　どうやらアイアン・ウィルもこの国の不穏さを察知して他国に移ろうとメンバー間で話していたところだったらしい。

　そこへ俺の依頼が目について、ちょうどいいってことで任務を受けたそうだ。

　実際はもっと高い報酬での護衛任務依頼もあったらしいが、今は金にそれほど困っているわけでもないし、旅の間の食事を保証してもらえるならその方がいいということで俺の依頼を受けることにしたんだそうだ。

　メンバー５人分の食費となると結構馬鹿にならないらしい。

「こちらこそ依頼を受けていただいて本当に良かったです。私もこの国を早く出た方がいいと思いまして、キールスまで来たところが乗合馬車が停止されていて一時はどうしようかと焦りましたが、皆さんのおかげでこうしてフェーネン王国へと向かうことができます。こう見えて料理は得意な方なので、この先のお食事もお任せください」

　そう言うと、みんな笑顔になった。

　こんな旅路での楽しみは食事くらいだもんな。

　やれるだけ頑張らせてもらいますんで、無事にフェーネン王国へ行かせてくださいよ。
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　キールスの街を出発して３日目。

　乗合馬車なら、今頃はフェーネン王国に入っているころだ。それから半日かけてフェーネン王国国境沿いの街ファリエールに辿たどり着く。

　だが、現状は徒歩。ようやく半分の道のりを過ぎたところだった。

　徒歩だけに時間はかかっているが、旅路で特に大きな問題はなかった。

　アイアン・ウィルは中々に優秀で、出て来たゴブリンや狼おおかみの魔物はすぐに切り伏せられた。

　さすがはＣ級で、このくらいの魔物は腕試しにもならないそうだ。

「もうすぐ日も落ちる。今日はここまでだ」

　ヴェルナーさんの言葉に各々が野営の準備を始める。

　俺も夕飯の準備だ。

　メニューにはちょっと気を遣う。

　あまり奇抜な物や手の込んだものだとこの世界の食の基準からいくとマズいだろうから、できるだけシンプルなものを心掛けている。

　今日はソーセージを焼いたものとポトフとパンにしようと思う。

　みんな肉は好きみたいだから文句は出ないだろう。

　まずは熱した鍋に切ったベーコンを入れて、その後に野菜とソーセージを投入。そこで少し炒いためたあとに、水を入れる。煮立ってきたら固形スープの素もとを入れて更に弱火でコトコト煮込む。

「うん、いい感じだな」

　味見をしてみたが、ベーコンとソーセージの塩味も加わって味を調えるまでもなくそのままでいけそうだ。後はソーセージを軽く焼いてと。

「夕飯できましたよ」

　木の器にポトフをよそったものと焼いたソーセージとパンの載った木皿を渡していく。

「あー美う味まい。相変わらずムコーダさんの飯はウメェな」

　ヴィンセントが飯をガツガツ食う合間に言って、その言葉にリタがうんうんと頷うなずく。

「ホント美味いよね。美味い飯を食ってるおかげか、あたいなんていつもより体の切れがいい感じだもん」

「私もムコーダさんのお食事を食べ始めていつもより力が湧く感じがしてます」

　フランカがリタの言葉に相あい槌づちを打つようにそう言った。

「人にとって食うことは最も大切なことだ。その食う物が美味ければ人の気の持ちようも違ってくるさ」

　普段は無口なラモンさんがしみじみとそう言った。

　うん、俺の食事気に入ってくれてるってことだなラモンさん。ありがとよ。

「確かにそうだな。人は食わなければ生きていけない。それならマズい物より美味い物を食った方がいいに決まってる。旅路でこんな美味い飯が食える俺たちは幸せってことだな」

　最後にヴェルナーさんがそう締めた。何かそこまで絶賛されると照れるんですがね。日本の食品産業の勝利ということか。

　でも、リタやフランカが言ってた体の切れがいいとか力が湧くって何だろ？

　大した物は作ってないんだけど……。

　悪い影響じゃないみたいではあるけど、何か気になるな。

　ちょっと鑑定させてもらうか。





【名　前】リタ

【年　齢】16

【職　業】斥候

【レベル】18

【体　力】１３５（＋27）

【魔　力】64（＋２）

【攻撃力】１１９

【防御力】１０７

【俊敏性】１３８




【スキル】短剣術　聞き耳　忍び足






「ブフォッ」

「ちょ、いきなりどうしたんすか？」

「ゴホッゴホッゴホッ、い、いや、ス、スープが変なとこ入って咽むせただけだから、大丈夫、ゴホゴホッ……」

　な、何なんだよ、＋27とか＋２って。

　思わず噴き出しちまったぜ。

　俺の作った飯を食ったからか？　これか？　これなのか？

　俺は手元のポトフを鑑定してみた。




【ポトフ】

　異世界の食材で作られたポトフ。体力を１時間およそ20％向上させる。




　Ｏｈ…………。俺の料理がモロ原因だよ。

　待て待て、ポトフが体力をプラスさせた原因だとすると、魔力は何だ？　ソーセージか？　パンか？




【ソーセージ】

　異世界のソーセージ。魔力を10分間およそ２％向上させる。

【食パン】

　異世界の食パン。魔力を10分間およそ１％向上させる。




　うん、ソーセージも食パンも原因だよ。

　これって、考えたらかなりヤバいもんだよな。

　食うだけで体力とか魔力が上がるんだからさ。

　誰かに知られたりしたら…………うぉッ、寒気がする。

　絶対、絶対、絶対知られたらマズいことになる。

　幸い鑑定スキルは召喚勇者しか持っていないし、鑑定の魔道具も国やギルド単位でしか持っていない。それにみんなが自分のステータス確認をするためにはステータス確認の魔道具で確認しなきゃならないんだから、まずバレることはない。

　ここは俺が口をつぐんでいれば絶対バレないはずだ。

　口にチャックだ。このことについては絶対に一言もしゃべらないぞ。
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　キールスの街を出発して５日目。

「今日はこの辺で野営しよう」

　日も暮れかかり、いつものようにヴェルナーさんの一声で野営の準備に取り掛かる。

「じゃあ、レッドボアの肉遠慮なく使わせていただきますね」

「おう、楽しみにしてるぜ」

　レッドボアは今日の道すがらアイアン・ウィルの面々が倒した赤毛が特徴のデカい猪いのししの魔物だ。

　ゴブリンや狼の魔物（グレイウルフというそうだ）はあまり金になる素材がないからそのまま放置だったが、レッドボアは肉も皮も牙もそこそこの値段で買い取ってもらえるとのこと。

　さすがは冒険者、解体も早く見事だった。

　問題はこれだけの大物を全部は持っていけないということだ。

　単価の安い肉を半分捨てていくという彼らの話を聞いて、俺がアイテムボックスに余裕があるから肉を入れていきますかと申し出たわけだ。

　そんな訳で、肉も食事に使っていいとお許しが出ている。

　最初はステーキにしようかと思ったのだが、時間がかかるため却下して今日のメニューはアレにすることにした。

　俺も大好物の生しよう姜が焼きである。

　まずはレッドボアの肉を薄切りにして、ネットスーパーで買っておいた生姜焼きのたれに漬け込む。

　肉を漬け込んでいるうちにキャベツを千切りにする。漬け込んでおいた肉を焼いて出来上がりだ。

　スープはいつものインスタントのコンソメスープをちゃちゃっと作る。

「夕飯できましたよ。レッドボアの肉を私の故郷の味付けにしてみました。みなさんのお口に合えばいいのですが」

　レッドボアの生姜焼きとキャベツの載った木皿とコンソメスープ、パンを配っていく。

「おお、食欲をそそるいい匂いだな」（ヴェルナーさん）

「何だこれっ、ウンメェーッ」（ヴィンセント）

「美味いッ！　あたいこんな美味い物初めて食べたっ」（リタ）

「私、レッドボアの肉はあまり好きではなかったけど、これなら美お味いしく頂けるわ」（フランカ）

「キャベットを生で食べるのは初めてだが、この肉と一緒に食べると絶品だな」（ラモンさん）

　おお、絶賛の嵐ですな。

　某社の生姜焼きのたれで焼いただけなんですけどね。某社様様ですな。

　それとキャベツはこの世界じゃキャベットっていうんだな。

　みんなに称賛されつつ、自分でも生姜焼きはやっぱり美味いななんて思いながら食べ進めていると、いきなり声がした。

『人間よ、我にもそれを食わせろ』

　声の主は、今までに見た狼の魔物と比べるのがおこがましいくらいの、キレイな毛並みが神々しいほどの狼だった。

　冒険者たちは固まって微動だにしない。

『おい、人間、聞こえぬのか？』

　俺は恐る恐る食べ掛けの生姜焼きの載った木皿を差し出した。

　すると、牛並みの大きさの狼が木皿に顔を突っ込んでそれを一口で平らげた。

『美味いが足りぬ。もっとよこせ』

「フェ、フェンリルだ……」

　ヴェルナーさんが脂汗をかきながらつぶやいた。

　アイアン・ウィルほどの経験豊富な冒険者たちでも動けないほどの魔物なのか？

　ど、どうすればいいんだよ？　もう少しでフェーネン王国だってのに。

「ム、ムコーダさん、言うとおりにするんだ」

　ヴェルナーさんがそう言うが、もう生姜焼きは残っていない。

　人の言葉が分かる魔物みたいだし、ヴェルナーさんの言うとおり、魔物に食べさせてやった方が危害を加えられることもないのかもしれない。

「あ、あの、作らないとないので、す、少しお待ちいただけますか？」

『うむ。待ってやるから早く作るのだ』

　俺は急いでレッドボアの生姜焼きを作ってフェンリルとやらに出した。

　フェンリルが俺の作った生姜焼きをガツガツ食う。

　もっともっととフェンリルは言い、結局レッドボアの肉７～８キロの生姜焼きを作った。

『ゲプッ。美味かったぞ。それにしてもお主、これっぽっちの肉で我をここまで満足させるとは、中々やりおるな』
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　これっぽっちの肉でって、あんた７～８キロは食べてるんですけど。

　普段どんだけ食ってんだよ。

『うむ、お主と契約してやろう』

　…………は？　契約って何？

『おい、聞いておるのか？　お主と従魔の契約をしてやろうと言っておるのだ』

　従魔って、ネット小説でそれ系のやつちらっと読んだ覚えがあるけど、テイマーってやつか？

　イヤイヤイヤイヤイヤ。

　だって人語をしゃべる魔物だよ？

　アイアン・ウィルの面々が固まるほどの魔物だよ？

　そんな魔物を従魔ってそりゃ……ヤバいでしょ。

「あの、えっと、おこと『ぬ？』」

「いえ、ですから、おことわ『あぁ？』」

「………………」

　この野郎、断らせないつもりか。

『まさかとは思うが、お主、風の女神ニンリル様の眷けん属ぞくであるフェンリルたる我との契約を断ろうとしているのか？　そのような大それたことをするとは思わぬが、どうなのだ？　ん？』

　人語をしゃべる魔物フェンリル？　がそう言うと、アイアン・ウィルの面々が何でもいいから承諾しろと目で合図を送ってくる。

　これ承諾しなきゃいけないの？

　ったく、これじゃ「はい」一択じゃねぇかよ。

　渋々「分かりました」と言うと、フェンリルは満足したように『うむ』と頷いた。

『こちらにまいれ』

　フェンリルに促されて、しかたなしに近くに寄っていく。

『もっと近う。我の目の前に来るのだ』

　フェンリルに言われて目の前まで近寄る。

『それでは契約の儀式を行うぞ』

　そう言うと、フェンリルの額を俺の額にくっつけた。

　フェンリルの額が触れると、俺の体が一瞬光った。

『これで契約は終わった。ん？　お主、鑑定のスキルがあるな。召喚勇者か？』

　お、おいーっ。

　俺は思わずフェンリルの口を押さえた。

『もごもごもご、お、おい何をするっ』

　俺は「そ、そのことはご内密に」と囁ささやいた。

『おお、そうなのか。あい分かった。それでは、ステータスを確認してみろ』

　フェンリルも理解したようで俺にだけ聞こえるような小声でしゃべった。

　フェンリルに促されてステータス確認をしてみる。

「ステータスオープン」





【名　前】ムコーダ（ツヨシ・ムコウダ）

【年　齢】27

【職　業】巻き込まれた異世界人

【レベル】１

【体　力】１００

【魔　力】１００

【攻撃力】78

【防御力】80

【俊敏性】75




【スキル】鑑定　　アイテムボックス




従魔（契約魔獣）　フェンリル




【固有スキル】ネットスーパー






　何かスキルが増えてる。従魔ってあって、その下に契約魔獣フェンリルってあるんだけど。

『うむ、大丈夫のようだな』

「え、見えるの？」

『我を何だと思っている？　風の女神の眷属たる我だ、鑑定のスキルぐらい持っているぞ』

　さいですか。ってこれ契約してどうなるの？

『よし、これで我はお主の契約魔獣となった。そうなったからには、主あるじであるお主は契約魔獣たる我の面倒を見なければならない。それは分かるな？』

　分かるな？　って、え、そうなの？

　面倒見るって、契約魔獣ペツトの世話ってことか？

『それでは三度の食事、期待しているぞ』

　…………おい。

　三度の食事って、おまっ、もしかして食い物に釣られて契約したのか？

　そうなのかっ？

『おい、そこの者たち、我は此こ奴やつと従魔の契約を結んだ。そのようにビクビクせずとも襲ったりはせん』

　フェンリルに声をかけられて、アイアン・ウィルの面々はビクッとしていた。

「あの、皆さん、このフェンリル？　人語も理解しますし、大丈夫みたいですから……」

『おお、忘れておったわい。従魔の契約を結んだから、お主、我に名前をつけろ』

「えーいきなり言われても。んーじゃあ、ポチで」

『お主、我を馬鹿にしているのか？』

　ポチって言ったらなんかキレ気味だ。ってか、こいつが食い物に釣られたっぽいってのが分かったら怖がってるのが馬鹿らしくなってきた。

「ちょっと、キレないでくださいよ。じゃあコロは？」

　そう言ったらフェンリルが更にキレそうになった。何だよこいつ結構わがままだな。

「じゃあフェンリルだから、フェルってのは？」

『うむ、フェルか、いいな。それにするぞ』

　何だよ偉そうに。

　こうしてフェンリルの名前はフェルに決まった。

　そんな中、ようやく動き出したアイアン・ウィルの面々。

　その中でいち早く立ち直ったヴェルナーさんが恐る恐るといった感じで声をかけてきた。

「ム、ムコーダさん……」

「あ、ヴェルナーさん大丈夫ですか？」

「あ、ああ、俺は大丈夫だが……。ま、まさか、伝説の魔獣フェンリルをこの目にするとは……」

　え？　伝説って、この食い物に釣られたコイツが？

「３００年ほど前に目撃したという伝説は残っているが、そのフェンリルと従魔契約を結ぶなど、聞いたこともないぞ」

　エェーーーッ。

『まぁ我らフェンリルは数えるほどしかおらんからな。聞いた話では、７００年前に従魔契約を結んだフェンリルがいたらしいが。我も１０００年ほど生きているが、契約を結ぶのは初めてだ』

　へ、へー、１０００年も生きてるんだ。

『これだけ美味いものが食えるのだ。数十年人間に仕えたところで我に損はない』

　あーあーあー、こいつ言っちゃったよ。

　飯目当てだって断言しちゃったよ。

　伝説の魔獣とか言われてるけど、こいつ本当に大丈夫かな？
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　ひょんなことからフェンリルのフェルが旅の一員になって、もうすぐフェーネン王国というところまで来ていた。

　俺を真ん中にして、先頭はリタ、俺の右側がヴィンセントで左側がラモンさん、俺の後方右側がフランカで後方左がヴェルナーさんといういつもの布陣に最後尾をフェルがのそりのそりとついてくる。

　ヴェルナーさんが思案気な顔で溜ため息いきを吐ついた。

「どうしたんですか？　ヴェルナーさん」

「いやな、もうすぐ国境だが、どうしたもんかと思ってな」

　ん？　どういうことだ？

「いやいやいや、ムコーダさん。これ俺ら絶対止められるから」

　ヴィンセントがチラリと後ろを見てそう言った。

　あー、フェルがいるもんねぇ。

「国境警備兵が勢ぞろいで出てくるだろう。だが、害意がないと分かれば引くとは思うのだが……」

「ヴェルナー、引く引かないの前に王国軍が総出で対たい峙じしたとしてもフェンリルには敵かなうまい」

「まぁ、ラモンの言うとおりではあるな」

「え、あのフェンリルが一国を滅ぼしたおとぎ話って本当にあったことなのか？」

「リタ、あれはおとぎ話ではなく史実だと言われているのですよ」

　えーっと、俺の耳おかしくなったかな？　一国を滅ぼしたとかなんとか、冗談だよね？

「従魔だと認められて入国できたとしても、今度は間違いなく国が出てくるだろう」

　俺を見ながらヴェルナーさんがそう言った。

　え、俺？　今度は何なの？

「フェンリルと従魔契約を結んだムコーダさんを国が放っておくはずがない。ムコーダさんを囲い込めば漏れなくフェンリルも付いてくるのだからな」

　え、ラ、ラモンさんそれホント？

　国がどうこう言ってくるとか非常に面倒くさいんですけど。

『心配には及ばん。我や此奴に害なすならば受けて立つだけのこと』

「いえいえいえ、そ、それがマズいのです。フェンリル様『フェルだ』……フェ、フェル様が本気になられますと、国が滅びます」

『手を出すならば、滅べばいいのだ』

　いやいやいや、フェ、フェルさんや、それちょっと好戦的過ぎやしませんか？

『それが嫌ならば我らに手出ししなければいいだけの話。簡単なことよ』

　フェルの言い分に、アイアン・ウィルの面々はあんぐり口を開けていた。

『そんなことよりも、もうそろそろ飯の時間ではないのか？』

　そのフェルの一声で昼休憩となった。
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　あーヤバい。アイアン・ウィルの面々が狩ったレッドボアの肉がピンチだ。

　いくら使ってもいいと言われてても限度があるだろう。

　昨日のフェルの分の生姜焼きと、朝から肉肉肉と言って聞かないフェルに今朝もレッドボアの焼肉を出してけっこうな量を使ってしまった。

『おい、我は肉を所望するぞ』

「ってやっぱり昼も肉なんだ。レッドボアの肉は俺のものじゃないんだから、そんなに肉が食いたいなら自分で獲とってこいよ」

『む、そうか。すぐに獲ってくるから待つのだ』

　そう言ってフェルは道の脇の森に駆けていった。

「ム、ムコーダさん、レッドボアの肉使ってもらっていいんだぞ」

「いやいやいや、そんな訳にはいきませんよ。せっかく皆さんが狩った獲物なのに、フェルが食いつくしちゃうことになりますから。それに、こういうのは甘やかすと良くないですからね。この先私に付いてくるつもりなら、自分の食い扶ぶ持ちくらいは自分で賄ってもらわないと。私に狩りはできませんし、こんなに大量の肉を毎回買うなんてできませんしね。そんなことしたら私は破産してしまいますよ。ハハハ」

　伝説の魔獣だってんなら自分の食う分くらい獲ってこれるでしょ。

「ムコーダさんはすごい人だな……」（ヴェルナーさん）

「すごい、すごいよっ、ムコーダさんっ」（リタ）

「すごいっすムコーダさん。あのフェンリルに命令できるなんて尊敬します」（ヴィンセント）

「一国をも滅ぼすフェンリルに命令するなんて勇者ですわね」（フランカ）

「あのフェンリルに指図できる者がいるとはな」（ラモンさん）

　えーそんなこと言われてもねぇ。フェンリルって伝説の魔獣とかいわれてすごいのかもしれないけど、あいつ、フェルは食い物に釣られて従魔契約結んだヤツですからねぇ。

　食い物に釣られるとか、はっきり言ってアホとしか思えないんですが。

　怖いから本人には言いませんけどね。

　そうこうしてるうちにフェルがデカい鳥を銜くわえて戻ってきた。

「ロ、ロックバードだ……」

　アイアン・ウィルの面々が呆ほうけた顔で鳥を銜えたフェルを見ていた。

「ロックバードってフェルが獲ってきたあの鳥ですよね？」

「ああ、Ｂランクの魔物だ。俺たちが全力で戦って勝てるかどうかってくらいのな」

　おい、そんなの獲ってきたのか？

『獲ってきたぞ。早く飯を作れ』

　いやさ、目の前にデカい鳥置かれて飯作れって言われてもね。

　俺、解体とかできないよ。これは頼むしかないね。

「フェル、俺は解体なんかできないぞ。こちらの方々に頼むしかないけど、その代金の代わりに肉以外の素材全部渡してもいいか？」

『我は肉が食えれば文句はない』

「ということなので、解体をお願いできますでしょうか」

　そう言うとアイアン・ウィルの面々が首を「イヤイヤイヤ」と言って首をブンブン振っている。

「解体しただけで、ロックバードの肉以外の素材全部とか、もらい過ぎだからっ」

　とは言っても、こいつの食事のために俺の懐から金を出すのは嫌だしな。

「いえいえ、レッドボアの肉もフェルが食べて大分減ってしまってますし、フェルもああ言っていることですから受け取ってください」

　アイアン・ウィルの面々は最後まで「もらい過ぎだ」って言ってたけど、何とか納得してもらった。だって、元々フェルが獲ってきたものだからタダだしね。

　それに入国で一ひと悶もん着ちやくありそうだから、ここで恩を売っておいた方が後々協力してもらえそうだしな。

　ということで、ロックバードはアイアン・ウィルの面々によって見事に解体された。

　そして、鳥だったらこれかなってことで、ネットスーパーで買った照り焼きのたれでロックバードの照り焼きを作ることにした。

　まずはフライパンでロックバードの両面をこんがりと焼く。

　ここで余分な脂が出てきたらキッチンペーパーなんかで拭いた方がいいんだけどここは異世界な上に野外だからそんなことしてられないので、フライパンを傾けて余分な脂を捨てる。

　そこに照り焼きのタレを投入。タレが煮立ってきたら、それをロックバードの肉に絡めてと、はいロックバードの照り焼きの完成。

　スープは今回はフリーズドライのオニオンスープにしてみた。

　こっちの方が具だくさんだしね。いつもインスタントのコンソメスープじゃ味気ないし。

　できた料理は先にアイアン・ウィルの面々に配っていく。

『おい、我の分は？』

「フェルはたくさん食べるんだから、先にみなさんに出してからだよ。すぐ作るからちょっと待ってて」

『む、分かった』

　それからはフェルのために照り焼きを作りまくったよ。

　ロックバードの照り焼きはフェルがいたく気に入ったようで、俺らが食べた分以外は全部フェルの腹に収まった。ロックバードの照り焼きは美味かったし、俺も気に入ったけど、次はもっと落ち着いて味わいたいもんだねぇ。
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　フェーネン王国まで目前というところまで来ていた。

　国境の砦とりでがここからも見えている。何だかわらわらと警備兵が砦から出てきてるけどね。

　はぁ～、やっぱそうなるか。

　後ろからのそのそついてくるフェルを見て溜息をついた。

「なんか、いっぱい兵隊さんが出てきてますねぇ……」

「フェル様がいらっしゃるからな。先行して事情を説明してきます」

　そう言ってヴェルナーさんは砦の方へ走っていった。

　ご迷惑をおかけしますね。







　砦にはヴェルナーさんと警備兵がずらっと並んで待ち構えていた。

「私はフェーネン王国第四騎士団隊長のエドガー・ヴォルゴードという。こちらのヴェルナー殿から話は聞いた。そのフェンリルは君と従魔契約を結んでいるというが、本当か？」

　警備兵の中で一番偉そうな肩書きの隊長さん（苗みよう字じがあるから貴族なのかもしれない）が、見て分かるくらいの緊迫した雰囲気でそう聞いてきた。

　これ、フェルがいるからだよねぇ。

　いつでも対応できるように警備兵のみなさんも武器を手に持ったままだし。

　腐っても伝説の魔獣というか、何というか。

「はい、私はこのフェンリルと従魔契約を結んでいます」

　そう言うと、警備兵の間から「おぉっ」という声が漏れた。

「そうか。だが、一国をも滅ぼしたといわれる伝説の魔獣フェンリルだ。本当にこの国やこの国の民に危害を加えることはないか？」

　国境警備を預かる者として、その心配はごもっともだ。

「おい、フェル。ここのみなさんは、伝説の魔獣といわれるほど強いフェルを国に入れることを非常に心配しておられる。国の中で暴れられると困るからな。フェルは絶対にそんなことしないよな？」

『ぬ、我を頭の悪い魔物と一緒にするな。主であるお主と我に危害を加えようとしない限りは我の方から手を出すことはない』

「だそうです。隊長様」

　俺とフェルのやり取りを見ていた隊長は呆あつ気けにとられた顔をしていた。

「本当に伝説の魔獣を従魔にしているのだな……。目の当たりにしても、未いまだに信じられん……」

　そうなんですよ隊長さん。何だか訳が分からんうちに従魔の契約を結ばされてしまいました。

「今のやり取りを見るに、従魔契約を結んでいるというのは本当のようだな。それならば入国を許可しよう。しかし、従魔であるフェンリルの手綱はしっかりと握っているようお願いする」

「はい、承知いたしました。おい、フェル、お願いだから大人しくしててくれよ」

『分かっておる。先ほど言ったとおり我らに手を出さねば、我の方からどうこうするつもりはない』

「本当に、本当に、お願いだからな。なんかあれば俺のせいになるんだから」

『くどいぞ』

「いや、念には念を入れて注意しておかないとね。あ、みなさんの迷惑になる行為をした場合は食事なしってこともあり得るから」

『ぐっ……』

　何とか入国を許可してもらったんだから、変なことしないように念には念を入れて注意しとかないと。何かあったら俺の罪になりそうだし。

「なるほど。あのフェンリルこれほど手て懐なずけているとは、心配していたような事態になることはなさそうだな」

　隊長さんが少しホッとした様子でそう言った。

「隊長さん、そんな事態になることはまずないと思いますよ。俺たちは、ムコーダさんがフェル様と従魔契約した時にも居合わせたし、それから一緒にここまで来ましたが、フェル様がむやみに暴れることなんてありませんでしたから」

「リーダーの言うとおりだよ。ムコーダさんなんてフェル様に指図して獲物とって来させたりしてるんだから。あたいびっくりしちゃったよ」

　リタ、俺もびっくりだよ。獲物とってこいって言うのは、自分の食い扶持は自分で確保してくれってことで獲りに行かせたんだからな。

　俺のために獲ってこいっていうんじゃないんだから、そこは間違えないようにね。

「ほぅ、きちんと掌握しているということか」

　ちょっと隊長さん、何が「ほぅ」なの？　あごに手を置いて、何か良からぬ事を考えてるように見えるんだけど？　やめてよ、面倒事はさ。

　そんなこんなで何とか入国許可も下りて無事フェーネン王国に入国できた。

　ちなみにギルドカードを持っていなかった俺は入国税として銀貨５枚を支払った。

　あと従魔にも入国税がかかるということで、フェルの分として銀貨２枚を支払った。

　フェルの分もかかるとは地味に懐に響くぜ。

　早く商人ギルドに加入しなきゃな。
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　フェーネン王国に入り、俺たちは目的の国境の街ファリエールに向かって歩いていた。

「無事入国できてホッとしました。みなさんありがとうございました」

　そもそも魔物がいる世界を１人で旅するなんて無理だったから、アイアン・ウィルのみんなには感謝だよ。フェルのことにしても、みんなの援護があったから何とかこの国に入れたわけだし。

「いやいや、俺らもいい経験させてもらったよ。伝説の魔獣フェンリルの実物を見ることができたし、更に話もできたんだからな」

「リーダーの言うとおりだぜ。俺、みんなに自慢するぜ」

「あたいもヴィンセントと同じくみんなに自慢するんだー。おとぎ話のフェンリルに会ったんだぜってさ」

「ふふふ、リタったら子供なんだから。でも、確かにこれは自慢したくなりますわね」

「生きているうちにフェンリルを見られるとは……冒険者冥利に尽きるな」

　やっぱみんなにとってもフェルって存在は衝撃的だったんだなぁ。

「しかし、ムコーダさんはこれから忙しくなるかもな」

　ヴェルナーさん、忙しくなるって何で？

「フェンリルとその主がこの国に入国したってのは、当然この辺りを治めているリンデル辺境伯には連絡が行くだろうし、国王にも行くだろうからな」

　げッ、やっぱそうなるんだ。

「しかもあの隊長、ムコーダさんとフェル様の関係を見て、どうやったらこの国に引き込めるかって考えてるようだったしな」

　隊長ーッ、やっぱ良からぬこと考えてたんだね。

「そう言われましても、私もこの国に留とどまるつもりはないので、その時はその時でフェルと話しながら考えるしかないですねぇ」

「ははは、そうだな。フェル様がいれば無体なこともできないだろうしな」

　フェル頼みだが、そこはしょうがない。異世界に来たからには俺だってこの世界をいろいろ見てみたいからな。

　今回の旅を通して、俺にはネットスーパーがあるから、それで利益を得ながらこの世界を旅してみるのもいいかなぁって思いが出てきたんだ。異世界を旅するなんてロマンだよな。

「この国に留まるつもりはないって、旅でもするのか？」

　ヴェルナーさんの問いに頷いた。

「この世界をいろいろ見てみたいなと思ってまして」

「なるほど。なら、ムコーダさんは冒険者ギルドに登録した方がいいな」

　え、冒険者ギルド？　俺、冒険者になるつもりはないんだけど。

「冒険者ギルドですか？　私としては、商人ギルドの方へ登録するつもりなのですが。私は料理もできますから、旅をして街に着いたら屋台で金を稼いだり、ちょっと伝つ手てがあるので商品の卸をしたりできると思うので」

「そうか、でもなぁ……」

　ヴェルナーさんはフェルを見ながら思案顔。

「ムコーダさんは、これからもフェル様の食い扶持はフェル様自身に獲ってきてもらうことにするんだろ？」

　当然のことなので頷く。

「だとするとだ、フェル様が獲ってきた魔物の解体はどうするんだ？」

　あ、それがあった。

「それにな、ロックバードのことを考えると、フェル様が獲って来られる魔物はすべて高ランクだろう。そうなると、魔物の素材を買い取ってもらえる冒険者ギルドがうってつけというわけさ」

　確かに。

　買い取ってもらえるならそうしてもらった方が、これからの生活の足しにもなるってもんだ。

　でも、冒険者か、うーん。

「ムコーダさん、何か悩んでるみたいだけど、どっちも登録すればいいだけじゃねぇの？」

　俺とヴェルナーさんの話を聞いていたヴィンセントがそう言った。

「それは、確かに。でも、それって大丈夫なんですか？」

「まぁ、数は少ないけど、冒険者ギルドと商人ギルドの両方に登録してるヤツはいるぜ」

「へーそうなんですね。それじゃ私も両方に登録することにします」

　俺は、冒険者ギルドと商人ギルドの両方に登録することに決めた。
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　旅の終着である国境の街ファリエールに到着した。

　街に入るときは砦から既に連絡が入っていたようで、フェルがいてもさほど問題なく入ることができた。入国税ほどではなかったけど、街に入るのにまた税金（俺が銀貨２枚、フェルが銀貨１枚）かかったことがちょっと痛い。

　門をくぐると、そこにヴェルナーさんが言っていたリンデル辺境伯の使者が待ち構えていた。

「ムコーダ様ですね？　私はリンデル辺境伯様の使いのエドモンといいます。どうぞよろしくお願いいたします。実はですね、リンデル辺境伯様がムコーダ様と是非お会いしたいと申しておりまして」

　あー来たか、囲い込みの勧誘ですね。でも、俺はお会いしたくありませんです。この国もそんなに長く居るつもりないしね。ここは丁重にお断りをしとこう。

「いえいえ、私のような一介の旅人がリンデル辺境伯様にお会いするなど恐れ多い」

「いえいえ、リンデル辺境伯様が是非にと」

「いえいえいえ」

「こちらこそ、いえいえいえ、是非ともご一緒に」

　俺とエドモンさんが押し問答をしていると、そこにフェルが寄って来た。

『おい貴様。主は会わないといっているのが分からんのか？』

「こ、これは、フェ、フェンリル様。フェ、フェンリル様も是非ともご一緒に」

　急に登場したフェルにビビリながらも引きつった笑顔を見せてエドモンさんがそう言った。

『フンッ、小こ賢ざかしい。我も辺境伯になど会うつもりはない。どうせ我の力が目的なのだろ？　過去にもそういう愚かな人間はいたからな』

「い、いえいえいえいえ、そ、そんなつもりは……」

『噓うそをつくな。我の力を利用しようとした愚かな人間がどうなったか知りたいか？　んん？』

「ひ、ひぃぃぃぃっ」

　歯を剝むき出しにしたフェルに恐れをなしたエドモンさんが悲鳴を上げて逃げていった。

「フェル、やり過ぎ」

『ああいう馬鹿者にはあれくらいやらんと懲りんのだ』

　へいへい、そうですか。

「リンデル辺境伯様の使者にあんな真ま似ねをして大丈夫か？　貴族ってやつは面子メンツを殊の外大事にするから、もしかしたら何かしてくるかもしれないぞ」

　ヴェルナーさんの心配はごもっともだな。

　俺もフェルがあそこまでするとは思ってなかったし。

『心配無用だ。何かしてくるなら受けて立つまでだ』

　おお、頼りにしてますぜフェルさんや。

「まぁ、フェル様がいらっしゃるし、そこは大丈夫か」

　ヴェルナーさんがそう言うと、アイアン・ウィルの他のメンバーもうんうんと頷いた。

「貴族の私兵だけでフェル様に敵うとは思えませんわ」（フランカ）

「フランカの言うとおりだよ。あたいもそう思う」（リタ）

「つうか、フェル様の相手になるのって、それこそ古エンシエン竜トドラゴンくらいだろ」（ヴィンセント）

「それは言えてるな」（ラモンさん）

　ファンタジー世界にはつきもののドラゴン、やっぱいるんだね。

　まったく会いたくはないけど。

『む、古エンシエン竜トドラゴンか。確かに我と対等に渡り合えるのは彼あ奴やつだけだろう』

「え？　フェル様、古エンシエン竜トドラゴンと戦ったことあるんすかっ？」

　ヴィンセントが興奮気味に食いつく。

『４００年ほど前にな。そのときは引き分けたが、次は負けない』

「うぉーすっげぇ！　伝説の魔獣同士の戦いかよー見たかったー」

「あたいも見てみたかったー」

　なんかヴィンセントとリタが盛り上がっているが、それを見てフランカとラモンさんは苦笑いしてるし。

「おいおい、お前ら落ち着け。ムコーダさんに任務完了のサインもらったら、冒険者ギルドに報告に行くからな」

　ヴェルナーさんに求められて任務完了の報告書にサインした。

　そして、預かっていたレッドボアの肉を返そうとしたら、ロックバードの素材の代わりに到底足りないがもらってくれと言われてしまった。

「最後にレッドボアの肉までいただいてしまって、本当にみなさんにはお世話になりました。ありがとうございました」

　アイアン・ウィルの面々がいなきゃここまで来れなかったぜ。

「いやいや、俺たちもいい経験させてもらったし、美味しい飯も食えたんだから文句なしの良い依頼だったよ」

　そう言ってもらえるとありがたい。

「本当にありがとうございました。それではみなさんお元気で」

「ムコーダさんこそな」

　アイアン・ウィルのメンバーは手を振りながら去っていった。

　よしと、当初の目的は達成されたわけだけど、これからどうしようか。

　この国にあまり長居するつもりはないけど、とりあえずここでギルド登録だけはしておくか。

　ヴェルナーさんの話だと冒険者ギルドへも登録しといた方がいいってことだったけど、ここは俺の第一希望である商人ギルドを先に。

「おい、フェル。商人ギルドに行くぞ」

『む、お主商人になるのか？」

「一応希望はね。でも、冒険者ギルドにも登録するつもりだ。これからもフェルには自分の食べる分の肉は獲ってきてもらいたいんだけど、俺は解体とかできないしさ。それに、フェルが獲ってくる魔物の素材も売れば生活費の足しになるし。魔物の素材、売ってもいいよな？」

『我には必要のないものだから構わん。それよりも、飯だけは美味いものが食いたい』

「はいはい、分かってますって」

　ったくこいつ、伝説の魔獣じゃなくてただの食いしん坊キャラじゃねぇか。
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　俺とフェルは商人ギルドに来ていた。

　フェルを連れて入ると、みんな驚いてちょっとした騒ぎになったが、従魔だと必死に説明してなんとかその場は収まった。

　今は窓口で商人ギルドの説明を受けている。

　俺を担当してくれているのは、金髪碧へき眼がんのすっごい美人なミカエラさんだ。

　ミカエラさんから説明を受けた内容はこうだ。




・商人ギルドは国を超えた組織である。

・商人ギルドには５つのランクがある。

　アイアンランク　→　行商人、屋台（店舗なしで商売をする者）

　ブロンズランク　→　個人商店（街の肉屋や八百屋などの個人商店）

　シルバーランク　→　小規模商会（街ではそこそこ大きな商会）

　ゴールドランク　→　中規模商会（いくつかの支店を持つ商会）

　ミスリルランク　→　大規模商会（多数の支店を持つ商会）

・ランクにより登録金、年会費、税金が違う。

　アイアンランク　→　登録金銀貨５枚　→　年会費金貨１枚　→　税金金貨２枚

　ブロンズランク　→　登録金金貨１枚　→　年会費金貨２枚　→　税金金貨４枚

　シルバーランク　→　登録金金貨２枚　→　年会費金貨５枚　→　税金金貨10枚

　ゴールドランク　→　登録金金貨４枚　→　店舗数に応じた金額　→　店舗数に応じた金額

　ミスリルランク　→　登録金金貨８枚　→　店舗数に応じた金額　→　店舗数に応じた金額

・年会費と税金は入会日から１年以内に支払うこと。

・最初に登録した日を基準日として１年ごとに会員資格が更新される。年会費や税金が未払いの場合は更新されない。

・徴収された税金は商人ギルドが責任をもって各国に納めている。

・各ランクのギルドカードを紛失した場合、再発行の手数料はランクによって異なる。

・違法な商取引をした場合は商人ギルドから除名処分となる場合がある。

・最初はアイアンランクで登録して徐々にランクを上げるという方法も可能である。

・店舗や設備投資、商品の仕入れ等で困ったことがあればいつでもご相談ください。




　さすが商人ギルドだ。

　俺が知りたいと思っていたことを懇切丁寧に説明してくれた。

「それでですね、ムコーダ様はどのような形態でのご商売をお考えですか？」

　それなんだけど、フェルもいるし俺もこの世界を見て回りたいって思いが出て来たから、店舗を持つというのは今のところ無いな。それだとアイアンランクかな。

「私には従魔もいますし、今のところ店舗を持つ予定はないので、アイアンランクが相当かなと思いますので、アイアンランクに登録したいと思います」

「ありがとうございます。登録金銀貨５枚をいただくことになりますが、登録の手続きはこのまま進めてよろしいでしょうか？」

　懐は厳しいが、銀貨５枚なら払えないこともないからそのまま手続きを進めてもらう。

「では、こちらがムコーダ様のアイアンランクのギルドカードになります。先ほども説明したとおり紛失されますと再発行に手数料がかかります。アイアンランクの場合は銀貨８枚となっておりますので、紛失にはくれぐれもご注意ください」

　銀貨８枚か、けっこうかかるな。失なくさないように注意しないとな。

　あっと、聞きたいことがあったんだ。

「あの、お聞きしたいのですが、こちらで買い取りはやっておられますか？　実は旅の途中に手に入れたものがいくつかあって……」

「買い取りですか？　ものによってになりますが、やっておりますよ」

　ものによってか、さすが商人ギルドだ、目利きがいそうだもんな。

　俺が買い取ってもらいたいと考えているのは塩と胡こ椒しようだ。

　これなら多分問題ないだろう。

「それでは明日、買い取りの希望品を持ってまた来ます」

「お待ちしております。今日はご登録ありがとうございました」

　丁寧な対応に気持ちよく商人ギルドを後にしようとして、思い出した。

　今日の宿で、従魔も一緒に泊まれるところを聞くの忘れてた。

　俺は急いで窓口に戻ってミカエラさんに聞いた。

　従魔も一緒に泊まれるおすすめの宿は「跳ね馬亭」とのことだった。

　場所も丁寧に教えてくれたので早速「跳ね馬亭」へフェルと一緒に向かった。
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「跳ね馬亭」はミカエラさんが言ったとおりフェルがいても泊まることができた。

　ただし、従魔込みで宿泊料金が銀貨７枚だったけど。

　どんどん懐がさびしくなっていくぜ。

　フェルは建物の裏の獣舎へということだったので、そちらに向かった。

『おい、昼は我慢してやったが、いい加減腹が減ったぞ』

　そう言えば昼食べてなかったな。フェルも飯って言わなかったし。

　柄にもなく気遣ってくれたのかもしれないな。

「悪い悪い。それじゃ早めの夕飯とするか」

　獣舎の前だけど、今はフェルしか入ってないみたいだし、ここで調理してもいいか。

　ついでだし、俺も食っとこう。

　アイアン・ウィルからもらったレッドボアの肉があるから、今日はそれでステーキだ。

　フェルの分は厚めに切ってレアでもいいな。

　それと、俺の夕飯なんだが、いい加減あれが食べたい。

　あれとは、米だ。やっぱ日本人なら米でしょー。

　でも、今のところカセットコンロ１つしかないんだよなぁ。

　米を炊くとなると少し時間もいるし……、うーん、どうしよっかな。

　明日は商人ギルドで塩と胡椒を買い取りしてもらう予定だから、仕入れておかなきゃならないし、それで金も入ってくる予定だし、あって困るものじゃないから買っちゃうか。

　懐はさびしいが、やっぱ米が食いたいんだよ。

　ということで、ネットスーパーで米と土鍋とカセットコンロ、そして明日買い取ってもらう分の塩５キロと胡椒１００グラムを購入。

　米はうちでもよく食っていたコシヒカリを買ったぜ。塩と胡椒はどれくらいの金額で買い取ってもらえるのか分からないから、とりあえずこれくらいにしてみた。

　合計で約銀貨８枚だった。どんどん懐がさびしくなっていくが、明日の買い取りに期待したい。

　そんじゃ調理開始だ。

　まずは米を研いで30分くらい水に浸してと。

　その間にフェルのステーキだな。

　レッドボアの肉に塩と胡椒をふってフライパンで両面を焼いていく。

　ちょいレアだけどこんくらいでいいか。

　ステーキを皿に盛ったら上にステーキ醬じよう油ゆをかけて出来上がりだ。

「ほら、フェル」

　フェルに出してやると、はぐはぐとペロリと１枚食べてしまった。

　けっこうな厚さに切ったんだけどな。

『美味いぞっ。もっとくれ』

　フェルのために皿にレッドボアのステーキを焼いていく。

　次のステーキにかけるステーキ醬油はこれだな。

「ほれ」

『はぐはぐ、む、さっきと味が違うな。だが、これも美味いぞ』

　ふふ、気付いたか。

　ステーキ醬油はいろいろ使えるから、各種取りそろえておいたんだよ。

　最初に出したのはにんにく風味で次のがおろし風味だ。

　このステーキ醬油はあるとけっこう便利なんだよな。

　野菜炒めにしても美味いし、にんにく風味はこれで飯を炒めるとガーリックライスになるしな。

　焼肉のたれと照り焼きのたれ、ステーキ醬油はいろいろ使えるから家でも取りそろえてた。旅路の前にいろいろネットスーパーで取りそろえたときに買っておいたんだよ。

　フェルのためにステーキをどんどん焼いていく。

　さて次は玉ねぎ風味でその次はバター風味。

　おっと、そろそろ米を炊いていくか。

　土鍋をコンロにかけてっと。ちょい強めの中火で約10分で沸騰してくるからその後弱火で５分、それから火を消して約20分蒸らす。３合炊いたけど、余ったご飯はアイテムボックスに入れておけば炊きたてのまま保存しておけるしな。

　そうそう、俺のアイテムボックスは召喚勇者仕様で、ほぼ無限収納に近くて時間停止の機能があるそうだ。これだけは召喚勇者仕様で良かったと思うよ。

　米を炊いている間にもフェルのためにステーキを焼きまくる。

『次は一番初めに食べた味にしてくれ』

「にんにく風味か。ほらよ」

『にんにく風味というのか、これは美味い』

「この味が気に入ったのか？」

『うむ。全部美味いが、我はこれが一番好きだ』

　ほうほう、そうかそうか、俺は玉ねぎ風味が一番好きかな。

　ということで、そろそろ米も炊けたし、あれいってみよう。

　まず炊き立てのホカホカご飯を器に盛る。

　レッドボアのステーキを一口大に切って、ご飯の上に載せてと、その上からステーキ醬油玉ねぎ風味をかけて出来上がり。

　レッドボアのステーキ丼だ。

　さて、実食だ。

「う、うめぇぇぇっ」

　はぐはぐ、うめぇよこれっ。

　レッドボアのステーキも美味いけど、このステーキ醬油が染み込んだ米がまた美味い。

　やっぱ日本人は米だよな。米サイコー。

『む、美味そうだな。我にもそれをくれ』

　えー、フェルも食うのか？

　ここで食わせなかったら食わせなかったでうるさそうだしな。

　しょうがないな、ってそうなると残りのご飯はフェルの腹行きか。ガックリ。

　フェルのためにステーキ丼（にんにく風味）を作ってやると、すぐさまガツガツと食い始める。

『うむ、美味いな。穀物など我の食べるものではないと思っていたが、これはなかなか美味いな』

「だろ？　やっぱ米が一番だよ」

　パンも嫌いじゃないけど、やっぱ米が食いたくなるんだよね。

　こうやって異世界にいながらも米が食えるのは『ネットスーパー』のおかげだな。

　最初はなんじゃこりゃって思ったけど、ネットスーパー様様だな。

　はぁー美味かった。満足満足。

　フェルも毛繕いを始めてるから満足したんだろう。

　あ、今更だけど、犬猫ってあんまり味の濃いもの食べさせるのって良くないんだよな。

　それに、犬に玉ねぎはダメなんじゃなかったっけ？

　フェルはバクバク食ってたけど、うん、大丈夫そうだな。

　そもそもフェルは異世界の魔獣だしな。

　見るからにピンピンして何ともなさそうだし心配いらないか。

「それじゃ、明日の準備もあるし部屋に戻るからな」

『分かったぞ』

　部屋に戻った俺は、明日商人ギルドに買い取りしてもらう予定の塩と胡椒の準備に取りかかった。

　ネットスーパーで紙袋入りの５キロの塩とビニールパックに入った胡椒（20グラム×５）を買ったけど、まさかそのまま持って行くわけにはいかないし。移し替えるか。
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　塩は旅の前に雑貨屋で食器類を買ったときについてきた麻袋に入れることにして、胡椒は確か蓋のついた木の器を買っておいたからそれでいいや。

　よし、これで準備ＯＫだ。

　いろいろあって疲れたし、早めに寝るとするか。

　俺は明日の買い取りが上う手まくいくことを願いながら、久しぶりのベッドで眠りについた。
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　今朝は、フェルが昨日と同じステーキが食べたいと言うから、朝から大量のステーキを作る羽目になった。

　さすが肉食。肉の消費量が半端じゃないぜ。今朝はレッドボアの肉がまだ残ってたから良かったけど、それもフェルの朝食で尽きた。

　これはすぐにでもフェルに獲物を獲って来させないとダメだな。

　そうなると、冒険者ギルドにも登録しなきゃいけないし。

　商人ギルドに行って塩と胡椒を買い取ってもらったら、冒険者ギルドに行ってみるか。

　今日も忙しくなりそうだな。

　ちなみに俺の朝食はハムとチーズの簡単サンドイッチとオニオンスープだ。

　さすがに朝からステーキはかんべんだ。

　そのあと予定どおり商人ギルドに向かった。

　この後に冒険者ギルドに登録に行くつもりだからフェルも一緒だ。

　窓口には昨日担当してくれたミカエラさんがいた。

「ミカエラさん、おはようございます」

「おはようございます、ムコーダ様」

「昨日言ってた買い取りをお願いしに来ました。これをお願いしたいんですが」

　そう言って塩の入った麻袋と胡椒の入った器をアイテムボックスから出した。

「拝見いたします。これは……ちょっと失礼いたします」

　ミカエラさんは胡椒を見て席を立った。

　あれ、やっぱ胡椒はマズかった？　地球でも昔は同じ重さの金と胡椒が取引されてたっていうからな、１００グラムは多かったかもしれない。

　少ししてミカエラさんが戻ってくると、別の部屋へ案内するというので、フェルには待っててもらいミカエラさんの後に続いた。

　部屋の中には50代くらいの恰かつ幅ぷくのいいおっさんがいた。

「どうぞこちらにお座りください。私は当ギルドのギルドマスターをしておりますロベールと申します。どうぞお見知りおきを」

　おう、ギルドマスターのお出ましかよ。やっぱ胡椒はマズかったかなぁ。

　別の職員が俺の塩と胡椒を置いて出て行くと、ギルドマスターは「拝見します」と言って検分開始。さすが商人ギルドのギルドマスターにまでなった人だ、鋭い目つきで味や香りを確認している。

「私も長年商売にかかわってきましたが、これほどの品質の良い塩と胡椒は初めてです。濁りのない真っ白な雑味のない塩に鮮烈な香りと味の胡椒。素晴らしいとしか言いようがありません」

　そうですか、でもそれネットスーパーで買うと塩は５キロで銅貨５枚くらいだし、胡椒も１００グラムで同じくらいの値段だったんだけどね。

「是非とも買い取らせていただきたいと思っておりますが、これはどちらで入手されたのですか？」

　はい、ネットスーパーです。異世界産の塩と胡椒なので品質は保証します。

　って言えるかよ。

「旅の途中でちょっと……」

　言葉を濁すとギルドマスターは「私が野暮でしたな。商人がおいそれと仕入先を漏らすわけにはいきませんな」と言って笑っていた。

「それで、金額の方なのですが、塩が金貨４枚で胡椒が金貨10枚でどうでしょうか？」

「…………え？」

　う、噓だろ？　元値２つ合わせても銀貨１枚程度なのに、塩が金貨４枚？　胡椒が金貨10枚？

　え、え、え、この世界で塩と胡椒が高値だってのは知ってたけど、そこまで高くなるのか？

「やはり低すぎますか……。では２つ合わせて金貨15枚ではいかがですか？」

　うおっ、買い取り金額が上がったぞ。黙ってたのを渋ってると思われたのか？

　いやただ単に驚いてるだけなんだが。

「く……それでは２つで金貨17枚です。これ以上は上げられませんぞ」

　ギルドマスターが何を勘違いしたのかは分からんが、また買い取り金額が上がった。

「は、はいっ。そ、それでいいです」

　き、金貨17枚かよ……。

　元値銀貨１枚だぞ、それが金貨17枚。

　こりゃぼろ儲もうけだぜ。

　持ち込みで買い取りをお願いしたから、何度も効く手じゃないけどな。

　何度も持ち込みしてたらさすがに疑われるだろうから一ギルド支部に１回が限度だろう。

　それでもある程度の金額を入手できる手段ができたのはありがたい。

　俺は金貨17枚をもらうと、未払いだったアイアンランクの年会費と税金を支払うことにした。

　こういうのは払えるときに払っといた方がいいんだよ。

　期限近くなってから金がないなんてなったら大変だからな。

「アイアンランクの年会費金貨１枚と税金金貨２枚、確かにお預かりいたします」

　ふぅ、これで１年間は大丈夫。

　年会費と税金を支払っても金貨14枚は俺の懐に。

　残ってる手持ちと合わせると金貨19枚と銀貨５枚、銅貨と鉄貨数枚ずつ。

　何とかなりそうだな。

　まぁ、足りないときは考えもあるし。

　商人ギルドのギルドカードがあると、他の店に卸すときも信用されやすいって聞いてるからな。

　俺にはネットスーパーもあるし、卸す品はたくさんあるってこった。

　商人ギルドに入って良かったぜ。

　さて、次は冒険者ギルドに登録に行きますか。

　俺は塩と胡椒の売上金で懐が暖まったところで商人ギルドを後にした。
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　冒険者ギルドに来ている。

　商人ギルドと同じで、こちらの建物も街の中ではけっこうデカい。

　さすが冒険者ギルド、武器を持った厳いかついのが多いな。

　武器持ち戦闘職が４で魔法使いが１くらいの割合か？

　どっちにしても冒険者なんて因果な職業よくやるよな。って俺も今からそれに登録しなくちゃなんないんだけどさ。

　まぁ冒険者がやるような戦闘行為は更々するつもりはないけど。とまあいろいろ考えて気を紛らわせてるけど、受付に並んだ時から冒険者たちの視線がすごいのなんのって。

　これも「お前みたいなのが冒険者だと？　笑わせんなゴラァ」な感じのテンプレなんだろうけど、俺の傍そばにフェルがいるもんだから手を出せないんだろう。

　フェルがフェンリルだって分かっているのかは分からないけど、フェルに手を出したらヤバいってのだけは本能的に分かっているんだろう。

　フェルがいて良かったぜ。

　これフェルがいなかったらめっちゃ絡まれてる場面だよ。

　こんな場所早く退散したいところだぜ。

　はー早く列進まねぇかな。

　少ししてようやく俺の番になった。

「登録をお願いします」

「では、こちらの登録用紙に記入をお願いします。書けないところは空欄で結構です」

　冒険者ギルドの受付嬢は美人ではあったが、そっけない感じがする。

　やっぱ商人ギルドの方が丁寧だな。

　召喚勇者仕様なのか文字も問題なく書けるようなので、書けるところを書いていく。

　名前と武器（あんまり使う予定ないけどこれくらいは持ってた方がいいかなと思ってたショートソードにした）と従魔がいる旨だけを書いて渡した。

「登録料は銀貨５枚になります。それではこのカードに血を一滴垂らしてください」

　登録料の銀貨５枚を渡すと、銅褐色のカードと針を渡された。

　言われるままに指先をチクリと刺してカードに血を垂らす。

「これで登録は完了です。一番下のＧランクからとなります。受けられる依頼はＧ・Ｆランクのものとなりますのでご了承ください」

　え、冒険者ギルドについての説明とかないわけ？

「まだ何か？」

「説明とかはないんですか？」

　受付嬢が「え、聞くの？」って感じで明らかに面倒くさいって顔をした。

　聞くよ。めっちゃ聞くよ。やっぱこういうのはきちんと聞いておかないと、規則知りませんでしたとかなって後で痛い目に遭うんだよ。

　受付嬢は仕方ないって感じで説明し始めた。冒険者ギルドの受付は態度良くないなぁ。

　商人ギルドの受付とは天と地の差だな。ミカエラさんは終始笑顔で懇切丁寧な説明してくれたぞ。

　冒険者ギルドの嫌々感満載の説明によると、




・冒険者ギルドは国を超えた組織である。

・冒険者のランクは次のとおりＧからＳまである。

　（低）Ｇ→Ｆ→Ｅ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａ→Ｓ（高）

・冒険者の受けられる依頼は、自分のランク及び一つ上のランクの依頼のみである。

・依頼を失敗した場合は違約金が発生する。

・冒険者ランクにより定められた一定期間内に依頼を受けなければ冒険者ギルドから登録を抹消される。再び冒険者になる場合は改めて新規の登録となりＧランクからのスタートとなる。

　Ｇ　→　１か月以内

　Ｆ、Ｅ　→　３か月以内

　Ｄ、Ｃ、Ｂ　→　６か月以内

　Ａ、Ｓ　→　１年以内

・殺人、略奪等をした場合は冒険者ギルドから除名処分となる。

・冒険者同士の私闘は禁止。

・冒険者の行為については冒険者ギルドは一切責任を負わない。

・冒険者のケガ・死亡については冒険者ギルドは一切責任を負わない。




　とのことだった。冒険者はすべてが自己責任ってことのようだ。俺はランク上げするつもりは更々ないからいいけどさ。

　俺は登録したばっかりのペーペーだからＧランク。

　Ｇランクだと１か月以内に依頼を受けないと登録抹消になるんだよな。

　そうするとせっかくの登録料もパーになる。

　それ考えると、ここで何か１個依頼をこなしといた方がいいよな。

　フェルにも獲物を獲りに行ってもらわないとならないし。

　態度の良くない受付をいったん離れて掲示板を覗のぞいてみた。

　１個上のランクの依頼を受けられるとは言っても俺は登録したばっかりだし、やっぱ自分のランクのＧランクの依頼を受けるべきだよな。

　Ｇランク、Ｇランクっと…………お、これとこれなんかいいかも。

　テンプレだが、薬草採取の依頼だ。




・キアユ草×５：銀貨１枚

・マージュ草×５：銀貨１枚と銅貨３枚




　とりあえずこの２つが候補ではあるけど、マージュ草の方が報酬は高いってことだから見つかりにくいってことなんだろうと思う。

　テンプレどおり依頼を受けるときは掲示板に張ってある依頼の紙を受付に持っていくみたいなんだけど、一度剝がした場合はその依頼を受けないといけないっぽいし。

　そうなると、キアユ草の方だな。

　俺はキアユ草の依頼書を持って窓口に向かった。

　ちなみに冒険者ギルドの説明を受けた受付嬢とは別の窓口にしてみた。

　幾分か態度はマシだったけど、やっぱり商人ギルドとは雲泥の差だったよ。

　キアユ草が生えてる場所だけ聞いてすぐさま冒険者ギルドを出た。

　フェルがいたから何とか絡まれずに済んでホッとしたよ。

　キアユ草が生えてる場所は東門から出てすぐの草原とのことだった。

　門から出てすぐのところだから危険はそんなにないとは思うが、ショートソードくらいは装備した方がいいな。冒険者ギルドの登録のときも武器にショートソードと書いたんだし、キアユ草を取りに行くまえに買っていこう。

「フェル、ちょっと武器屋によってくから」

『む、武器など用意せずとも我がいるから大丈夫だぞ』

「フェルが獲物を獲りに行ってるときはどうすんだよ？　俺一人なんだから、何か武器なきゃ無防備過ぎるだろうが」

『結界を張れば問題なかろう』

　…………は？

「け、結界って、おまっ、そんな魔法使えるのか？」

『もちろん使える』

　もちろん使えるって、そんなん初耳なんですけど。

　ってか、今気づいたけど、俺フェルの鑑定してなかったぜ。

　今更だけどフェルを鑑定してみる。





【名　前】フェル

【年　齢】１０１４

【種　族】フェンリル

【レベル】９０６

【体　力】９８４３

【魔　力】９４８１

【攻撃力】９０３６

【防御力】９７６５

【俊敏性】９６８４




【スキル】風魔法　火魔法　水魔法　土魔法　氷魔法　雷魔法　神聖魔法　結界魔法




爪斬撃　身体強化　物理攻撃耐性　魔法攻撃耐性　魔力消費軽減　鑑定




【加　護】風の女神ニンリルの加護






　………………。

　すご過ぎて一瞬言葉を失ったぜ。

　レベルとか体力とか魔力とかさ、これってカンストに近いんじゃねぇの？

　年齢が１０１４歳って、フェルが１０００年ほど生きてるとか言ってたけど、あれマジだったんだな。１０００年かけてカンスト近くまで持ってきたってことか？

　普段は食いしん坊キャラだけど、フェルって何気にすごいんだな。

「フェル、今お前のステータスを鑑定してみたんだけど、お前ってすごい奴やつだったんだな」

『何を当然なことを言っておるのだ』

　あーはいはい、そうですか。

　んじゃ、門出たら結界張ってくだせえよ。

　でも、ショートソードは保険に買うけどな。
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　冒険者ギルドの近くに武器屋が何軒もあったからそのうちの一軒に入った。

　初心者でも扱いやすいおすすめのものを店主に聞いて銀貨８枚でショートソードを購入した。

　さて、それじゃ薬草摘みに行きますか。

　冒険者ギルドの依頼で街の外にでるから、東門で冒険者ギルドのギルドカードを見せて外に出た。東門から出てフェルと一緒にてくてく20分くらい歩いていくと、だだっ広い草原が見えてきた。

　薬草が生えているのはここだろう。

「じゃあ俺は薬草摘みしてるから、フェルは獲物とって来て」

『分かった。お主に何かあっては我も困るから、お主の周りに結界を張っておく』

　おお、そう言えばフェルは結界魔法が使えたんだったな。

『よし、これで大丈夫だ。これである程度の魔物に出くわしても大丈夫だろう』

　ありがたや、ありがたや。

『それでは行ってくる。昼の食事は用意しておけ』

　そう言うと、フェルは森の方へ颯さつ爽そうと駆けていった。

　ちょっと尊敬したんだけど、食いしん坊キャラは健在だったな。

　さて、薬草摘みをしますか。

　とはいってもひたすら鑑定していくだけなんだけど。

　鑑定、鑑定、鑑定、鑑定、鑑定。

　雑草ばっかりだな。

　鑑定、鑑定、鑑定。

　キアユ草。

　お、あった。このキアユ草って見た目はアザミに似てるな。キアユ草をナイフで根元から切り取る。買ってからずっと使ってなかったナイフがようやく役に立ったな。

　再び鑑定、鑑定、鑑定、鑑定、鑑定。

　やはり見つかるのは雑草ばかり。

　鑑定、鑑定、鑑定。

　キアユ草。

　お、またあった。これであと３本見つければ依頼分は達成したことになるのか。

　よし、この調子で見つけていこう。

　鑑定、鑑定、鑑定、鑑定、鑑定。

　マージュ草。

　あ、これは依頼にあったやつだな。

　マージュ草って見た目まんま貧乏草だな。なんてったっけ、ハルなんとか、えーと、そうだハルジオンだ。これも一応摘んでおこう。

　その後も鑑定を続けて、キアユ草は合計18本、マージュ草は７本見つけることができた。

　よし、もうそろそろフェルが戻ってくる頃合いだろう。

　フェルの昼食の準備に取りかかる。

　とは言っても肉が切れている今、フェルの大食いのためにネットスーパーで肉を買うとなったらいくらかかるか分からんから、とにかく安く仕上げるようにしなくちゃな。

　ということで昼のメニューはこれに決めた。

　まずはネットスーパーで買い物だ。

　玉ねぎと固形スープの素は前に買ってあるのがあるから、買うのは合いびき肉を１キロとパスタ１袋７００グラムのものを５袋、それとミートソース缶を10個だ。

　全部で銀貨４枚銅貨５枚かかってしまったが、塩と胡椒を商人ギルドで買い取りしてもらった分もあるし、今回はまぁいいだろう。

　パスタはゆで時間５分のものを買ったが、あのフェルのことだ、早く早くとうるさいだろう。それを考えてお湯を沸かしてすぐにゆでられるように準備をしておく。

　その間にミートソースだ。

　まずはみじん切りにした玉ねぎをフライパンで透明になるまで炒めてと、その後にひき肉を投入。

　ひき肉に火がとおったら、そこにミートソースをドバドバッと入れる。

　そのままだと水分が足りなくなるから、適量のお湯に固形スープの素を溶かしたものを入れて一煮立ち。

　最後に塩胡椒で味を調えて、挽き肉増量ミートソースの出来上がりだ。

　ミートソースができたところでフェルが帰ってきた。

　ドサリと俺の前に獲物を落とす。

『美味そうな匂いだな』

「これは、ロックバードか」

『この前の照り焼きというのが美味かったから獲ってきた。他にも獲ったものがあるのだが、一遍には持ってこれないから、森の端に結界を張って置いてある』

　銜えてくるにしても１匹が限度だもんな。

「それなら俺も一緒に行ってアイテムボックスに入れて持って来れば１回で済むな。ちょっと待ってろ」

　俺はお湯の入った鍋、ミートソースを炒めていたフライパン、カセットコンロ等をアイテムボックスにしまう。忘れちゃいけないロックバードもだ。

「よし、行こう」

『お主が歩いていくと大分時間がかかる。我の背に乗っていけ』

　んじゃ遠慮なく。フェルの言われるままフェルの背に乗った。

『それでは行くぞ』

「ちょ、ちょっと待て」

　どんどんとスピードを上げていくフェルの背中に必死にしがみつく。

「ちょっと待てって言ってるだろーーーーーーーーッ！」

　………………。

　…………。

　……。

『おい、着いたぞ』

「はぁ、はぁ、死ぬかと思った」

『ふん、あれくらいで音を上げるとは腑ふ抜ぬけたやつだ』

　あれくらいってね、あんなスピードで走られたらそら怖いって。

「俺を乗せるときは、あんまスピード出すなよなッ。落ちたらどうすんだよッ」

『知らん。お主が悪いんだろう』

　この野郎。

「あっそういうこと言うんだ。飯いらないわけね。それに俺にもし何かあったら異世界の飯はもう二度と食えないんだからな」

『ぐぬぬ』

「早くこの魔物回収して戻るぞ」

　森の端にはフェルが獲ってきた魔物が山となって積まれていた。

　鑑定していくと、オーク×５、レッドボア、ジャイアントドードー、ブラックサーペント。

　ヘビは鶏とり肉にくみたいだっていうからまだ分かるけど、オークって食えるのか？

　フェルに聞いてみたら、食えるらしい。街にいる人族もオークは普通に食うそうだ。

　そ、そうなんだ。二足歩行の豚食うんだ。

　俺はネットスーパーがあるからほとんど自炊してるけど、正解だった。

　異世界の食怖い。

　フェルの獲ってきた獲物をアイテムボックスにしまい、またフェルの背に乗って草原に戻った。

　今度はフェルも多少は気を使ってくれたみたいで何とか大丈夫だった。
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「それじゃ昼飯にするか」

『腹が減った。早くしろ』

「ちょっと待て、パスタゆでなきゃなんないんだから」

　そして、パスタをゆでること５分。早ゆでのを買っておいて良かったぜ。

　ゆで上がったパスタを皿に載せて挽き肉増量ミートソースをかけて出来上がり。

　これをフェルのためによく混ぜてやってと。

「フェル、できたぞ」

『む、これは何だ？』

「俺の世界のミートソーススパゲッティって食べ物だ。美味いぞ」

　俺がそう言うと、フェルがバクバク食い始めた。

『うむ、肉は少ないがなかなかいけるな』

　この感触ならまだまだ食うな。次のパスタをゆで始めて、その間に俺も昼飯を食べる。

　結局フェルのためにパスタを４回ゆでたぜ。

　俺も１人前を食べたものの、７００グラム×４で２・８キロ。

　それなのにフェルは『昼はかるくこれくらいでいい』とか言ってたし。

　食い過ぎだっつうの。

　食った後、口の周りをミートソースでべたべたにしてたから笑っちまった。

　出してやった水に慌てて口突っ込んで落としてたけど。

　昼食後はまたフェルが獲物とり、俺は薬草摘みを続けた。

　その結果、俺は１日でキアユ草合計40本、マージュ草も20本見つけることができた。

　５本で一組みたいだからそれを意識して採取した。

　やっぱり鑑定は便利だね。キアユ草とマージュ草がどんなものか分かったのと鑑定にも慣れてきて昼食後の薬草摘みは捗はかどったよ。

　フェルもまた獲物をたくさん獲ってきたぜ。

　レッドボア（これで２匹目）、コカトリス×３、ジャイアントディアー、マーダーグリズリー。

　マーダーグリズリーって名前からしてヤバそうなんだけど。

　見なかったことにして、アイテムボックスにしまったよ。

　それからフェルに乗ったまま街に戻った。門にいた門番の人にフェルに乗ってたからガン見されたけど、何も言われなかったからそのままフェルに乗ったままでいた。

　さて、冒険者ギルドに行くか。

「フェル、冒険者ギルドに向かってくれ」

『承知した』
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　冒険者ギルドに入ると、まだ早い時間だったのか冒険者の数は少なかった。

　もう少ししたら依頼帰りの冒険者でごった返すことだろう。

　今のうちに依頼達成報告とフェルの獲物の換金をしておくか。

　マージュ草も摘んできたから掲示板からマージュ草採取の依頼書も剝がしておく。

　俺は一番空いている窓口に並んだ。

　俺の前に２人しかいなかったからすぐに順番が回ってきた。

　受付嬢にギルドカードを渡すと「キアユ草採取ですね？」と聞かれたから、頷いてキアユ草を差し出した。

「え？　今朝受注したばかりでこんなに採取できたんですか？」

　キアユ草を40本出すと少し驚かれた。

「え、あ、たまたま見つけて……」

　げ、40本は多すぎたか？

　これも鑑定様様ではあるんだけど、変に目をつけられるのもあれだから気を付けよう。

「群生地帯を見つけたんですね。運が良かったんですね」

　受付嬢がそう言ってなんか１人で納得してる。まぁそういうことにしておいてもらおう。

「それではキアユ草×５で一組。８組ありますので、銀貨８枚となります。ご確認ください」

　銀貨８枚を受け取り、「あとこれお願いします」とマージュ草採取の依頼書を渡す。

　依頼受注の手続きをしてもらった後に「マージュ草もあるんで」と今度は５本だけ渡す。

　摘んできた分全部渡したらまた何か言われそうだし。余ったマージュ草はアイテムボックスに保存しておいて、次の街で依頼を受けた分に回せばいいや。

「マージュ草もあるんですね。こちらはマージュ草×５で一組。１組ですので銀貨１枚と銅貨３枚となります。ご確認ください」

　安心した、こういうのもありなんだね。

　受注してすぐ達成っていうのだと何か言われるかともちょっと思ったけど大丈夫みたいだ。

　鑑定が役立ってくれたから思ってたよりも稼げたな。

　さて次はフェルの獲物の分だな。

「あと、レッドボアとかあるんですけど、買い取ってもらえますか？」

「えっ？　レッドボアですか？　でも、あなたＧランクじゃ……」

　どうやらレッドボアはＧランクの身分で狩れるような魔物ではないみたいだ。

　まぁ、見た目からしてデカい猪だからな。あんなの狩れって言われても絶対無理だし。

「いやいや、私ではないです。私の従魔が獲ってきたんですよ」

　俺がそう言うと、受付嬢はフェルを見て「ああ、なるほど」と言って納得した。

「大きい魔物等の買い取りは、ここの隣が買い取り窓口になってますので、そちらでお願いします」

　了解ですー。

　うん、今の受付嬢はなかなか良かったな。ここは受付嬢によって対応が違うのかも知れんな。

　まぁこれで依頼もこなせたし、さっさと次の街に移動するつもりだからもうここに来ることもないけどね。

　では隣の窓口でフェルの獲物を換金してもらいますか。

　もちろん肉は全部こちらで引き取るぜ。

「すみません、買い取りお願いします」

「おう、じゃここに出してくれ」

　冒険者上がりっぽい厳ついおっさんが対応してくれた。

「えーっと、けっこう数があるんですがここに出して大丈夫ですか？」

「数があるって、お前アイテムボックス持ちか？」

「はい、一応。それじゃ出しますね」

　まずはオーク×５を出す。次はレッドボア×２だ。

「ちょ、ちょーっと待て。まだあるのか？」

　え、まだまだあるけど。

　頷くと、おっさんに「ここじゃ置き場がねぇ、付いて来い」と促された。

「あ、ちょっと待ってください。従魔がいるんで、一緒にいいですか？」

　おっさんに許可をもらってフェルを呼んだ。

　俺とフェルはおっさんの後について買い取り窓口の裏手にある倉庫に入った。

「そうか、お前が噂うわさのヤツか」

　え、噂って何よ？

「フェンリルを従魔にしたヤツが街に来たって噂の的になってんぞ」

　げっ、そんなことになってんのかよ。フェルがいるから、まぁ目立つとは思ったけどさ。

「これも従魔が獲ってきたやつか」

「まぁ、そうですね。それじゃ残り出しますね」

　俺は残りの魔物を出していった。

　ロックバード、ジャイアントドードー、ブラックサーペント、コカトリス×３、ジャイアントディアー、マーダーグリズリー。

「これで全部です」

　おっさんはあんぐり口を開けて呆ぼう然ぜんとしていた。

　おい、おっさん大丈夫か？

　全然動かないから「大丈夫ですか」って声をかけて、ようやくハッとしたようにおっさんが我に返った。

「こ、こりゃあまた、すげぇな。数もだが獲ってきた魔物がまたすげぇ。ロックバードにジャイアントドードー、ジャイアントディアーはＢランクだし、ブラックサーペントとマーダーグリズリーに至ってはＡランクの魔物だぞ」

　え、そんなすごい魔物だったの？

　やけにみんなデカいなぁとは思ってたんだけどさ、全部それなりとはねぇ。

　あ、物騒な名前なのだけはある程度のランクがあるのかなとは思ってたけどさ。

　どっちにしろみんなフェルが獲ってきたから俺は関知してないんだけどね。

　それより俺は切実に知りたいことがある。

「あ、あの、その魔物たちって全部食えますよね？」

　そうだ、肉だ。俺にとってはフェルの食べる分の肉の確保が第一だぜ。

「ああ。こいつ等らの肉は全部食えるぞ。しかもみんな高級品だ」

　おお、やったぜ。フェルが獲ってきたんだから一応食えるとは思ってたけど、ちゃんとプロ？　に聞いておいた方が安心だしな。

「それじゃ肉は全部こちらにいただけますか。肉以外の素材は全部買い取りでお願いします」

「ん？　肉もけっこういい値が付くけど、買い取らなくていいのか？」

「ええ。大食らいがいるもんで」

　フェルをちらっと見ながらそう言うと、おっさんも「ああ」と納得顔だった。

「こんだけの数だからすぐにはちょっと無理だな。急ぎでやるから、明日の朝また来い。あ、そうそう、解体の費用は差し引かれるからそこんとこよろしくな」

　はいはい、ってあ、明日じゃ困るんだ。とりあえずどれか１匹分の肉だけでも欲しい。

「あの、すみません、どれでもいいんで１匹分の肉だけでももらえませんかね？」

「んぁ？　ああ、そっちの従魔の飯か。じゃ、ちょっとだけ待ってろ」

　そう言っておっさんがレッドボアを捌さばいてくれた。

　おっさんの解体の腕は鮮やかで、そんなに時間もかからずに皮と内臓と肉に分けられていく。

　皮は素材として、内臓は廃棄処分、肉は俺へと渡る。

「んじゃ、これな」

　おっさんから渡されたレッドボア１頭分の肉は２００キロくらいありそうだ。

　これならフェルでもしばらくは持ちそうだな。

　俺はレッドボアの肉をアイテムボックスにしまい、おっさんにお礼を言って倉庫を出た。

　冒険者ギルドの受付の前を通ると、そこにいた冒険者たちからガン見された。

　やっぱあんなに多く買い取りに出したのはマズったかな……。

　でも、フェルの飯のこともあるし、できるだけ肉は確保したいところなんだよな。

　この街も長居するわけじゃないし、ここは我慢我慢。

　俺は冒険者たちの視線をすり抜けそそくさとフェルと共に冒険者ギルドを後にした。
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　宿に戻ると、フェルが『腹が減った』と言い出した。まぁ夕日も沈み始めてそういう時間帯ではあるんだけど、フェルの食事は量が多くて作るの大変なんだよな。

　まぁしょうがない、作りますか。

　今日は何にしようか。

　ここ最近は肉ばっかりだから、野菜も摂とった方がいいよな。

　野菜と肉で手早くできるって言ったら野菜炒めか。

　フェルの分は肉多めで。あいつのことだから肉が少ないとブーブー言いそうだしな。

　えーと、野菜は前に買ったのでキャベツと玉ねぎ、人にん参じん、ピーマンがあったな。

　もやしとかきのこ類も入れたいところだけど、ないから今日のところはこれで我慢。

　調味料はあれがあるから大丈夫。

　さてと、まずはレッドボアの肉を適当な大きさに切ってと。フェル基準で大きめではあるけどな。

　野菜もそんなに細かくなくていいから適当な大きさに切っておく。

　先にレッドボアの肉に軽く塩胡椒を振ってフライパンで炒めて、ある程度火が通ったら一旦取り出しておく。

　このときごま油があればそれで炒めると風味が良くなるんだよな。

　今回はごま油はなかったから普通のサラダ油で炒めたけど。

　それからフライパンに人参、玉ねぎ、ピーマン、キャベツの順に入れて炒めていく。

　俺はピーマンとキャベツに少し歯ごたえがあった方が好きだからこんな感じで炒めてる。

　ある程度野菜に火が通ったら、そこに炒めておいたレッドボアの肉を投入して軽く炒める。

　そして、俺が最近ハマっていたあれの登場だ。

　甘辛中華味み噌そ（チューブ入り）だ。

　これがまた美味くてさ、最近は野菜炒めっていうとこればっかり使ってたぜ。

　昨今の食品会社は本当に優秀だよなー。合わせ調味料を作らなくてもこの甘辛中華味噌を入れるだけで、美味い甘辛中華味噌風味の野菜炒めができるんだから。

　ってことで、この激うま甘辛中華味噌を野菜とレッドボアを炒めたものに投入。

　それを軽く炒めながら味をなじませて、はい出来上がり。

「フェル、できたぞ」

『ぬ、肉だけでいいのだが』

「いや、ずっと肉ばっかだったじゃないか。少しは野菜も食った方がいいだろ」

『確かに、たまには葉を食った方がいいとは言われているが……。だが、食わんでも問題はない。現に我はここ数十年葉は食ってない。どんな葉を食っても不ま味ずいものは不味いからな』

　威張って言うこっちゃないだろ、それ。

　葉を食うって、猫が草食ったりするみたいなもんか？

　まぁとりあえず野菜は体に悪くはないだろうから、食っておいた方がいいぞ。

　大盛りの甘辛中華味噌野菜炒め（肉多め）をフェルの前に出してやると、最初は軽く一口。

　その後はガツガツいつものように食い始めた。

　うんうん、そうだろう。この甘辛中華味噌は美味いはずなんだ。

　さて、俺も食うか。

　うんうん、美味い美味い。

　……あ、米がない。

　米炊いておけば良かったーーーッ。

　くそー、すっかり忘れてた。これこそ米に合う味なのに……ガックリ。

　仕方がないから食パンをモソモソ食った。でも、やっぱりこの味には米だよ。

　米は買い置きしておくべきだと実感した。

　甘辛中華味噌味はフェルにも好評だったようで３回ほどおかわりして、ようやく満足したようだった。やっぱりフェルは大食らいだな。

　明日の肉がどれくらい手に入るか期待したい。
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　翌朝、俺はフェルと一緒に冒険者ギルドに向かった。

　買い取り窓口に直接向かうと、昨日の厳ついおっさんがいた。

「おはようございます」

「おう、用意できてるぞ。肉が大量にあるから倉庫に置いてある。付いて来い」

　俺とフェルはおっさんの後をついて行く。

　倉庫には肉が山積みになっていた。

「これが頼まれてた肉だ」

　おお、これだけあればいくらフェルが大食らいだっていってもしばらくは持つだろう。

　俺は早速肉をアイテムボックスに入れていく。

「昨日も思ったが、お前、けっこうな容量のアイテムボックス持ちなんだな」

　おっさんにそう言われたが、適当に「はぁ」と答えておいた。

　肉の方が大事だから、今は自重しないぜ。それにこのおっさんには昨日の時点でバレてるしな。

　もうここの冒険者ギルドに来ることもないだろうから、このおっさんにも会わないだろうし。

　この街からも今日か明日中には出て行く予定だし。長居は禁物だぜ。

「じゃあ次は買い取りの精算だな」

　肉をアイテムボックスに入れ終わると、おっさんがなにやら重そうな麻袋を俺の前に置いた。

「えーっと、内訳だが、まずはオークだ。オークは肉以外の素材となると睾こう丸がんなんだが、左右一対×５で金貨２枚と銀貨５枚だ。次がレッドボアだ。素材が皮×２と牙×４で金貨２枚と銀貨４枚。そして、コカトリス。これは肉が一番高値だったんだが、それ以外となると羽だけになる。その羽も少々傷があったからコカトリス３羽分の羽で銀貨５枚だな」

　何でもオークの睾丸は精力剤の原料の一つで、１本の精力剤を作り出すのに左右一対の睾丸が必要なんだそうだ。いくら精力がつくと言われても俺だったら御免だが、出来上がった精力剤はけっこうな額らしいがとても人気があるとのこと。

　レッドボアの皮は靴や鞄かばん、ベルトの素材として人気だし、牙は工芸品に使われるそうだ。

　コカトリスの羽は枕に用いられるそう。

「次はロックバードだな。これは嘴くちばしと羽で金貨７枚。次のジャイアントドードーも嘴と羽だな、それとこいつには小さめだが魔石があったからそれも入れて金貨22枚だ。そしてジャイアントディアーだ。素材は角と皮、こいつにも魔石があったからそれを入れて金貨28枚だ。こいつ等はＢランクの魔物だが、ドードーとディアーの両方に魔石があったのは幸運だったな」

　ロックバードの嘴と羽は矢の材料になるそう。

　これで作った矢はそのまま使ってもけっこうな貫通力があるうえに風魔法を乗せやすい性質もあるから弓使いにとっては垂すい涎ぜんの矢なのだそうだ。

　翼が退化したデジヤイアンカい飛べない鳥トドードーの嘴と羽は、嘴は魔法具（いろいろな効果を持たせたペンダントやブレスレット、指輪になるみたいだ）の材料になるし、羽は高級羽毛布団の材料だそうだ。

　とにかくジヤイアンデカい鹿トデイアーの角は魔法使いの杖つえの良い材料となって、皮は中ランクの冒険者が使う革鎧よろいのほか高級革製品の材料になるそうだ。

　ジャイアントドードーとジャイアントディアーから取れた魔石というのは魔力の詰まった石で、その属性によっていろいろな使い道があるそう。魔石はＢランク以上の魔物からしか取れないため、高額で取引されることが多いということだ。

　それから、Ｂランクのすべてが魔石持ちではなく約３割が魔石持ちといわれていて、Ａランク以上でようやく大小はあれどすべての魔物が魔石持ちとなるそうだ。

「そしてＡランクの２匹だな。俺もＡランクは久しぶりにお目にかかったぜ。ブラックサーペントは毒袋、肝、牙、目玉、皮だな。それとなかなかいい魔石が取れたからそれ込みで金貨64枚だ。次がマーダーグリズリーだが、肝、爪、毛皮。こっちからは大きめの魔石が取れたから金貨78枚だ。さすがはＡランクだ」

　黒くてデカい蛇ブラツクサーペントの毒袋はまぁいろいろ使い道があるんだそうで（怖くて聞けなかったが）肝は滋養強壮の薬の材料になるそう。それから牙は魔道具の材料、目玉は杖の材料、皮は高ランク冒険者が使うような革鎧のほか超高級革製品の材料になるそうだ。取れた魔石は水属性でなかなかの大きさだったようだ。

　灰色のデカい熊マーダーグリズリーの肝はこれも薬の材料になるってことで、爪は魔道具、毛皮は貴族たちが敷物としてこぞって買い入れていくそうだ。

　それと魔石だが、これはけっこうな大きさがあったそうで一番高値だということだった。

「全部で金貨２０４枚と銀貨４枚だ。そこから解体費用、今回は高ランクの魔物を多く回してくれたから少し割り引いて金貨２枚と銀貨４枚でいい。それを差し引いてちょうど金貨２０２枚だ。多くてもみんな金貨で欲しがるからそれで用意したけど、白金貨と大金貨の方が良ければちょっと待ってもらえるなら用意するぞ」

「い、いえ、金貨でいいです」

　いろいろ買い物して街の店を覗いたりした結果、市井では大金貨とか白金貨は使われてないようだし、金貨10枚以上の値段のものでも大金貨とは表示されていなかった。おそらく大金貨とか白金貨は貨幣としてはあるけど、あまり出回ってないんじゃないかと思っている。

　それにしても、金貨２００枚超えとはね……。

　俺、何もしてないんだけど。とりあえずもらえるものはもらっとくけど。

　後でフェルに異世界の肉でも食わせてやるか。

「ああ、それとよ、知り合いたちに聞いてくれって頼まれたんだけど、お前の従魔はフェンリルで間違いないんだよな？」

　おっさんが俺の後ろで我関せずであくびをしているフェルを見ながら聞いてきた。

　そうだけど、何か？

「実はな、そいつがグレートウルフだって言うヤツもいるんだよ」

　何でも「フェンリルを従魔にしたヤツが街に来たって」って噂はみんな聞いて知っているんだが、フェンリルみたいな伝説の魔獣が人に従うわけがないって言うヤツもいて、フェンリル説とグレートウルフ説が半々なんだそう。グレートウルフっていうのはＡランクの魔物で、フェルくらいの大きさのグレーの毛並みの狼らしい。

「そもそもフェンリルを見たことがあるヤツなんていやしないからな。でも、俺もこの仕事の前はそれなりの冒険者だった。その俺から言わせれば、その佇たたずまいを見ただけでフェンリル以外考えられんがな」

　フェンリル説とグレートウルフ説か。いいこと聞いたかも。

　これまではフェルのこともあってあまり大きな街へは入らない方がいいと思ってたんだけど、どうしても入らなきゃいけないときなんかはグレートウルフですって言っとく手もありかも。

　それでもグレートウルフがＡランクの魔物だから驚かれるだろうけど、フェンリルって言うよりはマシだろう。おっさんは分かっているみたいだから、俺はフェルがフェンリルとも違うとも言わずに買い取り代金をもらって倉庫を出た。

　そして、今日も昨日と同じく冒険者たちの視線をすり抜け、そそくさとフェルと共に冒険者ギルドを後にした。

「フェル、この街での目的も果たしたから、この街を出ようと思うんだけどどうだ？」

『我はどちらでもいいぞ。美味い飯さえ食わせてくれればな』

　あ、そうですかい。それじゃ行きますか。

　こうして俺たちはファリエールの街を後にした。
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　ファリエールの街を出てフェルと一緒に道を歩いている。

　フェルが一緒だからなのか、魔物は一切見かけない。レイセヘル王国の王都からの道中ではゴブリンやグレイウルフなんかは出てきてたんだけど。

　俺としては魔物が出ないことに越したことはないが。

　特に目的地も定めないまま歩いている途中に、俺は気になっていたことをフェルに聞いてみた。

「なぁ、フェル。フェルは魔法が使えるんだよな？」

『ああ、使えるぞ』

　薬草採取のクエストのときに結界魔法を使ってくれたけど、あれは目に見える形じゃなかったからいまいちピンとこなかったんだよな。火とか水とかの目に見える方が魔法って感じするし。

「俺にも魔法使えるようになるかな？」

　やっぱり魔法がある世界に来たなら使ってみたいって気持ちが出てくるでしょ。

　だって魔法だよ魔法。いい歳とししてって感じだけど、やっぱりワクワクしちゃうぜ。

『魔力があれば使えるだろう』

　ほうほう。一応は俺も魔力はあるから使えるのか？

「魔法ってどうやったら使えるようになるんだ？」

『どうやったらって使おうと思えば使えるだろう』

「使おうと思えばって？」

『だから風魔法を使いたいならば風魔法を使おうと思えば使えるし、火魔法を使いたいならば火魔法を使いたいと思えば使えるだろう』

　……こりゃダメだ。フェルは感覚的に物事をつかむ天才肌なんだろう。

　うーん、使おうと思えばってイメージが大切ってことか？

　イメージ、イメージ、イメージ。

　火の玉、火の玉、火の玉、ファイヤーボール、ファイヤーボールだ。

　右手を突き出して「ファイヤーボール」と唱えてみる。

　シーン…………。

　は、恥ずっ。

『お主、何をやっておるのだ？』

　フェルが呆あきれたように俺を見ていた。

　くっ……そんな目で見ないでくれよ。

『魔力を体に巡らせなければ魔法は使えないぞ』

　え？　そうなん？　ってかそういう基本的なことが知りたかったんだけどな。

「魔力を巡らすってどういう風に？」

　魔力自体どんなもんかよく分からんしな。

『言葉で伝えるのは難しい。今、我の体に魔力を巡らせたから我に触れてみろ。そして感じ取れ』

　感じ取れって、そんなもん感じ取れるもんなのか？

　ちょっと疑いつつフェルの背中に触れた。

　おっ……。何となくだけど分かるぞ。

　温かい何かがフェルの中を流れているのがうっすらとだけど感じ取れた。

　おぼろげだけど、何か摑つかめたような気がする。

『分かったか？』

「ああ、何となくだけどな」

『それなら後は訓練あるのみだ』

　やっぱそうだよね。よし、やってみよう。

　魔力、魔力、魔力、温かい何か、魔力、魔力……。ん、何かある。

　体に巡らせる、血管を流れる血液みたいに、巡る、巡る。

　そんな感じで歩きながら、体に魔力を巡らせる訓練をした。

『おい、腹が減ったぞ』

　フェルにそう言われてハッとした。もうそんな時間か。

「んじゃ、昼食にするか」

　道の脇の空いてる場所に移動する。

　さて、何を作ろうか。

　よし、簡単だしポークチャップにしよう。

　ポークじゃないけど、似てそうなオークの肉を使ってみる。実のところ本当に大丈夫か？　って思いもあるんだけどね。

　だって二足歩行の豚だぜ？　でも、この世界の人たちは普通に食ってるみたいだし、冒険者ギルドのおっさんも食えるし高級品の部類だって言ってたからな。

　オーク肉はたくさんあるから、とりあえず挑戦してみないと肉がもったいないし。

　ダメだったらフェルに全部食ってもらおう、うん。

　まずは玉ねぎを薄切りにして、オーク肉も薄めに切っておく。あとはケチャップとウスターソース、砂糖、酒、醬しよう油ゆ少々を混ぜてソースを作る。

　フライパンでオーク肉を焼いてさっと色が変わったら玉ねぎを入れる。

　肉と玉ねぎを炒いためていき、玉ねぎの色が透明になってきたらソースを投入して全体に絡むように軽く炒めてポークチャップの完成だ。

　鼻をヒクヒクさせながら待っていたフェルに出してやると、バクバク食い始める。

『うむ、これも美う味まいぞ』

　それは良かった。フェルはオーク肉でも全然平気なんだな。

　さてと、俺も食ってみるか。見た目はポークチャップだし美味そうなんだけど……。

　思い切って口に放り込んだ。

　モグモグ、モグモグ…………。あれ？　美味いじゃないの。

　全然平気、というか普通に美味いよ、これ。ブランド豚とかの高級豚肉っぽい。

　何だよ、美味いじゃんオークって。あの姿に忌避感があったけど、こりゃ美味いぜ。

　高級ブランド豚だと思えば全然大丈夫だ。

　うんうん、美味いね。そして邪道だけど、このポークチャップをパンにはさんでパクリ。

　うん、いけるいける。

『おい、おかわり』

　俺はポークチャップサンドを食いつつ、フェルのおかわりのポークチャップを作ってやる。

　フェルが満足したところで食後の小休憩を取り、また歩き始めた。

　もちろん俺は魔力を体に巡らせる訓練をしながらだ。
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　歩きながら魔力を体に巡らせる訓練をしてしばらく。ようやく形になってきた気がする。何かもうそろそろ魔法を使えそうな気がする。よし、右手を突き出して手のひらを上に向けてと。

「ファイヤーボール」

　ポッ。

　俺の手のひらの上にロウソクの炎のような小さな火が灯ともった。

　…………。

『フスンッ』

　フェルさんや、馬鹿にしたように鼻を鳴らすのは止やめておくれ。確かにショボいけど、これはこれで失敗じゃないと思うんだ。何にもないところから火を出せたんだから。

　うん、失敗じゃない。失敗じゃないったら失敗じゃないんだ。

　……でも、本来の火の玉フアイヤーボールを出せるようにこれからも訓練続行だぜ。

「フェル、今日はこの辺で野営にするか」

『うむ』

　フェルが獲とってきた魔物で大分儲もうけさせてもらったから、今日はご馳ち走そうだ。

　異世界の肉を大盤振舞いするぜ。

「なぁ、フェル。フェルのおかげで儲かったから、俺のスキルで取り寄せられる異世界の食い物をご馳走するよ。何がいい？」

『異世界の食い物か、やはり肉だな』

　やっぱりそうくるか。俺はネットスーパーを見ながら、何がいいかと選んでいく。フェルが俺の隣で期待した目でスタンバイしてるから、とりあえずはすぐに食べられるものがいいな。

　そうなると惣そう菜ざいだな。

　どれがいいかな……。お、鶏とり肉にくの竜田揚げがあるからそれと肉団子、メンチカツもいいな。

　それからハンバーグだな、それと厚切りロースかつ、あとから揚げがあるからそれも。

　ポチポチとカートに入れていく。

『おい、ま、まだか？』

　フェルさん、画面見ながら涎よだれ垂らすのは止めてくれる？

　我慢できないといった感じで涎を垂らしまくってるフェルのために、惣菜分を先に精算することにする。

　１メニューにつき何個か買ったから全部で銀貨４枚と銅貨７枚。とりあえず金貨５枚チャージして、そこから支払った。代金を支払うと、すぐにダンボールが現れる。

　ダンボールの中から惣菜を取り出すと、すべて温かいままだった。

「おおー温かいままじゃんか。これはいい」

　温かい惣菜をパックから取り出して皿に盛りフェルの前に並べていく。

「ほら、どうぞ」

　そう言うや否や、フェルは惣菜に飛びついてバクバク食い始める。

　でも、まだまだ食うぞこりゃ。用意した惣菜だけでは足りないだろうから、もう少しネットスーパーで見繕っておくのと考えてたメインディッシュ用の肉を買わないとな。

　あらびきソーセージと焼き豚（パック入り）でいいか。ソーセージは軽く塩胡こ椒しようで焼いて出して、焼き豚はフェルならそのまま出してもいいな。

　あとはメインの牛肉だな。

　メインディッシュは国産和牛のステーキを考えていた。この世界のいろんな肉を食べてみて思ったんだけど、割と美味いんだよな。

　だからそれ以上のものをって考えたら、やっぱり国産和牛でしょ。

　ちょっと高いけど大奮発だ。

　国産黒毛和牛ステーキ用（モモ肉）があったからこれにした。

　ステーキ肉１枚（２５０グラム）で銀貨１枚と銅貨５枚だった。さすがに高いぜ。

　フェルの食べ具合から考えると10枚くらいは食うな。

　あとは俺の分として、おお、これとこれがいい。

　あらびきソーセージ、焼き豚、ステーキ肉、俺の食う分で金貨２枚也なり。

　ネットスーパーで買い物をしてる間にフェルは惣菜を食べ終えていた。

『何だ、次はそれを食わせてくれるのか？』

　フェルさん、食うの早いです。

「ちょっと待ってて、火を通した方が美味いものもあるから、とりあえずこれ食っててくれ」

　パックから出した焼き豚の塊を５つほど皿に出してやった。

　フェルが食っている間にソーセージを塩胡椒で軽く焦げ目が付くくらいに焼いていく。

「ほれ、これもどうぞ」

　ソーセージを出してやるとフェルは嬉き々きとして齧かじり付いた。

『どれもこれも美味いぞ』

　それは良かった。でも、最後にメインディッシュがあるからな。

　国産和牛ステーキの最初の２枚は塩胡椒のみで焼いていく。

「メインディッシュの国産和牛のステーキだ。まずは塩胡椒で」

『ふむ。はぐはぐ…………。む、この肉は何と柔らかく美味いのだっ。これは美味い、美味いぞっ』

「ふふん、そうだろうそうだろう。この肉はな、俺の国で美味くなるようにってこだわって育てられた牛っていう動物の肉なんだ」

『何と!?　異世界のお主の国では食うために牛とやらを育てているというのか？』

「え？　ここでは畜産、動物を育てて肉を食べたりしないのか？」

『せんな。この世界には魔物があふれている。その魔物を狩ってその肉を食えば事足りる』

　なるほどな、確かに魔物の肉はけっこう美味いし、その魔物がたくさんいるんならわざわざ牧畜する必要性もないのかもしれない。

　フェルと話しながらも追加のステーキを焼いていく。

　今度は以前にも使ったステーキ醬油だ。

　にんにく風味、おろし風味、玉ねぎ風味、バター風味のコンボで次々とステーキを出していく。

『それにしても美味くなるように育てるとは、お主の国は随分と食にこだわりがあるようだな』

「うん、それは間違いないね。俺のいた国は食には妥協しないし、人一倍こだわりを持っていたと思うよ」

　Ｂ級グルメから高級フレンチまであらゆる店があるし、東京なんか海外に旅行しなくてもたいがいの国の料理が食えるもんな。

『なるほど。だからお主の作る料理も美味いのだな』

　まぁ、ネットスーパーとあらゆる調味料を作ってくれた食品会社のおかげなんだけど。

　フェルは国産和牛ステーキを存分に堪能して満足したようだ。

『うむ、美味かった。それにしても、前から思っていたが、お主の料理を食うと活力が漲みなぎるな。今日は特にだ。今ならかつて引き分けた古エンシエン竜トドラゴンにさえ余裕で勝てる気がするぞ』

　え、まさかあのとんでもない威力発揮してる？

　って、あーーーっ、今日は全部ネットスーパー（異世界）の食材だったんだ！　いつもはメインの肉はこっちの食材を使ってるから、異世界産の食材はたいした量しか使ってなかった。だから威力を発揮したとしても、フェルくらいになるとたいした威力にはなってなかったんだ。

　それが今日は、フェルが食べたものは全部ネットスーパー（異世界）の食材。

　フェ、フェルさん、活力が漲ってるって……。

　フェルを鑑定してみる。





【名　前】フェル

【年　齢】１０１４

【種　族】フェンリル

【レベル】９０６

【体　力】９８４３（＋５１１８）

【魔　力】９４８１（＋４５５０）

【攻撃力】９０３６（＋４５１８）

【防御力】９７６５（＋４３９４）

【俊敏性】９６８４（＋４５５１）




【スキル】風魔法　火魔法　水魔法　土魔法　氷魔法　雷魔法　神聖魔法　結界魔法




爪斬撃　身体強化　物理攻撃耐性　魔法攻撃耐性　魔力消費軽減　鑑定




【加　護】風の女神ニンリルの加護






　…………。

　あれ？　俺の目がおかしくなったか？

　何度も瞬まばたきしてからもう一度フェルのステータスを見る。

　おう……、フェルのステータスが約５割増しになってるよ。このステータスの上がり具合は食った量とか材料の質とかどんな料理かってのが関係してるんだろうなぁ。何がどうなってこうなったのか分からんけど、ネットスーパー（異世界）の食材のせいなのは間違いない。

　だけど、きっと大丈夫。だって前に確認したときには時間制限があったし。

　フェルは異世界産の食材をたくさん食べたけど、遅くとも明日の朝までには元に戻ってるはず。

　多分……。

『おい、活力が漲ってジッとしているのが惜しい。狩りに行って来るぞ』

「ちょ、ちょ、ちょい待ち。ま、魔物が俺を襲ってきたらどうすんだよっ？」







[image: ]







　もう日も落ちて暗くなってるってのに一人にしないで欲しいぜ。

『ぬ、お主の周りに結界を張っていく。今の我が張った結界なら余裕でドラゴンのブレスも弾はじき返すだろう』

　ドラゴンのブレスも弾き返すって、お前……。

『では行って来る』

　そう言ってフェルは暗い森の中へと飛ぶように駆けていった。

「……はぁ、自分の飯でも食うか。って真っ暗じゃねぇか」

　フェルがいたときは、フェルの銀色の毛並みの体が淡く発光してるようで（魔力とかそういうものの影響か？）暗くてもあまり気にならなかったのに。

「こういうときこそネットスーパーだな」

　俺はネットスーパーの画面を開いて電池付きの懐中電灯を購入した。懐中電灯をダンボールの上において。

「これでよしと。飯食おう」

　ずっと肉続きだったから、これ見たら食いたくなった。

　幕の内弁当だ。

　それと缶コーヒー。

　日本にいた頃は毎日飲んでいた。

「はぁ、少し冷めちまったけど幕の内弁当美味いな。それに缶コーヒーもウメェ」

　じっくり食事を楽しんだ後、やることもないから寝ることにする。

　マントにくるまって寝ようとしたが、ちょっと待てよと思いとどまった。

　確かあったような……。

　ネットスーパーの画面を出した。

「えーっと、お、あったあった。枕と敷布団と毛布っと」

　フェルのおかげで大分金に余裕がある今、枕と敷布団と毛布は買ってもいいだろう。

　これがあったらこれからの野宿も随分快適になる。

　よし、買っちゃおう。ポチッとな。

「よしと。フェルの結界魔法もあるから心配いらないし、これで今夜はグッスリ寝れそうだな」

　野宿とは思えない寝心地の良い寝具に包まれながら俺は眠りに落ちていった。
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　ふぁーよく寝た。やっぱり寝具があると違うね。

「うおうっ、何だこりゃ」

　俺の隣に魔物の屍しかばねの山が３つほど出来上がっていた。

　…………。

　フェルさんや、活力が漲っていたからといって、これはやり過ぎなんじゃないのかな。

　当のフェルは魔物の山の向こうでスヤスヤと寝ていた。

　こんもりと出来上がった魔物の山３つを見て思う、これどうすんべ。

　やっぱとりあえずはアイテムボックスに突っ込んでおくしかないか。

　いろいろと使ってみて俺のアイテムボックスはほぼ時間経過なしってのが分かってるし。

　何せ１週間以上前にネットスーパーで買った葉物野菜がまったくといっていいほど萎しおれてないし、ほかの野菜も瑞みず々みずしいまま残ってるもんな。量が量だから、アイテムボックスに入れておいて、少しずつ冒険者ギルドに持っていくしかないな。

　俺自身が解体を覚えるって手もあるけど、グロいの苦手だし、覚えられる自信があんまりない。

　その辺はおいおい考えていこう。

　それにしても、これ何匹いんだよ。魔物の山に鑑定をかけていく。

　ジャイアントドードーとジャイアントディアー、これはこの前フェルが獲ってきたヤツだな。

　どっちもこの前よりも大きい個体だ。

　それからロックバード×３か。ロックバードは地じ鶏どりみたいな感じで美味いから複数いてもいいね。

　冒険者ギルドで買い取り代金が高額だったブラックサーペントもいるよ。

　同じく買い取り代金が高額だったマーダーグリズリーもだ。

　こちらもこの前のより大きいからどれくらいの買い取り金額になるのか恐ろしいね。

　それからレッドサーペント。ブラックサーペントを色だけ赤茶けた感じにしたデカいヘビだ。

　ん？　頭の大きさがブラックサーペントよりレッドサーペントの方が大きいから全体的な大きさもレッドサーペントの方が大きいかも。

　あとは何々、オークジェネラル×５にオークキング。

　…………あれ？　オークキングって、オークの集団の王だよね。

　オークキングがここにいるってことは、そのオークの集団はどうしたのかな？

　フェルさんや、お前何をしたんですか？

　ちょうどそんなことを考えているとフェルが起きた。

『む、何だ？』

　起き抜けのフェルをジッと見てると、何だと言うから「これはどうしたんだ？」って魔物の山を指して聞くと、フェルは『狩りで獲って来たに決まっているだろう』と当然のようにのたまった。

「いやいやいや、それは分かるけどさ、いくら何でもこれは多過ぎだろう」

『む、活力が漲って飛ぶように動けたからつい……。それにまったく疲れんから狩りが楽しくてな』

　はぁー、さいですか。

「ここにオークキングがいるんだけど、他のオークはどうしたんだ？」

『オークの集落にかち合ったのだが、我に気付いて歯向かってきたのだ。もちろん全て血祭りにしたが、オークジェネラルとオークキングだけは持ってきたのだ。魔物は強い方が美味いからな」

　…………血祭りって、あんた、本当に何やってんの？

「ちなみにオークってどれくらいいたの？」

『あれは１５０程はいたかもしれないな』

　ヒャ、ヒャクゴジュウデスカ……。

　フェルの規格外さは分かってたつもりだけど、それとネットスーパー（異世界）の食材の力が合わさるとハンパないな。しかも、昨夜はオークだけを相手にしてたわけじゃないんだからな。フェルが狩ってきた魔物はまだまだいるわけだし。

　再び魔物の山に目を向けると、続きを鑑定していく。

　オーガ×４……オーガって食えるのか？

「なぁフェル、ここにオーガがいるんだけど、オーガって食えるもんなのか？」

『オーガは筋が多くて不ま味ずい。しかし、オーガの皮は人の間では鎧よろいの材料になるらしく珍重されているぞ。金がいるのだろう？　だから食えないが一応持ってきた』

　ああ、そうなの。今はフェルのおかげで大分余裕があるから全然大丈夫だったんだけどね。

　まぁ一応保管するけどさ。

　で、次はブルーオーガ。ブルーオーガって普通のオーガと違って肌が青いな。これが亜種ってやつかな？　フェルはオーガだから金になるだろうって理由で持ってきたにすぎないんだろうけど。

　それから、えーっと、メタルリザードか。その名のとおり鉄みたいに硬い銀色をした皮の馬鹿デカいトカゲだ。フェルは、この硬い皮を持ったトカゲをどうやって倒したんだろうね？

　ちょっと問い詰めたい気もするけど、メタルリザードの鉄並みに硬いのにボコボコになった皮を見ていると聞かない方がいいような気がするよ。

　このメタルリザードは想像するに悲惨な死に様だったんだろうなぁ。

　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ。

　そして、次は何だ？

　えーっと、キマイラ…………。へ？　キマイラって、ライオンの頭とヤギの頭とヘビの頭のあれ？　ゲームとかでもラスボス的なあれ？　いやいやいや、まさかね。

　って、おぅ…………。ライオンの頭とヤギの頭とヘビの頭、ありますよ。

『うむ、それはキマイラだな。なかなかに美味だぞ。いつもなら少々てこずるのだが、昨夜は一撃で仕留めることができたのだ』

　一撃で仕留めることができたのだって自慢することじゃないぜ。

　これ、絶対にあかんやつだろ。多分だけど、ランクもＡどころじゃない気がする。

　こんなのを冒険者ギルドに持って行った日にゃ…………、うおっ、一瞬寒気が。

　ダメだな、これは。

　永遠にアイテムボックスの中で眠っていてもらおう。うん、それがいい。

　遠い目をしてそう考えていると、フェルが『腹が減った』と言った。

　昨夜あんだけ食べたのにな。しょうがない、作るとするか。

　その前に山積みになった魔物たちをアイテムボックスにしまっていく。ついでにマイ寝具も。

　さて、何を作るか。

　もちろんメインに使うのは魔物の肉だ。

　昨夜のことで、フェルにネットスーパー（異世界）の食材をやり過ぎるのは良くないというのがよーく分かったからな。

　付け合わせの野菜やら調味料類ならそれほど影響は大きくないみたいだし、ネットスーパー（異世界）の食材でもミートソーススパゲッティくらいならまだ大丈夫なことは以前のメニューから分かっている。

　その辺を踏まえたうえでメニューを考えないといけないな。何事もほどほどにってことだよな。

　ってことでメニューを考えると、鶏肉に似たコカトリスの肉があるし、これにするか。

　作るのはチキンソテーだ。

　まずはコカトリスの肉の余分な脂身を取り除いたら軽く塩胡椒で下味をつける。フライパンにサラダ油を少量ひいたら（皮からも脂が出るから少なめで）皮目の方から焼いていく。

　このとき鍋の蓋を押し付けながら焼くと皮がパリパリになって美味い。

　皮目がきつね色になってこんがり焼けたら裏面を焼いていく。

　コカトリスの肉が焼けたら一度取り出して、そのフライパンでソースを作る。肉の脂の旨うまみが出ていて、フライパンはそのまま使った方がより美味いソースができる気がするから、俺はいつもそうしてる。

　フライパンにバターとレモン汁（俺はいつもレモン果汁１００％の瓶に入ったやつを使ってる）少々と醬油少々をあわせてレモンバターソースの出来上がりだ。

　日本人の性なのか醬油は入れたくなるんだよな。

　レモンバターだけでもいいんだけど、俺は醬油を入れた方が一層美味い気がする。

　パリパリに焼けたコカトリスの肉にレモンバターソースをかけて完成だ。

「フェル、できたぞ」

　フェルに出してやると、腹が空いていたのかチキンソテーに齧り付いた。

　俺はチキンソテーをパンにはさんで、チキンソテーサンドにして食う。

　お供には昨日買っておいた缶コーヒーだ。

　チキンソテーサンド美味い。缶コーヒーもウメェな。

　そうだ、今度ネットスーパーで缶コーヒー買い溜だめしとこう。

　それとインスタントコーヒーもだな。温かいコーヒーも飲みたくなるし。

　そうなると俺の場合、砂糖とミルクも必須だな。調味料類が大分減って来てるし、野菜類も補充したいから、今日の夜辺りにネットスーパーで買い物するか。

『おかわりだ』

　はいはい。

　フェルにチキンソテーのおかわりを作ってやりながら買い物リストを作っていく。

　フェルの数度のおかわりの後、小休憩をはさんで立ち上がる。

「そろそろ行くか」

　俺は再びフェルと一緒に歩き始めた。

　もちろん道中は魔法の訓練をしながら。
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　俺はがんばった。ここ３日間魔力を体に巡らすということだけをひたすらやり続けた。

　だから、できるはずだ。

　できる、俺はできるんだ。

　行くぞッ。

「ファイヤーボール」

　突き出した右手の手の平の上にソフトボール大の火の玉ができた。

　だが、それだけではファイヤーボールとは言えない。

　それを飛ばして爆散させてこそファイヤーボールだ。

　俺は道の先にエイッとファイヤーボールを投げた。

　ママチャリくらいの速度でファイヤーボールは飛んでいく。

　そして20メートルくらい先で速度を落として落下。

「ボンッ」

　小さい爆発（と言っていいのか？）が起こった。

　自分で言うのも癪しやくだがかなりショボい。これでは攻撃のこの字にもなりはしない。

　フェルはフェルで横でまた馬鹿にしたように鼻を鳴らしてるし。

　くっそーーー。

『訓練あるのみとは言ったが、ここまでしてこれしかできぬのなら実戦してみたらどうだ。長い訓練よりも、一度の実戦で得るものの方が多いこともあるぞ』

「それはそうかもしれないけどさ……、それって魔物と戦うってことだろ？　俺は剣だって使えないし、魔法だってこの有様だ。怪け我がとかしたらどうすんだよ？」

『何、心配はいらぬ。我が結界を張ってやる。魔物からの攻撃は防ぐが、お主から攻撃する分は妨げない。それに我が傍そばにいるのだ、臆することはない』

「でもさ……、やっぱ怪我とかしたらヤダし…………」

『ええい、この意気地なしがッ。早く我の背に乗れいッ』

　俺のうじうじした態度にキレたフェルに無理やり背に乗せられた。

「ちょ、ちょ、ちょっと待て、どこ連れてくつもりなんだよッ」

　焦ってそう聞くと、フェルは『もちろん魔物がいるところだ』と言う。

「なっ、魔物って、今の俺じゃヤラれちまうって！」

『大丈夫だ。お主に合わせて弱い魔物を選んでやる。それに我もいるから、心配するな』

　心配するなって、心配するよっ。

　ヘタレと思われようがなんだろうが、いきなり魔物となんて戦えっこないだろうが。

『ぬ、ゴブリンがいるな。丁度いい。気付かれぬよう我は気配を消すから、お主も静かにしていろ』

　そう言うとフェルが駆けだした。

　丁度いいじゃねぇっての。
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　…………何じゃこれは。

　ゴブリンだらけだ。

　フェルに連れてこられたのはゴブリンの集落だった。

『ゴブリンだ。魔法を撃ってみろ』

　いやいやいや、これはいくら何でも無理でしょ。俺にどないせいっちゅうねん。

『早く撃て』

「何言ってんの、あんなにいるのに無理だって」

『ぬ、結界なら張ってやる。ほら、もう大丈夫だ』

「大丈夫って全然大丈夫じゃないからっ」

『腰抜けが。お主が行かぬのなら我が行くぞ』

　そう言ってフェルは『ワォ―――ン』と鳴いた。

　って、ここで鳴くなよっ。

　ほら、ゴブリンが一斉にこっち見てる。げッ、気付かれた。

　ギャーッ、こん棒とか剣とか斧おのを持った大量のゴブリンがこっち来たーーーーーーッ。

『ふん、これでお主も戦わざるを得ないだろう。魔法を撃って撃って撃ちまくって体で覚えるのだ。我は上位のゴブリンでも狩ってくる』

「ちょ、一人にすんなってッ！！！」

　何が『魔法を撃って撃って撃ちまくって体で覚えるのだ』だよッ。

　クソーーーッ、覚えてろよフェルめ。うわーッ、ゴブリンが来るーーーッ。

「ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ」

　俺のへっぽこファイヤーボールがゴブリンに当たる。

　へっぽこでも火は火、ゴブリンにダメージが入る。

　俺は更にファイヤーボールを撃つ。俺の周りは既にゴブリンだらけだったが、ゴブリンがこん棒を振ろうが、剣で斬りかかろうが、斧で頭をかち割ろうとしようがすべてフェルの結界が防いでくれた。とは言っても迫りくるゴブリンの軍勢に恐怖心が湧き上がる。

　それを払拭するように、俺はとにかくファイヤーボールを撃ちまくる。

「ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ」

　フェルの言ったとおりにとにかくファイヤーボールを撃って撃って撃ちまくった。

「ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ」

　くっそ、まだまだぁ。

「ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ」

　すると、撃てば撃つほどだんだんと速さも威力も増していった。

　数を撃つ中で慣れてきたというか感覚が摑つかめてきたようだ。

　俺は更にファイヤーボールを撃っていった。

「ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ、ファイヤーボールッ」

　どんどん、どんどん撃っていく。

　ファイヤーボールを撃ちまくってどれくらいの時間が経たったのか。

「ハァ、ハァ……、ファイヤーボールッ！！！」

　かなりの速度で放ったバレーボールくらいの大きさの火の玉がゴブリンたちにぶち当たって爆散した。俺が理想としていたファイヤーボールそのものであり、最後の一発だった。

「も、もう、ダメだ……」

　これが、魔力切れってやつなのか？　力が入らない。

　まだまだゴブリンは残っているが、もう俺は動けないぜ。

『ふん、やればできるではないか』

「フェル……」

　おお、帰って来てくれたか。

　俺はもうダメだ。あ、あとは任せた。

　俺はフェルの姿を確認したと同時に意識を失った。





◇　◇　◇　◇　◇






「ん…………う、うわぁぁ、ゴブリンッ」

　飛び起きて辺りを見回すと、暗がりの中、フェルが隣にいた。

　もうこんなに暗くなってる。けっこうな時間気を失ってたってことか……。

『どうだ？　実戦は為ためになっただろう』

　何が為になっただろうだよ。あんなひどい目に遭わせといてさ。

　小汚い緑色の小鬼が一斉に迫ってくるあれは軽くトラウマだぜ。

　しばらくの間は大量のゴブリンが迫ってくる悪夢を見るぞ。

『最後に放ったファイヤーボールはなかなか良かったぞ』

　そう言って、フェルがうんうん頷いている。

『魔法ができるようになったのも我のおかげだな』

「何が我のおかげだよ。俺は初心者なんだから、まずは１匹とか２匹から始めるべきだろうが。それをゴブリンの集落なんかに連れて行きやがって」

　確かに最後に放ったファイヤーボールはいい出来だったぜ。

　でもな、いきなりゴブリンの集落に連れて行くってのはないと思うんだ。

『お主があの程度の魔法でもたもたしてるのが悪いのだ』

　ぐぬぬ。これだから天才肌は嫌なんだよ。

「フェルみたいにできるわけないだろうが。フェルも鑑定できるなら俺のステータス値分かんだろうが」

　ったくフェルと俺とじゃ天と地ほどの差があんだっての。

『ぬ、お主レベルが上がっておるぞ』

　え？　マジで？

　急いで自分でも鑑定してみる。
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従魔（契約魔獣）　フェンリル




【固有スキル】ネットスーパー






　やった！　レベル上がってるぜっ。体力とか魔力とか他のステータス値も少しだけど上がってる。

　あ、あとスキルに火魔法がある。

　これで俺も魔法使いだぜって、職業欄は未いまだに巻き込まれた異世界人かよ。

　これって何い時つになったら変わるんだろ？　レベル上がったり、スキル増えたりすれば当然変わるよな。……まさかずっとこのままってことは、ないよな？

　いやいやいや、まさかねぇ。

『そうだ、これを』

　ステータスについてあれこれ考えていると、フェルがのそりと立ち上がった。

　そして、２メートル半くらいはありそうな緑色の大きな物体を前足で俺の方に転がした。

「うおっ」

　めちゃくちゃデカいゴブリンだった。

　鑑定してみると、ゴブリンキングと出た。

　ゴブリンキングって、フェルさん……。

　確かにあのとき上位のゴブリン狩ってくるって駆けてったけどさ、あの集落にキングいたんだね。

　フェルはそんな集落に俺を連れて行っちゃったわけなんだね。

『そのゴブリンキングには魔石がある。人の間では魔石は金になるんだろう？　ゴブリンなど食えないし、何の役にも立たないのだが、そのゴブリンキングには魔石があるようだから、わざわざ持ってきたのだ』

　あ、そうなの。ってことはゴブリンキングってＢランク以上ってことか。

「ゴブリンキングってＢランクなのＡランクなの？」

『ランク？　ランクとやらは分からんが、我くらいになると魔石持ちかどうかは見れば分かる』

　へーそうなのか。なら、フェルには魔石持ちの魔物を優先的に狩ってきてもらえば俺大金持ちだな。ってそんなことやらんけど。

　そんなことしたら絶対面倒事になるし。

『お主も気を失っていたからな。お主とゴブリンキングを背負って先に進むには、我でもさすがに骨が折れる。だからここでお主が目覚めるのを待っていたのだ』

　ふーん、それで？

　何でフェルさんはさっきからチラチラとこっちを見てるのかな？

『そいつは魔石持ちだ』

　うん、だから何だって言うんだよ。

『魔石は金になるのだろう？』

　そうだね。

　この間冒険者ギルドに行ったときは、Ｂランクのジャイアントドードーもジャイアントディアーも小さいけど魔石があるっていうだけで、買い取り金額が跳ね上がってたし。

『それならば、異世界の馳ち走そうで我を労ねぎらうべきではないのか？』

　はぁぁぁぁぁあ？

　こいつ、国産黒毛和牛ステーキで味を占めたな。

「あのなぁ、あの時は大量に魔物がいただろう？」

『む、この間また大量に獲ってきたではないか。あれらはほとんど魔石持ちだぞ』

　ネットスーパー（異世界）の食材食って、活力が漲みなぎってるとか言って狩りまくってきたやつだろ？

　あれは別に決まってるだろ。原因がネットスーパー（異世界）の食材なんだから。

「あのな、冒険者ギルドで買い取りしてもらった分の肉がまだまだ残ってるからこの間獲ってきたやつは当分換金しないぞ」

『ぬ、そうか。それならば異世界の馳走は諦める。だが、腹は減ったぞ』

　まったく変なこと覚えやがって。ゴネられなくて良かった。

　だけど、俺まだ本調子じゃないんだよな。魔力切れ起こしたからか体がダルい。フェルの飯作るのメンドい。それにゴブリンの集団にいきなり放り込まれた仕返しもしてないしな。

　これは、肉抜き飯の刑だな。

　俺はネットスーパーの画面を開いた。

　えっと、疲れたときは甘いものだよな。

　あんぱんとジャムパン（いちご）でいいか、俺けっこう好きだし。

　フェルも同じでいいや、っと大食いだしクリームパンも買っとくか。

　とりあえずフェルには３種類それぞれ５個ずつで。

　あんぱんとジャムパンのお供はやっぱり缶コーヒーだな。

　お、缶コーヒー箱買いできんじゃん、これにしよう。

　缶コーヒーを箱買いするなら、買おうと思ってたインスタントコーヒーはとりあえずはいいか。

　それに調味料類と野菜類も補充するつもりだったけど、よく見てから買いたいし、次でいいや。

　それじゃ精算しますか。

　チャージした金額が残り少ないから、追加で金貨５枚ほどチャージしてそこから支払った。

　袋から出したあんぱんとジャムパンとクリームパンを皿に並べてフェルに出す。

『何だ、これは？』

「あんぱんとジャムパンとクリームパンだ。甘いパンだよ」

『む、肉ではないのか？」

「フェルは倒れて起きたばっかりの俺に食事の用意させるんだ？」

『ぐぬぬ。分かった、これで良い』

　フェルはふんふんと匂いを嗅いだ後にあんぱんに齧かじり付いた。

『むむむ、これはこれでなかなかに美味いな』

　え、菓子パンいけるの？

　次にジャムパンを食うと『おお、これも美味いな』と気に入った様子。クリームパンも『乳の味を濃くしたような味がするな。これも美味いぞ』とこれまた気に入った様子だ。

　えーっ、フェル甘いのもイケるの？

　全然仕返しになんねぇじゃんか。

『おかわり』

　むしろ喜んでおかわり要求してくるし。って、でも菓子パン15個食ってるんだぞ、これ以上食ったら食い過ぎだぞ。糖尿（フェンリルに糖尿病があるのかは知らんが）とか虫歯も注意だ、肉が食えなくなるぞ。

「甘いもの食い過ぎると病気になるぞ」

『ふん、我が病気などになるものか。そんなことよりおかわりだ』

　仕方がないからあんぱんとジャムパンとクリームパン各種２個ずつ追加してやりながら「病気にならないってどういうことだ？」と聞いてみた。

『風の女神ニンリル様の加護があるからな。我の場合は風の女神ということで風魔法が上う手まく使えるようになるほか、毒や病気はもちろんのことあらゆる状態異常を無効化する。ちなみに状態異常の無効化はどんな神の加護でも付くぞ。神の加護とはそういうものだ』

　神の加護があるだけで、あらゆる状態異常無効化？

　え、何その衝撃の事実。

　神様の加護、ズルい。

　あらゆる状態異常を無効化って、それだけでチートやん。

　フェルは加護がなくても強いだろ。

　俺にこそ神の加護が必要だよ。

　神様、誰でもいいから俺に加護をくださいーーーっ。





◇　◇　◇　◇　◇






「なぁフェル、俺たち特に目的地を決めないでこうして旅してるわけだけど、どっか行きたいところあるか？」

　俺としては、とりあえずあのキナ臭いレイセヘル王国を出られたから、あとは旅をしながらある程度あの国から離れた国に行ければそれでいいんだけど。

『それならば西はどうだ？　西にある深遠の森には美味い魔物が多い』

「西？　西には何ていう国があるんだ？」

『ぬ、そんなことは知らん』

　知らんって、あんた……。

「何ていう国でどんな国かっていうのは大事だぞ。戦争でもやらかしてたら危険だろうが」

『む、国の名前など知らん。人が争っていようがいまいが我には関係のない話だ。それに人はどこかしらで争い事を起こしているからな』

　国の名前など知らんって、フェルに聞いたのが間違いだったよ。

　まぁ、フェルみたいに強ければ戦争してる最中に突っ込んでいっても無傷だろうから、人の国の名前とか情勢を知る必要性もないのかもしれないけど。

　でも、俺の場合はそういうわけにもいかないからな。

　人はどこかしらで争いを起こしているってことは、この世界でも国同士の争いごとは絶えないってことか。あのレイセヘル王国も隣のマルベール王国と戦争になりそうだって言ってたもんな。

　やっぱり旅してる以上は、一度この世界の国のことやそれぞれの情勢を知る必要がありそうだ。

　そうなるとやっぱ地図欲しいよな。今までは、旅の途中にあった村にはフェルのこともあって中には入らず迂う回かいしていた。だけど、地図が欲しいから次は入ってみよう。





◇　◇　◇　◇　◇






『この先に村があるぞ』

　フェルは気配察知ができるようで、魔物がいる場所や人がいる場所がある程度分かるのかこうして教えてくれる。

『また迂回するのか？』

「いや、今回は入る。地図が欲しいからな」

　村の入り口が見えてくると、門番らしき人に「止まれッ」と槍やりを向けられた。

「冒険者のムコーダと言います。これは私の従魔ですっ」

　門番に向かって大声で話すと「証拠は？」と言うから「ギルドカードを見ていただければ」と返した。商人ギルドのギルドカードを提示したいところなのだが、フェルがいるため、従魔がいることが証明できる冒険者ギルドのギルドカード（名前とランクのほか従魔がいればそれが記載されている）を提示して入るしかないのだ。

　俺の返事に２人いた門番のうち１人が恐る恐るこちらに近づいてくる。

「これがギルドカードです」

「う、うむ、確かに従魔のようだな。そ、そ、そいつは、グレートウルフか？」

　門番はグレートウルフと勘違いしてくれたようで、フェンリルだと言うよりはマシだろうと思い、否定せずに「はい」と答えておく。

『おい「シッ」……』

　フェルがしゃべりそうなのを黙らせる。グレートウルフでもビビッてるのにフェンリルだって言ったら、この門番どうなるか分からんぞ。それに村人の多くも遠巻きにこっち見てるし。

『我はグレートウルフではない』

　突然、フェルの声が頭に響いた。

「うおっ」

「ん、何だ？」

「い、いやいや何でもないです、はい……」

「そうか。それにしてもＡランクのグレートウルフを従魔にするとは、あんた、すごい冒険者なんだな」

　門番のその言葉に曖昧に笑っておく。

『だから我はグレートウルフではない』

　またフェルの声が頭に響き、俺はフェルを凝視した。

『ぬ、これか？　これは念話だ。従魔契約を結んだ者同士は念話ができる』

　へ、そんなの初耳なんですけど。

『うむ、我も従魔契約をしたのは初めてのことだったから、すっかり忘れていたのだ』

　フェルさんや、そういう大事なことは忘れたらダメでしょ。でも、従魔契約を結んだ者同士は念話ができるってことは、俺からもフェルに念話で話しかけることができるってことか？

『あー、あー、あー、フェル聞こえるか？』

『うむ、聞こえるぞ』

『グレートウルフって言ったのはな、そう言っておいた方がいいからだ。考えてもみろ、グレートウルフって聞いただけであんなにビビッてるのに、伝説の魔獣フェンリルだって言ったらどうなると思う？』

『むむむ、しかしだな……』

『しかしもへったくれもないんだよ。いらぬ諍いさかいを起こすよりよっぽどいいだろ。これから人の村や街に入るときには、フェルのことはグレートウルフって設定でいくから』

『ぬ、何な故ぜだ？』

『フェンリルだって知られたら国やら貴族やらが動き出すだろ。そうなったら面倒じゃないか』

『それはそうだが、国やら貴族やらが来たら我が討ち滅ぼしてやればいいだけではないか』

　我が討ち滅ぼしてやればいいって……前からちょっと思ってたけど、フェルって脳筋だよな。

『討ち滅ぼしてやればいいってさ、来るヤツ来るヤツそうしてたら俺たちの居場所はなくなるぞ。それに、そんなことばっかりしてたら人の国々が団結して「フェンリルを滅ぼせーっ、フェンリルに死をーっ」ってなことになるかもしれないぞ。それはそれで厄介だろ』

『ぐっ、確かにそれはあり得るな』

『だろ？　だからここは便宜上グレートウルフだっていうことにしておくんだよ』

『お主がそう言うのならば仕方がないか』

『あ、あと村や街なんかの人がいるところでは基本念話で話すこと。フェルが話し出したらフェンリルだってバレるからな』

『む、あい分かった』

　俺たちのこんな念話のあとに、無事村に入ることを許可されて村に入ったのだが……。

　村人の視線が痛いです。ついには村長まで出てきた。

「レーデン村へようこそ。冒険者さんらしいが、何用でこんな何もない村に来なさった？」

「実は地図が欲しくて、この村に寄ってみたのですが……」

「こんな小さい村に地図なんて高価なもんはありませんよ。あるとしたら、この村から４日ほど行ったところのラウテルの街ですかね。あそこなら本屋もありますし、公立図書館もありますから」

　この世界では紙は貴重なうえに本は全部手書きだから高価らしい。地図も紙製で手書きなので本屋に売っていると思うが、当然これも高価だということだ。

　そういう高価な品はある程度大きな街にしか売っていないのだが、ラウテルの街は王都に次いで大きな街だからたいていの物は揃そろうとのことだった。

　村長さんから聞きたいことは聞けたので、すぐに村を出ることにした。村人たちはフェルみたいな大きな魔獣がいると落ち着かないみたいで、村長さんも早く出て行ってほしいという感じだ。

　よそ者にやさしくない村だなぁ。まぁ次の目的地が決まったからいいけど。

　ラウテルの街はレーデン村を出てこの道をまっすぐ４日ほど進んだところにあるということだ。

「んじゃ、ラウテルの街に行きますか。でも、４日かぁ、早く地図欲しい」

『ん？　早く行きたいなら我の背に乗っていくか？』

「乗せてくれるんならありがたいけど、でも、この前みたいにスピード出さないでくれよ」

『あの速度で行けば１日もかからずに着けるぞ。それとも、もっと早く着いた方がいいか？』

「いやいやいや、あのスピードでも振り落とされそうだったのに、それ以上って死ぬってば。４日かかるところを２日で行くくらいのペースでいいからな。絶対にスピード出さないでくれよ」

『ちと遅い気もするが、お主の言うとおりにしよう』

　こうして俺たちは一路ラウテルの街へと向かった。





◇　◇　◇　◇　◇






「おーいフェル、日も落ちてきたし、今日はこの辺で野営にしよう」

　フェルの背に揺られながら声をかけると、フェルが歩みを止めた。

『うむ、飯だ。腹が減ったぞ』

　はいはい、今日は一日背中に乗せてもらってたからね。フェルの大好きな肉をちゃんと出すよ。

　そうなると、がっつり肉を食ってるって感じのものがいいかな。

　それだと、これなんかいいかも。

　俺はアイテムボックスからジャイアントディアーの肉を取り出した。

　ジャイアントディアー、デカい鹿みたいな魔物だ。

　実は前に一度だけ鹿を食ったことがある。職場の先輩の親戚が猟友会に入っていて新鮮な鹿肉をもらったとかで、先輩宅でご馳走になったのだ。

　その猟友会の親戚が言うには鹿肉の一番美味い食べ方はステーキだそうで、先輩が鹿肉のステーキを作ってくれたのだ。鹿肉というと硬くてクセがあるイメージがあったけど、食ってみたら全然違った。嚙かみ応えはあるけど硬くはないし、変なクセもなくて美味かった。

　このジャイアントディアーの肉も、先輩の家で食った鹿肉に似て脂肪の少ない赤身肉だからいけそうだ。先輩が作ってたのを真ま似ねてジャイアントディアーのステーキを作ろうと思う。

　まずは、切り分けたジャイアントディアーの肉に軽く切り込みを入れたあと、包丁の背で叩たたいていく。鹿肉は繊維が多いから、叩いて切っておくと柔らかくジューシィな肉になるんだそうだ。

　そしたらジャイアントディアーの肉に塩胡こ椒しようを振り、少し時間を置いて馴な染じませる。

　肉に塩胡椒を馴染ませたら、フライパンにバターを溶かして焼いていく。

　両面に焼き色が付いたら出来上がりだ。

「フェル、できたぞ」

　ジャイアントディアーのステーキをフェルに出してやる。

　それでは俺も実食だ。

　モグモグ…………おおっ、うめぇ。

　クセもなく程良い嚙み応えがあって、嚙むほどに肉汁があふれ出してくる。

　クドくないからいくらでも食べられそう。

『おかわり』

　フェルも美味かったようで、すぐにおかわりの催促だ。

　追加のジャイアントディアーの肉を焼いていく。

　次の味は……ジャーン、定番のステーキ醬じよう油ゆだ。

　やっぱステーキにはこれだね。フェルも気に入ってくれてるようだしさ。

　まずはフェルが一番好きだと言っていたにんにく風味だ。

『はぐはぐ……うむ、うむ、美味いな』

　その後は、おろし風味、玉ねぎ風味、バター風味と順に出していく。

　俺も追加で玉ねぎ風味のステーキを食った。クドくないから追加で食っちゃったよ。

『ジャイアントディアーもこうして食うと美味いな』

　まぁ、いつもは生だったんだろうからな。

　日本の食品会社は偉大だよ、ホント。

　それにしても、ジャイアントディアーの肉は予想以上に美味かった。

　ゲプッ…………。美味かったからつい食い過ぎた。

　フェルのものより大分小さいとはいえ、さすがにステーキ２枚は食い過ぎたぜ。

　さてと、調理器具を片付けたら寝床の準備だな。

　まずはダンボールを敷く。ネットスーパーで買い物したときに出るダンボールだ。

　俺は悟ったのさ、布団は地面に直じかに敷いちゃダメだってな。

　最初は何も考えないで直に敷いちゃったからせっかく買った布団が湿し気けて大変だったぜ。

　ベッドかすのこみたいなものがあればいいんだろうけど、さすがにネットスーパーには売ってないからなぁ。

　それで布団の下に何か敷くものって考えて、ああダンボールあるじゃんって思ったわけだ。ネットスーパーで買い物する度にダンボールは増えるんだけど、それまでは完全にゴミだった。ネットスーパーで買った食材が入っていた袋とかと一緒にして、アイテムボックスの奥に放置していた。

　だけどこうしてダンボールを敷いて、その上に布団を敷けば湿気ないし汚れない。

　ダンボールの有効活用だな。エコだよエコ。

『おい、我の寝床も用意してくれ』

　へいへい。俺が布団で寝てるのを見て、フェルも『それはいいな。我にも用意しろ』とか強ね請だられて結局買わされました、はい。

　自分だけ布団に寝てるのもあれだし、金を稼いでくれたのもフェルだからな。

　だからまぁいいんだけど、フェルは体が大きいから布団３枚も買うことになったぜ。

　ダンボールを敷いた上にフェル用の布団を３枚敷いていく。

「フェルの寝床用意したぞ」

『うむ』

　フェルが布団の上にゴロンと横になる。満腹で大分おねむのようだ。

『クァ～ア』

　伝説の魔獣が大あくびしてるよ。

「寝る前に結界だけは張ってくれよ」

『分かった……。張ったぞ。もう寝る』

　そう言ってフェルはすぐに寝息をたてはじめた。

「早っ、もう寝たのかよ。さてと、俺も寝るとするか」

　フェルの結界のおかげで安心して眠れる。マイ布団でぐっすりだ。

　明日はいよいよラウテルの街だ。フェルは昼前に着くようなこと言ってたけど、すんなり入れればいいんだけどね。
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「はぁ……」

「溜ため息いきなんてついて、どうしたんだ？　ヴィンセント」

「いやさ、美う味まい飯がまた食いたいなと思って」

「うんうん。あたいもそう思う。またムコーダさんのご飯食べたいよ」

「リタもそう思うだろ。やっぱあの飯は美味すぎた」

　しみじみとそう言うヴィンセントに他のメンバーたちも頷うなずいていた。

　かく言う俺もそう思う。

　少し前に請け負った護衛依頼のことを思い出す。

　それは俺たちパーティー『アイアン・ウィル』にとっていろんな意味で忘れ難い任務となった。
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　冒険者ギルドで紹介されたその男は、この辺では見ない平たい顔立ちの男だった。

　中肉中背で強さとは縁遠そうな男が旅路の護衛を依頼するのも納得がいった。

　男はムコーダと名乗った。

　ムコーダは隣国へ行きたいのだと言い、俺たちとしてもキナ臭くなってきたこの国を早く出るべきだと話し合っていたところだったから、金貨８枚と俺たちが受ける依頼としては報酬が安かったが受けることにした。

　隣国への道程は比較的安全だったこともあるが、食事が依頼主持ちだったことも依頼を受ける決め手になった。

　意外と食事というものは馬鹿にできない。メンバー５人分となると金もかかるのだ。

　普通、旅路での食事は干し肉や硬いパンが主で、美味くはないが食べねば冒険者としての力も出せない。てっきりムコーダさんが用意する食事も干し肉と硬いパンかと思いきや、そんなものとは一線を画する美味さだった。

　ムコーダさんが用意する食事は、大きな街の有名店で食べる食事に引けを取らないくらいに美味かった。

　ムコーダさんの故郷の製法で作られたという柔らかいパン、そして程良い塩気のあるハムや肉汁たっぷりの腸詰、温かい具だくさんのスープ等……、旅路とは思えないほどの豪華さと美味さだった。

　俺たちはこの依頼を受けて正解だったと喜んだ。

　当然だ。街にいるより美味い飯が食えたのだからな。

　旅路で出て来た魔物もゴブリンやグレイウルフの雑魚共で、レッドボアが出て来たがそれも俺たちにしてみれば然さ程ほど困る相手ではなかった。

　普通旅路で魔物を狩った場合、皮や牙など高額のものを優先的に持ち帰ることになり、肉などは傷むこともあって食べられる分だけ食べて後は捨てていくのが常だった。

　だが、ムコーダさんがアイテムボックス持ちだったことで肉も持ち帰ることができた。

　そのレッドボアの肉を使ってムコーダさんの故郷の味付けをした料理というのが、これまた絶品だった。俺が今まで食べた食い物の中で一番だと言っても過言ではない美味さだった。

　それが元であんなことが起こるとは思いもしなかったがな。

　ムコーダさんの料理の美味そうな匂いに釣られて、伝説の魔獣フェンリルが姿を現したんだ。

　伝説の魔獣であり誰も姿を見たことなどありはしなかったが、俺たちは一瞬見ただけでフェンリルだと悟った。

　そしてこの絶対的強者に逆らってはいけないと理解した。

　あのときは本当に焦った。

　生きた心地がしなかった。

　冒険者になってあれほど切羽詰まった思いをしたのは初めてだ。

　何せ相手は伝説の魔獣フェンリルなのだからな。

　一国さえも滅ぼしたと言われる、およそ人では到底どうすることも敵かなわない相手を目の前にしていたのだから。

　しかし、フェンリルは俺たちに一切攻撃してこなかった。

　ムコーダさんの料理を見て『我にもそれを食わせろ』と言ったのだ。

　フェンリルに俺たちが敵うはずもないから、ムコーダさんにフェンリルの言うとおりにするよう伝えた。そして、ムコーダさんの作った料理を食うと、フェンリルはあり得ないことを言い出した。

『お主と契約してやろう』とな。

　最初は聞き間違いかと思った。

　伝説の魔獣フェンリルが人間の従魔になるなど聞いたこともなかったからだ。

　その前に目撃された例もおよそ３００年程前にあるだけなのだ。

　長寿種のエルフを除いて、今生きている人の間でフェンリルを見たのは俺たちが初めてだろう。

　その見ることさえ叶かなわないフェンリルと従魔契約を結ぶのだ。

　しかも、フェンリルの方から乞われて。

　そのフェンリルに否という返事はあり得ず、ムコーダさんは伝説の魔獣フェンリルと従魔契約を結んだ。そしてムコーダさんは伝説の魔獣フェンリルに「フェル」という名を与えた。俺たちは奇くしくも歴史的瞬間に出くわしたのだ。

　ただ、その従魔契約を結んだ理由がな……。

「「「「「まさか伝説の魔獣が食い物に釣られて従魔契約を結ぶとは……」」」」」

　俺たちメンバー５人の一致した感想だった。ムコーダさんはその辺に呆あきれたというか拍子抜けしてフェル様とは普通に接していたが、俺たちはさすがにそこまで楽観視はできなかった。

　ムコーダさんはよく分かっていなかったが、フェンリルほどの強者を従魔にしたとなると、貴族はもちろん各国も黙ってはいない。

　強者を自分たちの下に囲い込もうと動き出すに決まっているのだ。

　その危惧を述べたフェル様の答えが『手を出すならば、滅べばいいのだ』だ。

　背中に冷や汗が伝ったぜ。フェル様ならばその言葉通りのことができるからな。

　俺はその言葉を聞いて貴族や国が馬鹿なことをしでかさないことだけを祈った。

　ムコーダさんはそんなことは気にせずに、よく食べるフェル様に向かって「肉が食いたいなら自分で獲とって来い」などと言うしな。

　それを聞いたときは俺たちもあんぐり口を開けて呆ほうけたぜ。

　伝説の魔獣であるフェンリルに自分で獲って来いなどと言えるムコーダさんを尊敬したね。

　食い物に釣られただけじゃなく、案外フェル様はその辺のことも分かってムコーダさんと従魔契約を結んだのかもしれないと俺は思っている。

　貴族や国など自分を利用することしか考えない輩やからとはフェル様は絶対に従魔契約など結ばないだろう。ムコーダさんはフェル様を利用しようとなんてこれっぽちも思ってないようだったしな。

　というか利用するなんて選択肢は全くなかったのだろう。

　ムコーダさんにとって目下の問題はフェル様の食べる量だったからな。ハハハ。

　そしてムコーダさんに「肉が食いたいなら自分で獲って来い」と言われてフェル様が獲ってきた獲物がロックバードだ。

　そりゃ驚いたね。ロックバードといえばＢランクの魔物だ。

　俺たち『アイアン・ウィル』が全力で戦って勝てるかどうかってくらいの魔物だ。

　以前ロックバードを俺たちで狩ったときは、みんな満まん身しん創そう痍いのうえ、ヴィンセントに至っては右足の骨を折ってしまった。

　そんな大物を、解体しただけでムコーダさんは肉以外の素材を俺たちにくれた。

　解体とレッドボアの肉の代金だと言っていたが、もらい過ぎだ。

　だが、ムコーダさんは受け取ってくれの一点張りで、もらい過ぎではあるがいただくことにした。

　あのロックバードを短時間で簡単に獲ってくるとは、俺たちはフェンリルの伝説の数々が事実であることをまざまざと見せつけられた。

　そう言えばあのロックバードを焼いたのは美味かったな。

　あの甘辛くてしょっぱいソースが絶品だった。

　いかんいかん、ムコーダさんの料理を思い出すと涎よだれが溢あふれてくる。

　フェーネン王国に入国するときも大変だったな。さすがに砦とりででもフェル様が伝説の魔獣フェンリルだと察知していたようで、警備兵が勢せい揃ぞろいして待ち構えていた。

　ムコーダさんとフェル様が従魔契約を結んでいることが分かってもらえたから何とか無事に入国できたがな。まぁどちらにしろフェル様が本気を出せば砦の警備兵たちなどひとたまりもないし、国としても危なくなる。

　従魔契約を結んでムコーダさんの言うことは聞くということが分かっているのだし、そこで争ってやぶ蛇になるくらいならすんなり入国させることを選ぶだろう。

　ファリエールの街に入ってすぐに貴族の使者が絡んできたが、フェル様に一蹴されていたな。

　これからもムコーダさんにはいろいろとあると思うが、すべてフェル様が撥はね退のけるだろう。

　こうして考えるとあの二人（一人と一匹）はいいコンビなのかもしれないな。

「あ～ムコーダさんどっかで食べ物屋でもやってくんねぇかな」

　かつて出会った二人に思いを馳はせていると、ヴィンセントがそんなことを言い出した。

「あーそれあたいもそう思う。そしたらすぐにでも食べに行くのに」

　食欲旺盛なリタも同調する。

「食にそれほど拘こだわりのない私でもそう思いますわ」

　フランカまでもがそんなことを言う。

「確かにな」

　無口なラモンも。

　かく言う俺もそう思う。

　だが、それよりも…………。

「またあの二人に会えるといいな」

　俺のその言葉にメンバーみんな頷いていた。

　まったく強そうには見えない平たい顔をした料理上手な男と、伝説の魔獣で飯に釣られて従魔契約を結んだフェル様。

　そんな二人に再び会うことを俺たちは願う。
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　ラウテルの街に入るのは大変だった。フェルがいるからっていうより、街に入る人で長蛇の列ができていたからだ。並んだら並んだで悲鳴を上げられるし。

「従魔だから大丈夫です」って周りに説明するのが大変だった。

　門に近づいたら近づいたでやっぱりというか、門にいたフルプレートの鎧よろいを着た兵士に槍やりを突き付けられて止められた。

「止まれいッ」

「フェル、止まってくれ」

　フェルが止まると、兵士が槍を構えながら近づいてきた。

「従魔か？」

「はい。私の従魔です。冒険者ギルドのギルドカードを確認してください」

　俺は兵士にギルドカードを提示した。

「たしかに従魔とあるな。それはグレートウルフか？」

「はい」

「よくＡランクの魔物を従魔になどできたな」

「はい。運が良かったのだと思います」

「従魔契約を結んでいる上でお前を乗せているくらいだから大丈夫だとは思うが、もし、何かあれば従魔の主あるじであるお前が罰せられることになる。街に被害が出た場合、その程度によっては死罪や奴隷落ちになる場合もあるからな。従魔の扱いには十分注意するように」

「承知いたしました」

　ふぅ～、釘くぎは刺されたけど割とすんなり入れたな。

　でも、死罪に奴隷落ちって…………。何それ怖い。

　ってか、やっぱり奴隷いるんだね。異世界に人権はないね、異世界怖い。

　まずは宿の確保かな。

　あ、門の兵士に聞いた方が早いか。

　従魔と一緒でも泊まれる宿を兵士に聞いてみると、門を入ってまっすぐ行き３つ目の角を曲がってすぐのところにある「エルミラの宿」がおすすめとのことだった。

　兵士に教えてもらった宿に向かう。ラウテルの街は王都に次ぐ街だからさすがに人が多いな。

　数は多くないが、ケモミミに尻尾のある獣人もちらちら見かけた。

　そのほとんどが首輪をしていたから、もしかしたら奴隷なのかもしれない。

　俺とフェルが歩いていると一瞬ギョッとされるものの騒がれはしなかった。

「従魔か……」とボソッとつぶやいているのが聞こえたから、これくらいの街になると従魔を連れた冒険者もけっこう出入りしているのかもしれないな。

　エルミラの宿に着くと、従魔込みで宿泊料金は銀貨８枚だった。

　フェルには獣舎で待機してもらい、俺は宿で聞いた本屋に向かった。
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　本屋に入ると、中は古めかしい本で埋め尽くされていた。

　店内をうろうろしながら地図らしきものがないか確認したが、それらしきものはなかった。

　その代わり面白そうな本を見つけた。

『誰にでも分かる魔法の入門書』というものだった。

　これ、欲しいかも。ファイヤーボールだけは何とかできるようになったが、他の魔法もできるようになれば自分の身を守る手段が増えることにも繫つながるし。

　本は高価だって聞いたけど、いくらくらいするんだろう？

「すみません、この本いくらですか？」

　店主がチラッとこちらを見て「金貨７枚だ」と言った。

　うっわ、高っ。金貨７枚もするのかよ、これはなしだな。

　この街には図書館もあるって言ってたし、そっちで魔法関連の本を見よう。

　目的の地図だけは高くてもあったら買わないと。

　地図がないか聞いてみると、店主に「地図なんぞ一介の本屋に置いてあるわけがないだろう」と一蹴されてしまった。

　地図を持っているのは王城か軍部のお偉いさんくらいのものなのだそうだ。

　あーそうか、地図は軍事機密の部類になるのか。そら手に入らないわな。

　宿屋に戻る途中、地図をどうするか考えてみた。

　別に詳しい地図が欲しい訳じゃないんだよな。この国はこの辺りにあって、北にはこの国があって南にはこの国があってという感じに大雑把なこの世界の地図が分かればいいんだ。

　それぞれの国の情勢は、冒険者が集まってそうな酒場に行けば冒険者からいろいろ聞けるだろう。

　あ、冒険者からこの国はこの国と隣接してるーとか聞けるかも。冒険者っていう職業柄いろんな国に行ってるだろうからな。

　そうなると……図書館で古い地図とかないかな？

　古い地図でもいいから、この大陸の大雑把な形を把握して、そこに冒険者から聞いた話を元に国を書き込んでいけば、ある程度の地図ができるような気がする。

　よし、それでいこう。

　明日は図書館に行って古い地図を探してみることにしよう。

　あ、魔法関連の本もちょっと見てみたいな。
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　さて、今日は一日図書館にこもる予定だ。

　それを言ったらフェルはブーブー文句垂れていたが（主に飯のことで）、朝のうちにいろんな肉を多めに焼いて置いてきたし、割と気に入ってるみたいだった菓子パンもどっさり置いてきた。まぁ大丈夫だろう。

　図書館の場所も宿で聞いてある。昨日のうちにメモ用の大学ノートとボールペンもネットスーパーで購入済みだ。

　じゃ、図書館に行きますか。

　………………。

　…………。

　……。

　結果を言おう。

　地図、なかった。

　入館料に銀貨２枚も支払ったのに……ガックリ。

　かなり長い時間いろいろ探してはみたんだけど、地図らしいものはどの本にも載っていなかった。

　探し始めて大分経たって、こりゃもうないなと思い始めてから魔法関連の本に移ったんだけど、こっちの方が閲覧時間も少なかったのにいろいろ分かって為ためになったぜ。

　それで分かったのが、魔力は誰でも持っているが、その使い方（俺がやった魔力を体に巡らせるってことだな）が分かっていなければ魔法を発動することはできないということだ。

　誰でも魔力を持っているのに魔法使いになれる者が限られているのは、魔力を感知できなかったり感知できても魔力の使い方（魔力を体に巡らせること）が上う手まくできないといったことが原因なんだそうだ。

　魔法の基本は火魔法・水魔法・風魔法・土魔法で、特殊なのが氷魔法・雷魔法・回復魔法・聖魔法・神聖魔法、種族特性なのが草木魔法・闇魔法だということだ。

　基本の火魔法・水魔法・風魔法・土魔法は、その適性があり魔力の使い方が分かっているものであれば比較的簡単に習得ができる。

　だが、特殊な氷魔法・雷魔法は基本の火・水・風・土魔法の全てが使えないと、発動すらしないらしい。そもそも基本の火・水・風・土魔法全て使える魔法使い自体少ないから、氷魔法・雷魔法を使える魔法使いも極わずかだということだった。

　回復魔法についても、適性があり教会で一定期間修業しないと使えるようにならないようだ。

　聖魔法については、もっと特殊で、職業が勇者、聖女、聖騎士などの極限られた職業の者にしか習得できない魔法ということだった。攻撃力の高い聖光の槍ライトニングアローやアンデッドに効果抜群の浄化の光ホーリーライト等が使えるらしい。

　神聖魔法になると、特殊というより伝説のという感じで書かれていた。まず、神の加護がないと習得できない。神の加護がある者自体が極々稀まれであるため、どのような魔法であるかも定かではないようだ。ただ、言い伝えによると魔物の大群を一撃で仕留めたとか、一国を滅ぼしたとかそんな話があるということだった。

　種族特性の草木魔法・闇魔法だが、その名のとおり特定の種族しか使えず、草木魔法はエルフ、闇魔法は魔族しか使えないようだ。

　魔法について分かったことを誰も見てないのを確認してからノートにメモしたよ。司書さんに声を掛けられるまでな。

　目的の地図は見つからなかったけど、魔法についてはそれなりに分かったからよしとするか。





◇　◇　◇　◇　◇






「ただいま」

　宿屋で待っていたフェルのところへ行くと、フェルが不ふ貞て腐くされていた。

『遅い』

　朝にあれだけ置いていった食い物がきれいになくなっていた。

「ごめん、ごめん」

『ふん。お主の帰りが遅いから腹が減って仕方ない』

「今すぐ作るから機嫌直せよ。また肉いっぱい出すからさ」

『異世界の馳ち走そうがいい』

　はぁ、それかよ。

　だけどネットスーパー（異世界）の食材を食い過ぎると、活力が漲みなぎるとか始まるしなぁ。

　でもまぁ、俺も帰り遅くなっちまったし、少しだけならしょうがないか。

　ネットスーパーで焼き鳥ととんかつを購入。量はもちろん少なめだ。

　とは言ってもフェルにとってだけど。

　焼き鳥を串からはずして皿に盛り、とんかつも別の皿に盛っていく。

「異世界の食い物はとりあえずこれだけな。他は今から肉焼くから待ってて」

　フェルが少ないとか何とかブツブツ言っていたけど、無視して肉を焼いていく。

　味付けはいつものステーキ醬じよう油ゆに焼肉のたれだ。

　肉を皿に盛りフェルに出してやると、ガツガツ食い始める。

　俺もこの後行きたいところがあるから手間をかけていられないのだ。

　図書館で地図が見つからなかったから、冒険者たちからそれぞれの国の情勢などだけでも聞いておきたいのだ。

　あれ？　そう言えば……。

　ガツガツ肉を食うフェルを見て思い出した。

　図書館で調べた魔法のことだ。神聖魔法ってあったけど、確かフェルにもあったような気がするんだけど……。

　フェルを鑑定してみる。





【名　前】フェル

【年　齢】１０１４

【種　族】フェンリル

【レベル】９０６

【体　力】９８４３

【魔　力】９４８１

【攻撃力】９０３６

【防御力】９７６５

【俊敏性】９６８４




【スキル】風魔法　火魔法　水魔法　土魔法　氷魔法　雷魔法　神聖魔法　結界魔法




爪斬撃　身体強化　物理攻撃耐性　魔法攻撃耐性　魔力消費軽減　鑑定




【加　護】風の女神ニンリルの加護






　神聖魔法、やっぱりあるな。

　まぁ、神の加護がないと習得できないってあったから、風の女神ニンリルの加護があるフェルならあってもおかしくはないか。

　やっぱりフェルって伝説の魔獣なんだなぁ。普段はそんな風に思えないんだけどさ。

　ん？　待てよ、魔物の大群を一撃で仕留めたとか一国を滅ぼしたとかそんな話があるって本にあったけど、一国を滅ぼしたとかって話は最近聞いたような気が……。

『ゲプッ、うむ、美う味まかったぞ』

　満腹になって満足そうにそう言ったフェル。

　フェル、フェル、フェル……、あ。

　あの話はお前のことかーーーっ!?





◇　◇　◇　◇　◇






　俺は再びフェルを宿に置いて、この街の酒場に来ていた。

　冒険者からいろいろ話を聞くためだ。

　この街は大きな街だから、どの酒場にも冒険者はいるだろうと思って入ってみたけど、この店は当たりみたいだ。冒険者の行きつけの店のようで、冒険者がたくさん集まっていた。

　俺は目をつけた、多分同じパーティーメンバーだろう４人の冒険者に近づいていった。

「あの、ちょっとお話を聞きたいのですが、よろしいですか？」

　俺はすかさず店員を呼んで４人の冒険者にエールを注文した。

「おうおう、よく分かってんじぇねぇか」

　リーダーらしい屈強なスキンヘッドの男が俺の肩を叩たたいて空いてる席に座らせた。

「で、何が聞きたいんだ？」

「私は旅をしながら行商人のようなことをしていますが、こういう仕事を始めてまだ日が浅いのです。だから、経験豊富な冒険者のみなさんにそれぞれのお国事情なんかを聞ければありがたいなと思いまして」

「何だ、そういうことか。それなら俺たちに聞いてきたのは正解だな」

　リーダーがそう言うと、リーダーと同じような屈強な体つきの獣人（虎だろうか？）のメンバーが頷うなずいて「確かに俺たちはいろんな国回ったもんな」と返している。

「おぅ、何見てやがる？」

　虎なのか？　と獣人のメンバーを見ていると、凄すごまれた。

「ばっか、オメー、この国で奴隷以外の獣人が珍しいからだろうが」

　他のメンバーがそう言うと、獣人のメンバーはなるほどといった感じでうんうん頷いた。

「そういうことか。確かにこの国じゃ獣人といやぁ奴隷だからな。それでも、この国はまだマシな方だがな」

　獣人のメンバーがそう言うと、リーダーはじめ他のメンバーも「そうだな」と頷いていた。

　何でも、ガイスラー帝国やルバノフ神聖王国、ルバノフ神聖王国の属国みたいな扱いのソレス王国では、特に人族以外である獣人やエルフ、ドワーフの扱いが酷ひどいという。

　ガイスラー帝国はガッチガチの独裁軍事国家で、皇帝に従わない者には死あるのみ、獣人やエルフ、ドワーフなどは家畜と同じだと言って憚はばからないそうだ。

　ルバノフ神聖王国は人族至上主義の宗教国家で、この国で信じられているルバノフ教を信じない者は滅びる運命だと喚わめきちらし、自分たち独自の神を信じている獣人やエルフ、ドワーフたちは邪教徒だとのたまい酷いことも平気でやるという。

　ルバノフ神聖王国の属国みたいな扱いのソレス王国も内情はルバノフ神聖王国と変わらないという。

　この３国で奴隷となった獣人やエルフ、ドワーフたちの運命は悲惨極まりない。

　それに比べれば、このフェーネン王国は奴隷とはいえ、安いが賃金をもらえるうえに最低限の生活の保障はされているからまだマシな方なのだという。

「レイセヘル王国はどうなのですか？　あの国を通ってきたのですが、獣人は見なかったような気がするのですが……」

「ああ、あの国もなぁ」

　レイセヘル王国もルバノフ教を信じる人族至上主義の国で、基本的には獣人やエルフ、ドワーフの入国は認めていないのだそうだ。

　だが、今の王になってから領土拡大路線に突っ走っていて、戦が絶えずあちこちで争っている。

　その争いで、いるはずのない獣人やエルフ、ドワーフを戦わせているのは公然の秘密なのだそう。

　それにレイセヘル王国の多くの貴族が獣人やエルフ、ドワーフの女を性奴隷として囲っているのも有名な話らしい。

　…………この世界、優しくないね。

　そのレイセヘル王国と国境を接しているマルベール王国は、この４人の冒険者たちの故郷でもあり、人種による差別もなく安心して住めるいい国だと言ってた。

　だが、隣国に恵まれず、虎こ視し眈たん々たんと領土を狙われ続けているそうだ。

　北には魔族領があり、南にはガイスラー帝国、東にはレイセヘル王国とルバノフ神聖王国がある。

　事実、ごく最近もレイセヘル王国とマルベール王国の国境沿いで両国軍の睨にらみ合いが続き、戦争は時間の問題ともいわれているそう。

　そう言えば、レイセヘル王国とマルベール王国が戦争を始めるってキールスの街で聞いたな。

　この４人もそういう母国に見切りをつけて出て来たらしい。

「国に家族でもいりゃあ、こんなことも考えなかったんだが、俺たちはみんな孤児だからな」

　何でもみんな同じ孤児院で育った仲間でそのまま冒険者になったそうだ。

　冒険者ギルドから各国にＣランク以上の冒険者の移動を妨げるなとお達しがあるそうで、国を超えた強大な組織である冒険者ギルドを敵に回すことはできず、各国も渋々ながらそれを認めているということだった。

「俺たちはレイセヘルを通ってここまで来たんだがよ、あの国のヤツらの俺を見る目に胸むな糞くそ悪くなったぜ」

　獣人のメンバーがそう吐き捨てた。

　うーん、話聞いてると、この世界大丈夫なのか？

　なんかエラい世界に来ちまった気がするんだが……。

　話を続けると、今度はレイセヘル王国の東隣にあるというクラーセン皇国の名前が出る。

　この国は昔からある歴史のある国なのだが、何でも今は皇王家内でのお家騒動が元で国内が荒れているそうだ。

　あとは大陸の南から中央部にかけてあるのが、名前もはっきりしないような小国群だ。

　ここは群雄割拠状態で、冒険者もあまり近づくこともないような場所らしい。

「でも、５、６年前に海側の小国同士がひっついて、あれ何て言ったっけ？　『クワイン共和国だ』そうそう、そのクワイン共和国ってのができたんだけど、早くも分裂の危機だって言ってたな」

　うん、小国群のとこは近づかないようにしよう。

　あとは、大陸の東にあるエルマン王国とレオンハルト王国。

　エルマン王国とレオンハルト王国も差別のない比較的自由な国で、何といっても軍がめちゃくちゃ強いから侵略される心配もないそうだ。しかも、このエルマン王国とレオンハルト王国は同盟国で国内情勢も安定しているとのこと。

「俺たちもレオンハルトに行く途中なんだ。そのうちエルマンにも行くけどな」

　何でもレオンハルト王国にもエルマン王国にもダンジョンが多くあって、両国とも冒険者としてやっていくのに旨うまみのある国なんだそう。

　出て来たよ、ダンジョン。

　やっぱりあるんだな。ちょっと興味はあるが、入ることはないだろう。

　やっぱ安全第一だよな。命、大事にだぜ。

　でも、冒険者からいろいろ話を聞いて俺の行き先が決まった。

　これはエルマン王国かレオンハルト王国かの二択でしょ。どっちも安定した情勢みたいだから、どっちでもいいけど。

　問題はフェルに言って向かうルートが分かるかだよな。

　こういうとき地図があるといいんだけどねぇ。

「地図があればなぁ……」

「ん？　何だ、お前地図が欲しいのか？」

　リーダーが俺のつぶやきを聞いていたのかそう言った。

「え、ああ、はい。大雑把なものでもいいので地図があれば助かるなと思いまして」

　そう言うと４人の冒険者たちが互いに目を合わせながら小声で話しだした。

「おい、実を言うとな、俺たちは地図を持っている」

　えっ、マジで？

「俺が懇意にしていた先輩の冒険者がいたんだが、その冒険者が引退するときに譲ってもらったんだ」

　おーいいなぁ、羨ましい。俺も地図欲しいぜ。

「もちろん軍のお偉いさんが持ってるような詳細なもんじゃなく、どこら辺にどの国があるっていう大雑把なもんでしかないがな」

　うんうん、別にそれほど詳細じゃなくていいんだよ。

　国々の位置関係っての、そういうのが分かればいいんだよね、俺としても。

「それでな、欲しければお前に譲ってやってもいい」

　そ、それホントか!?

「この地図はもう俺たちの頭に入っているからな。これがなくてもなんとかなる。それでな、金貨１枚でどうだ？」

　金貨１枚か、うーん……。

　地図は欲しいけど、金貨１枚ねぇ、紙が貴重なことももちろん分かってはいるんだけど。

　金貨１枚ねぇ、悩むな。

「その地図を見せていただけませんか？」

　見てから判断した方が良さそうだ。

「おう、いいぞ」

　リーダーが懐から折りたたまれた地図を取り出した。

「これだ」

　地図を開いて見せてくれたが、うん、本当に大雑把だね。

　でも、これで国の位置関係とかは分かる。

　欲しいんだけど、これで金貨１枚はちょっと躊ちゆう躇ちよするよな。

「言っとくけどな、こりゃあ貴重なもんなんだぜ」

　それは分かってるよ。本屋にも置いてないし、図書館にも見当たらなかったんだから。

「だが、こうして酒奢おごってくれたあんただからな、少し負けてやるよ。そうだな、銀貨８枚でどうだ？」

　銀貨８枚か。地図は欲しいし、紙も貴重だし、うーん……。

　よし、買おう。

　あった方がいい物だし、銀貨８枚くらいは経費としてしょうがないか。

「銀貨８枚でお願いします」

「よし、売った」

　俺はリーダーに銀貨８枚を渡して地図を手に入れた。

「んじゃ、俺たちゃ明日早いからこれで帰るとするぜ」

「はい。為になるお話ありがとうございました。それに、地図も」

「ああ、いいってことよ。それじゃあな」

　そう言って４人の冒険者たちは帰っていった。

　おおー、地図が手に入ったよ。

　本屋にもなくて、図書館で昔の地図があればそれを元に冒険者に話を聞いて自作できないかって考えてたけど、結局図書館にも地図らしきものはなかったしな。

　もう地図を手に入れるのは無理かもって考えてたけど、こんなところで手に入れられるとはね。

　運が良かった。

「プッ……」

「クスクス」

　……何だ？　何か俺の方見て笑ってる冒険者らしき奴やつ等らがいるんだが。

「ブッ、おい、お前ら笑っちゃ悪いだろうが」

　冒険者の一人が笑ってる奴等にそう言った。そう言ってるお前も笑ってるだろうが。

「あのー、俺に何か？」

　これ俺怒ってもいいよな？　笑われて、ちょっとムッとしながら男にそう言うと、男は「悪い、悪い」と返すが全然悪びれてないような感じだ。

「さっきさ、あんたらの話聞いてたけど、あんた騙だまされてるぜ」

　は？　何言ってんの？

　騙されてるって、どういうことだ？

「あんた、冒険者から地図買ってただろ？」

　買ったけど、それがどうしたって言うんだ？

「あれな、冒険者ギルドで普通に売ってるぞ」

　……………………は？

　いやいやいや、ちょ、ちょっと待て。

　冒険者ギルドで、普通に、売ってる？

　……はぁぁぁぁぁぁぁあ？

「俺も持ってるし。ほら」

　そう言って見せてくれたのは、俺がさっき冒険者から銀貨８枚で買った地図とまったく同じものだった。

　俺が同じ地図を見て啞あ然ぜんとしていると、さらに男が爆弾を投下してきた。

「ちなみにそれ、冒険者ギルドじゃ銀貨１枚で売ってるからな」

　ギンカ、イチマイ……。

　銀貨１枚を銀貨８枚だとぉーーーっ!?

　ぬおぉぉぉぉっ、騙されたーーーっ！

「あいつら銀貨１枚を銀貨８枚だなんて随分ボッタクったよなぁ。ガハハハハ」

　その言葉に酒場にいた冒険者たちが笑った。

　チクショー、笑うんじぇねぇよ。こっちは泣きたいくらいだぜ。

「この地図はな冒険者ギルドで冒険者たちから話を聞いて独自に作ってるもんなんだ。だから紙でも俺らが手に入れられる値段設定になってる」

「そうそう。まぁ、地図買わずに自分の記憶頼りだって冒険者もいるけど、地図買ってる奴もけっこういるよな。そんで自分の通った街とか村を書き込んだり、この途中には湖があるとか、この街までの通り道にはこういう魔物が出るとか、いろいろ書き込んで自分なりの地図にしてくんだよな」

「自分の国で活動することが多い冒険者なんかは、その国だけ大きく書き写して、自分で細かく書き込んでいく奴もいるよな。もっとも、そういうのは財産だから他人にホイホイ見せないけどな」

「そう言えば、商人ギルドでも同じような地図売ってるみたいだぜ」

「まぁ冒険者も商人もいろんな国渡り歩いてるからな」

　笑っていた冒険者たちが次々とそんなことを言ってきた。

　冒険者ギルドだけじゃなく、商人ギルドでも売ってたのか。

　本屋の主人は一言もそんなこと言ってなかったんだけどな。

　本屋も商人ギルドに入っているんだろうけど、本屋っていうと他の街や国に売り歩くってこともなさそうだし、その辺のことには疎かったのかもしれない。

　何にしろ、そこで笑ってる冒険者たちよ、そういうことは俺が騙される前に言ってくれよー。

「「「「「「そりゃ、騙される方が悪い」」」」」」

　……ごもっともです。

　ぐぬぬぬ、悔しいが正しい。

　この世界じゃきっとこの程度のこと罪にもならないだろう。

　こりゃ勉強したと思って諦めるしかないな。

　トホホ……。
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　あれからフラフラと宿に戻って寝たよ。

　まさかボッタクリに遭うとは思わなかったぜ。フェルのこともあったから街を避けてたし、冒険者ギルドにも商人ギルドにも顔出してなかった俺が悪いんだけどさ。

　冒険者っていうと、前に護衛依頼をしたアイアン・ウィルの印象が強くて騙だますとかそういうことをされるってこと想像すらしなかった。

　この世界は王家とか貴族とか上流階級の奴やつ等らが権力を使って好き勝手してる印象が強かったけど、考えてみりゃ商人や冒険者にだっていい奴もいれば悪い奴もいるだろう。

　前の世界にだっていい奴もいれば悪い奴もいたんだから当然だよな。

　とにかくあれだな、この街から出よう。

　そしてさっさとエルマン王国かレオンハルト王国に行こう。

　入手方法はあれだけども、目的の地図も手に入ったわけだしさ。

　うん、それがいい。

　フェルと一緒に朝食をとった後、そそくさと街を去る準備をする。

「さて、行くか」

『もういいのか？』

「ああ、さっさと行こう」





◇　◇　◇　◇　◇






　俺たちはラウテルの街を出ると、てくてくと道なりに進んでいた。

「フェル、この後なんだけどな、エルマン王国かレオンハルト王国に行こうと思うんだ」

『国の名前を言われてもわからん。どっちの方角なのだ？』

「エルマン王国もレオンハルト王国も東の方だ。東の海に面している国だよ」

『おお、東の海か。あそこにはシーサーペントやらクラーケンがいるな。あれはあれでなかなか美う味まいのだ』

　…………な、なんか不吉な名前が。

　シーサーペントって海に住む竜っぽいのだし、クラーケンって超巨大なイカだよな。

　どっちもボスキャラ級だと思うんだが。

　いやいやいや、聞かなかったことにしよう、うん。

　というか、フェルは魚介類も大丈夫だったんだな。

『もちろん肉が一番好きだが、たまには魚も食うぞ』

　そうなんだ。考えてみたら、菓子パンも美味いって言って食うぐらいだから何でも食うか。

『ふむ、魚の話をしていたら食いたくなった。森を突っ切って行った方が東への近道にもなるし、その途中に湖もある。おい、行くぞ』

　え、それ決定なの？

「お、おい、森の中突っ切って行くって大丈夫なのか？　ほら、魔物とか、ヤバいのいそうじゃん」

『フン、我を誰だと思っている？　そのような心配は無用だ』

　ああ、そう。でもさ、フェルは強いからいいかもしんないけど、俺はそうはいかない訳よ。

『弱小なお主には常に結界を張っておくから、そう心配するな』

　弱小って……。いや、そうなんだけどさ、事実なんだけど、はっきり言われると俺でもヘコむぞ。

『早く我の背に乗れ』

　へいへい。

　俺がフェルの背に乗ると『行くぞ』と言って森の中に駆けて行く。

「は、速い、速い、速いッ！　もっとゆっくりぃぃぃぃぃぃっ」

　飛ぶように駆けるフェルの背中にしがみつきながら叫んだ。

『振り落とされないようにしっかりつかまっておれ。湖まではこの速さで行くぞっ』

　食欲の勝利。

　クソッ、ここで食いしん坊キャラ炸さく裂れつかよっ。

「ギャァァァァーーーーッ」

「アーーー…………アー……ァー……」

　俺の叫びが森の中にこだました。
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　フェルが無茶したおかげですぐに湖に着いた。

　ハァ、ハァ、ハァ、死ぬかと思った。

　森の中をあのスピードで駆け抜けていくんだぜ、思い出しただけでも……、ブルブル。

　必死にフェルにしがみついてるのがやっとだった。

　大の字に寝転んで、安定した地面ってなんて安心できるんだろうとしみじみ思っていると真上にフェルの顔が。

『おい、魚を食うぞ』

　…………フェルさんや、少しは休ませてくださいよ。

　まったくフェルの食欲はとどまることを知らずですな。

　でも、魚を食うって、どうやって獲とるんだよ？

　釣つり竿ざおもないし、まさかお前湖の中に入って獲ってくるつもりなのか？

『魚を獲るときはこれが一番効くのだ』

　フェルがそう言うと……。

　バリバリバリバリィィィッ。

　湖面に電撃が走った。

　すると、プッカーッと魚が次々に浮かんできて、すぐに湖面が魚でいっぱいになった。

　……フェルさん、やり過ぎ。雷魔法なんだろうけど、こんなにいっぱいの魚どうすんだよ？

『風魔法で岸まで寄せるから、好きなのを獲れ』

「好きなの獲れって、これって全部死んでるのか？」

『電撃を食らわせて仮死状態にしているだけだから、そのうち生き返る』

　ああ、そうなの。魚さんえらい災難だったな。

　では、獲っていきますか。

　お、何か紫色の魚がいっぱいいるな。鑑定してみるとバイオレットトラウトと出た。

　30センチくらいの大きさだから塩焼きがいいかもしれんな。

　アイテムボックスの中にバイオレットトラウトを入れていく。さすがに湖面に浮いたのを全部持っていく気はしないが、多めに獲って行っても後で食えるしいいだろう。

　俺も最近は肉ばかりだったから魚が食べたいし、アイテムボックスに入れておいていつでも魚が食べられるっていうのは悪くない。

　お、結構デカいけどこれは何だ？

　80センチくらいある銀色の魚で、鑑定してみるとキングトラウトと出た。

　これくらいの大きさだったら俺でも何とか三枚におろせそうだな。これも多めに獲っておこう。

　おい、ありゃ何だ？

　バイオレットトラウトとキングトラウトの中に３メートルくらいある巨大な魚が浮いていた。

『おお、あれはレイクシャークではないか。珍しいな』

　聞いてみると、長生きしてるフェルでも見かけることが少ない鮫さめらしい。

　肉は食うのには適さないらしいが。

　まぁ、肉は食えなくてもあれだけ大きな魔物だし、フェルでも珍しいって言うくらいの魔物なんだから買い取りはしてくれるだろう。

　とりあえずアイテムボックスにしまっておくことにする。

『これも獲っておいてくれ。舌先にピリッときて美味いのだ』

　フェルがそう言って風魔法で俺の目の前の水際まで魚を寄せてきた。

　うわっ、なんじゃこれは。

　ショッキングピンクに青のストライプ模様の50センチくらいの大きさの魚だった。

　なんかいかにも毒持ってそうなヤバい色合いなんだが……。

　とりあえず鑑定してみて判明した名前はポイズンレイクフィッシュ。

　ダメじゃん。

　ってか、これ明らかに毒持ちなんだけど、フェル食って大丈夫だったのか？

「フェル、この魚食ったんだよな？」

『ああ、何度か食ったことがあるぞ。舌先にピリッとして美味かった』

「その舌先にピリッとしてっての毒だと思うぞ。この魚、ポイズンレイクフィッシュっていうみたいだ。フェルは食う前に鑑定しないのか？」

『食う前に鑑定などそんな面倒なことはしない。神の加護がある我には毒など効かぬからな』

　あー神の加護ね。

　あらゆる状態異常無効化だっけ、いいよな～。

　羨ましいぜ。

「神の加護があるフェルには効かないかもしれないけど、俺には毒だからな。こんなのは持ってかないぞ。それにわざわざこんな毒のある魚食わなくたってちゃんとした飯作ってやってるだろうが」

『む、それはそうだがこれはこれで……』

「毒がある魚なんて、他の食材と一緒に入れておけないの。今獲ったバイオレットトラウトとキングトラウトで美味い飯作ってやるから我慢しろ」

『むむむ、仕方がない』

　さて、久しぶりの魚だ。どう料理するかな。

　このバイオレットトラウトは丸のまま塩焼きで、キングトラウトは３枚におろして、うーん、ホイル焼きとムニエルにするのがいいかもしれない。

　そうすると、バターがもうなかったし小麦粉も買わないとな。

　それからホイル焼きにきのこ類も入れたいから買うか。

　俺はネットスーパーを開くと、バターと小麦粉、きのこ類、あとはよく使う調味料類もついでに買っていく。それからホイル焼きに使うアルミホイルを忘れちゃいけないな。

　あとは、お、たまにはこれもいいか。

　必要な食材を買いそろえたら、調理開始だ。

　バイオレットトラウトは丸のまま塩焼きにするから、そうなると直じか火びで焼いた方が美味いから、まずは薪拾いからだな。

　周りが森だから薪はすぐに集まった。それに火を点つける。もちろん魔法の火だ。

　一応練習してたから火魔法だけはけっこう上う手まくなったんだぜ。

　これで焼く準備はＯＫだ。

　まずはバイオレットトラウトの内臓を取り出してっと。

　内臓の苦みがいいって人もいるけど、俺はあまり好きじゃないから内臓は取り出す派だ。

　内臓を取り出したバイオレットトラウトを薪を拾ってきたときにみつくろってきた適当な長さの枝にぶっ刺して塩を振りかける。

　そして焚たき火びの周りに枝を刺して焼いていく。

　その間に、キングトラウトの方だな。

　まずは三枚におろしてと。おっとと、ちょっと背骨のところに肉がたくさん付きすぎだな。まぁ背骨のところさえ切り取れてれば少々歪いびつでもいいか。

　まずはホイル焼きだ。アルミホイルにバターを塗って玉ねぎを敷いたら、その上に適当な大きさに切ったキングトラウトを載せて軽く塩胡こ椒しようを振る。

　その上にしめじ、えのきを載せたら軽く酒を振りかけて、バター一かけを入れてアルミホイルを閉じる。そして焚火の端っこで蒸し焼きに。

　次はムニエルだ。

　キングトラウトの切り身に塩胡椒を振って少し置いてから水気を拭き取り、そうしたら小麦粉を薄くつけて両面をフライパンで焼いていく。

　お、バイオレットトラウトも焼けたみたいだし、ホイル焼きもパンパンに膨らんでいい具合に蒸し焼きになってるな。

　こんがり焼き上がったバイオレットトラウトから枝を取り外して皿に並べていく。

　ホイル焼きはホイルを広げたらポン酢をかけて出来上がりだ。

　今日の気分でポン酢にしてみた。

　ちなみにホイルを閉じる前に醬しよう油ゆをかけてバター醬油も美味いし、塩胡椒だけでも美味い。

　焼き上がったムニエルを皿に並べてネットスーパーで買った出来合いのタルタルソースをかけて完成だ。定番のバター醬油のムニエルもいいが、ホイル焼きでバターを使ったからタルタルソースにしてみた。

「フェルできたぞー」

　そう声を掛けるとフェルがすっ飛んできた。

　こんがり焼けたバイオレットトラウトにかぶり付く。

『うむ、うむ、久しぶりの魚美味いぞ』

　それは良かった。さて、俺も食うか。

　お供はこれだ、ネットスーパーで見たら久しぶりに飲みたくなってつい買ってしまった缶ビール。

　酒はそれほど好きというわけではないのだが、たまに飲みたくなるんだよね。

　こんがり焼けたバイオレットトラウトは皮もパリッとして美味い。ホイル焼きもキングトラウトときのこの旨うまみが合わさったところに、さっぱりとしたポン酢がよく合う。

　ムニエルは、たんぱくな白身のキングトラウトにタルタルソースが相性抜群だ。

　我ながらなかなかいい出来だな。ビールにもよく合う。

　グビリ、ビールうめぇ。久しぶりの魚もうめぇな。

『もうない、おかわりだ。この銀色のに包まれたやつと、この白いのがかかっているものがいい。この白いのは不思議な味だが美味いな』

　あー、へいへい。ホイル焼きとムニエルだね。

　フェルはタルタルソースが気に入ったのか。タルタルソース美味いからな。

　俺はビールをちびちび飲みながら追加のホイル焼きとムニエルを作っていく。

　ホイル焼きはバター醬油と塩胡椒のものも作り、ムニエルはタルタルソースが気に入ったようだからそのままでいいか。

　おかわりをどんどん作って出していく。

『ふぅ、久しぶりの魚は美味かったぞ』

　フェルも肉が一番好きだけど、魚も大丈夫みたいだから、これからは時々魚も出すようにしよう。

　幸い今日獲った魚がたっぷりあるし、大物も一匹いるしな。

　あれは次に冒険者ギルドに行ったときにでも解体してもらうことにしよう。
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「ストーンバレットッ」

　小さい石の礫ストーンバレツトが１個だけヒュンッと飛び、20メートルくらいで失速してポトリと落ちた。

　…………ガックリ。

　今は土魔法の練習をしているのだが、なかなか上手くいかない。火魔法はファイヤーボールもそこそこ撃てるようになったから、他の魔法ができないかと試していた。

　水魔法といえばこれかなと「ウォーターボール」と唱えてみるが何の反応もなかった。

　次に風魔法といえばこれかなと「ウィンドカッター」と唱えてみるが、これも何の反応もなし。

　最後に土魔法といえばこれかなと「ストーンバレット」と唱えてみると、小さなそれこそ砂かと思うような石が突き出した手の平の上にあった。

　土魔法の適性があったと喜んでいたら、一連を見ていたフェルに『フスンッ』とまた鼻で笑われた。

　クソーッと思って、ここのところ土魔法の練習に力を入れているのだが、これがまた上手くいかない。何でだかわからんけどさ。

　魔力を体に巡らせることは上手くいっていると思うんだけどなぁ。

　試しにファイヤーボールを撃ってみると上手くいった。

　何でストーンバレットは上手くいかんのか……。

　ショボいけど発動はしてるみたいだから、何度も繰り返し練習するしかないか。

『お主は覚えが悪いな』

　ぐぬぬ、みんながみんなお前みたいなチートだと思うなよ。

『また実戦してみたらどうなのだ？　前もそれで火魔法が上手くできるようになったではないか』

　フェルのその一言でゴブリンの集団を思い出した。

　悪夢だ悪夢、ブルル。

「冗談言うな。またあんなのなんてゴメンだ」

　確かにファイヤーボールはできるようにはなったけど、ゴブリンの集団の中に一人置いてかれた恐怖は相当なもんだったんだからな。

『だが、このままではいつまでたっても土魔法ができぬではないか』

　ハァ、だから天才肌のヤツは嫌なんだよ。

　何事もやってすぐにできるようになるなら誰も苦労しないって。

　俺みたいな凡人は、とにかく練習あるのみだな。
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　夕食も済んでもうそろそろ寝ようかと俺とフェルの寝床を用意していると、いつの間にかそれが足元にいた。

「うおっ」

　ぷるぷるとした半透明のサッカーボール大の物体がゆっくり動いていた。

「……これって、スライムか？」

『そうだな』

「え、フェル、結界張ってるんだよな？」

『もちろん張っている。結界を張ったときに既にいたのかもしれん』

「結界張ってるのに魔物がいるって結界の意味なくないか？」

『フンッ、そのような雑魚にもならん矮わい小しようなものにそれほど恐れる必要があるのか？　お主は本当に気弱なのだな』

　どうせ俺はへタレですよ。

　それにしても、雑魚にもならん矮小なものってスライムってそんなに危険じゃないのか？

「スライムって攻撃してこないのか？」

『上位種なら攻撃してくることもあるが、その程度のスライムはただ捕食するのみだ。それにその大きさからみるに、まだ生まれて間もないスライムだろう』

　なるほど、スライムっていえば雑魚魔物扱いだったけど、この世界でもスライムは最底辺の魔物なんだな。

　攻撃はしてこないのか？　俺は興味から足元にいたスライムを指で突つついてみた。

　プルプル。

　少しひんやりしたそれがプルプル震えるさまはゼリーみたいだ。

　それが面白くて指でツンツンしてたら、スライムが恐る恐るという感じで俺の指を触手でツンツンしだした。

　なんか、かわいいかも。

　それにしても随分と人懐っこいスライムだな。

「なぁフェル、スライムってこんなに人懐っこいもんなのか？」

『それは生まれて間もないスライムだからだろう。普通は人でも魔物でも同族以外の姿を見たら隠れるか逃げるかする』

　なるほど。生まれて間もないスライムか、ステータスはどうなってるんだ？

　足元の人懐っこいスライムを鑑定してみた。





【名　前】-----

【年　齢】３日

【種　族】ベビースライム

【レベル】１

【体　力】２

【魔　力】１

【攻撃力】１

【防御力】２

【俊敏性】２

【スキル】-----
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　…………弱っ。

　年齢３日って本当に生まれて間もないんだな。種族もベビースライムになってるし。

　これからだんだん成長してベビースライムからスライムになって、って感じで進化していくんだろうな、きっと。

　でも、今のベビースライムのままじゃ弱過ぎてすぐに他の魔物にやられそうだ。

　こいつ人懐っこくてけっこうかわいいのに……。

　せめて餌だけでもあげときたいな。

　スライムってとにかく何でも食うみたいな感じで描かれるけど、本当にそうなのかな？

「なぁスライムって何でも食うのか？」

『そこら辺の小石でも食うぞ』

　小石でも食うのか、まさに何でもありの雑食だな。

　それなら、あれもいけるか？

　そう思って俺はアイテムボックスの中に溜ため込んでいたものを取り出した。

　ネットスーパーで買ったいろんなものから出たゴミだ。

　ダンボールはフェルと俺の布団の下に敷くから活用しているのだが、それ以外のゴミがね……。

　野菜が入っていたビニール袋やらインスタントスープの箱、調味料が入っていたビン、空き缶やペットボトル諸もろ々もろけっこう溜まっていたのだ。

　試しに空き缶をスライムの前に置くと「いいの？」という感じで触手でツンツン突いた後に体内に取り込んでいく。半透明の体内に取り込まれた空き缶はあっという間に消化されていった。

「おお、すごいなっ」

　スライムがもっとという感じに俺の足に触手を巻きつけてくる。

「もっとか、ちょっと待ってろ」

　俺は溜まっていたゴミをどんどんスライムの前に置いた。

　スライムはゴミをどんどん体内に取り込んで消化していく。

「おおーすっからかんだ。溜まってたゴミがきれいになくなったぜ」

　スライムは溜まっていた異世界のゴミを全部食ってしまった。

　正直言うと異世界のゴミの処理には困ってたんだよな。

　そこら辺に捨てていくわけにもいかないから、今までアイテムボックスの奥に放置してたんだ。

　それを考えるとこのスライムいい仕事するな。

「おまえ、すごいな」

　そう言うとスライムが、スーパーボールみたいにポンポン跳ね始めた。

「ん？　お前俺の言うこと分かるのか？」

　ポンポン跳んでいたスライムが俺の胸に飛び込んできた。

「うおっと」

　腕で支えながらスライムを抱きとめると、スライムが満足そうにプルプル震えた。

「お前、スライムなのにホント人懐っこいなぁ」

　そう言いながらスライムを撫なでてやった。

『おい、そいつ、お主の従魔になっているぞ』

「…………へ？」

『そのスライムがお主の従魔になったと言っているのだ』

「え？　だって従魔契約なんて結んでないぞ」

『そのスライムがお主の従魔になってもいいと考え、お主がそれを受け入れれば契約は成立する』

「へ、そ、そんな受け入れてなんてないぞ」

『お主が何と言おうと既に契約は成立している。ステータスを確認してみたらいい』

　フェルにそう言われて自分のステータスを確認してみると……。





【名　前】ムコーダ（ツヨシ・ムコウダ）

【年　齢】27

【職　業】巻き込まれた異世界人

【レベル】３

【体　力】１１０

【魔　力】１１０

【攻撃力】83

【防御力】82

【俊敏性】78




【スキル】鑑定　アイテムボックス　火魔法




従魔（契約魔獣）　フェンリル　ベビースライム




【固有スキル】ネットスーパー






　うぇっ？　いつの間にか従魔契約してベビースライムが増えてるっ。

　名前はスイと呼ぶことにした。センスないとかのツッコミは一切受け付けないぜ。





◇　◇　◇　◇　◇






　スイが俺の従魔になって数日。

　今のスイのステータスはこうだ。





【名　前】スイ

【年　齢】６日

【種　族】ベビースライム

【レベル】８

【体　力】24

【魔　力】21

【攻撃力】18

【防御力】20

【俊敏性】21

【スキル】-----






　なんかレベルがめっちゃ上がってるんだよ。

　多分異世界のゴミを食った影響だと思うんだけど……。

　ネットスーパーで買った物を使ってどうこうっていうのはないから（例えば布団を使って寝たら体力が上がったとか魔力が上がったとかね）、異世界のものを体内に取り込むことで何らかの影響があるんだと思う。

　ちなみにあの時間制で体力とか魔力とかがプラスになるやつはスイには発揮されてない。

　考えるに、スイは元々が弱っちかったから全体的なレベルが上がったんじゃないかと思ってる。

　で、ある程度レベルがあるやつは時間制で体力とか魔力とかがプラスになるとかさ。

　それじゃなきゃ、食材かそうじゃないかの違いでレベルが上がるのかだよな。

　だけど、それを検証すんのはけっこう難しい。

　だってさ、ゴミを食うのなんてスライムくらいだろ。

　スライムを見かけたら試してみたいんだけど、スライムを全然見かけないんだよ。

　フェルに聞いてみたら、上位種じゃない限りはスライムは弱いから基本隠れるか逃げるかだからあまり見かけないんだとさ。

　まぁスイがレベルアップするのは悪いことじゃないからいいんだけど。

　スイはマジでありがたい存在だし。

　ゴミは食ってくれるし、食器類もきれいにしてくれるんだぜ。最初は皿まで消化しちゃったけど、皿は食わないで汚れだけって言ったら、ちゃんと汚れだけ落としてくれる。

　スイのおかげでフライパンにこびりついた汚れもへっちゃらだぜ。

　今までは食器類を洗うのにネットスーパーの洗剤を使ってたんだけど、あれだと泡を洗い流すのにけっこう水を使うからな。近くに川とかの水場があればいいんだけど、そうじゃないときはけっこう大変だったんだ。

　それがスイのおかげで水も少量で済んでいる。

　異世界のゴミも喜んで食ってくれるし、スイはマジでいい子や。

　そのスイの定位置は、すっかり忘れられた存在になっていたレイセヘル王国の王都の服屋でもらった（スーツを売った店だ）布製の肩掛け鞄かばんの中だ。この場所が気に入ったのか大人しくしている。

　そして俺はフェルの背の上。ただいま森の中を絶賛爆走中だ。

　それでも、前に比べたらスピードを落としてくれてるからいいんだけど。

「フェルー、日も落ちてきたし、今日はこの辺で野営にしないか？」

　フェルに声をかけると、フェルがスピードを落とし止まった。

『肉がいい』

　はいはい。





◇　◇　◇　◇　◇






　フェルにたっぷり肉を出してやり、俺は野菜もとりつつ、スイは異世界のゴミで夕食を済ませた。

　夕食後ではあるが、何な故ぜか無性に甘い物が食いたくなった。

　時々無性に甘いものが食いたくなるときがあるんだよな。

　ネットスーパーで物色すると、美味そうなものがあった。

「どら焼き美味そう」

　そう呟つぶやくと、フェルがのそりと立ち上がってこっちに来た。

『美味そうとは何だ？　一人で食うなど許さんぞ』

　へいへい、ってフェル甘い物大丈夫……愚問でしたな。

　菓子パンあんだけ食ってるんだから甘い物がダメなわきゃないな。

　スイもプルプル震えて食いたそうだ。

　俺とスイは１個ずつでいいだろ、フェルは５個くらいはペロッといくな。

　どら焼き７個と和菓子を食うならお茶も欲しいなとティーバッグ式の緑茶も購入。

　どら焼きを袋から出して皿に並べてフェルに出してやる。

　スイにはどら焼きを袋から出してどら焼きと袋を目の前に並べてやる。

　俺はお湯を沸かしてまずはお茶の用意だな。

「どら焼きうめぇな。ズーッ、お茶もうめぇ。やっぱ和菓子には緑茶だな」

『おおっ、この周りの皮と中の黒いのが合っている。美味いぞこれは』

　思ったとおり、フェルはどら焼きをペロッとたいらげた。

　スイも興奮したようにプルプルプルプル震えていたから美味かったんだろう。

　ちゃんと袋も（俺とフェルの分のどら焼きの袋もな）食ってた。

　うーむ、寝る前の甘い物は罪悪感があるがこの上なく美味いな。





◇　◇　◇　◇　◇






「ふぁ～あ」

　布団から這はい出すと、スイも一緒に起きだした。スイは俺の布団で一緒に寝ているのだ。

　初日に俺の布団の中に入り込んできてから気に入ったのか、俺が布団に入るとスイもすぐに入り込んでくる。

　いつもは俺と同じくらいに起きるフェルが、既に起きていた。

　ん？　何かいつもと様子が違うな。

「おい、腹でも壊したか？」

『腹など壊しとらん。そもそも我が病気になることはない。まったくそんなことはどうでもいいのだ。お主に大事な話がある』

　フェルが改まってというか神妙な声でそう言うから、俺も居住まいを正した。

『昨夜、風の女神ニンリル様から神託が下った』

　は？　神の加護があると、そういうこともあるのか？

　フェルに聞いてみると、神の加護があると時々そういうことがあるらしい。

　フェルの場合は寝ているとき夢にニンリル様が出てくると言っていた。

『ニンリル様の神託なのだが、お主に関係があるのだ』

　ほえ？　俺にか？

『ニンリル様の寛大なご配慮により、お主に加護を与えてもいいということだった。ただし週に一度、異世界の甘味を祭壇に供え祈りをささげよとのことだ』

　…………何故に異世界の甘味？

　まさか、女神様が俺たちの旅を見てて菓子パンやらどら焼き食ってたの見て食いたくなったとか？

　いやいや、いくら何でもそれはないか。

『此こ度たびのことは、お主の神の加護がほしいという思いを汲くんでのニンリル様の慈悲なのだが、さすがに我のような加護は与えられないとのこと。だが、神の加護（小）ならば、週に一度異世界の甘味を祭壇に供え祈りをささげることにより与えることは可能とのことだった』

　……これってやっぱ甘味食いたいだけか？　女神様、何やってるんですか？

『神の加護（小）とはいっても、即死効果のあるものや余程強い呪術でもない限り状態異常無効化の力は発揮されるし、魔法の発動が良くなるそうだ』

　へ、そうなん？　即死効果や強い呪術には効かないにしても、状態異常無効化と魔法の発動が良くなるって、いい事尽ずくめじゃないか。加護をもらう俺が言うことじゃないけど、こんなんで加護もらっちゃって本当にいいんですかい？

『これはニンリル様のお慈悲だ。心して受けよ』

　ははー。

　神の加護（小）がもらえるならば、甘味でも祈りでもささげるぜ。状態異常無効化と魔法の発動が良くなるなんて、俺としちゃありがたいとしか言いようがないもんね。

「もちろん神の加護がもらえるなら、お供えもお祈りもするよ。でも、祭壇に供えてって祭壇なんてないけどどうするんだ？」

　だって俺たちは旅の途中だぞ。

　週一でお供えとお祈りしなきゃならんのに、神殿なんていつでも近場にあるわけじゃないだろう。

『祭壇などは何でもかまわん。極端な話、そこにある石を祭壇に見立てても良いのだ。一番大事なのは気持ちを込め祈ることなのだ。目を閉じてニンリル様に感謝の気持ちを込めて祈れ。さすればニンリル様に祈りが通じる』

　ほうほう、なるほど。

　では早速ニンリル様にお供えものとお祈りをしてみますか。

　えーと、祭壇は何にするかな……。あ、ダンボールでいいや。

　これならアイテムボックスにいつでも入ってるし。

　畳む前のダンボール箱の底を上にして、これを祭壇にしよう。

『言い忘れてたことがある。最初の供物としてあんぱんとジャムパンとクリームパンをニンリル様はご所望されている』

　女神様、神託でリクエストまでするとは……、やりおるな。

　女神様、菓子パン食ってた頃から見てたのか。女性は甘い物に目がないからなぁ。

　会社の女性たちも甘い物は別腹だって公言してたもんな。（遠い目）

　おそらく俺らが菓子パン食ってるの見てどうしようと思いつつも我慢したけど、昨日のどら焼きで我慢できなくなったんだろうなぁ。

　ネットスーパーであんぱんとジャムパンとクリームパン、これのお供えについでにコーヒー牛乳も購入した。ダンボールの祭壇にあんぱんとジャムパンとクリームパンとお供えのコーヒー牛乳をお供えしていく。

　お供えというよりこりゃ貢物だな。

　それから目を閉じて手を合わせてお祈りする。

「風の女神ニンリル様、ご希望のものをお供えしました。これに合うコーヒー牛乳もどうぞ。どうか私に神の加護をお与えください。よろしくお願いいたします」

　目を開けると、ダンボールの祭壇にあったあんぱんとジャムパンとクリームパンとお供えのコーヒー牛乳が姿を消していた。

　おわっ、消えとるよ。

　異世界の神様がどんな仕様なのかわからんけど、どうやら受け取ってもらえたようだ。

　これで俺にも神の加護がついてるか？

　ステータスの確認をしてみると……。





【加　護】風の女神ニンリルの加護（小）






　最後に加護が増えて風の女神ニンリルの加護（小）が付いていた。

　神の加護ありがたや。ニンリル様ありがとう。







[image: ]







　今度はどら焼きを貢ぎます。

　神の加護（小）ゲットしたぜ。





◇　◇　◇　◇　◇






　スイのレベルアップの検証をするためにスライムを探していたのだが、ふと思った。

　食材かそうじゃないかの違いでレベルが上がるのかってことなら、普通に食材食わせてみれば分かるはずなんじゃねぇのってな。

　いやー異世界のゴミばかり食わせてたから、こんな単純なこと見逃してたよ。

　バカだよなぁ。

　考えてみたらスイはどら焼き普通に食ってたよ。何でも食っちゃう雑食なんだから当然だわな。

　あんときに気付いてれば良かったんだけど、普通過ぎてスルーしてたぜ。

　そういうことなので、スイの検証のために今日の食事はスイの分も作ることにした。

　いつも食ってもらってる異世界のゴミは保管しておいて、明日食ってもらうことにしよう。

　まずは食材を食う前のスイの鑑定をしておく。





【名　前】スイ

【年　齢】８日

【種　族】ベビースライム

【レベル】10

【体　力】28

【魔　力】27

【攻撃力】25

【防御力】28

【俊敏性】27

【スキル】-----






　スイってばもうレベル10じゃんか。

　ステータス自体はまだまだ弱っちいけど、レベル上がるの早すぎだぜ。

　これが食後にどうなるか、お楽しみだな。





◇　◇　◇　◇　◇






　今日は、米によく合うものを仕込んでおいたからそれを料理しようと思う。

　作るのは豚の味み噌そ焼き丼。昨日のうちにオークの肉を仕込んでおいたのだ。

　オークの肉を厚めに切って味が染み込むようにフォークで少し刺しておく。

　味噌、酒、みりん、砂糖で味噌ダレを作ったら、ジッパーのついたビニール袋にオークの肉を入れて味噌ダレを入れてあとは味が染み込むまで置いておく。

　ちなみにこのタレにお好みでおろしニンニクとかおろし生しよう姜がを入れても美味いぞ。

　アイテムボックスに入れてあるから時間経過はしてないけど、アイテムボックスに入れる前に仕込んで２時間くらい置いてあったからちゃんと味も染み込んでると思うぞ。

　肉を焼く前に飯を炊いておかねばなと、いつものように土鍋で炊いていく。

　そしてこれが大事。肉の下に敷くキャベツだ。

　これがあるとこってりした味噌味にさっぱりさを加えてくれるのだ。

　キャベツは千切りに。たまに太いのがあるのはご愛あい嬌きようだな。

　メインのオークの肉をフライパンで焼いていく。味噌は焦げやすいから注意だ。

　米が炊けたら丼によそって、その上に千切りのキャベツを敷いていく。

　そして食べやすいように切ったオーク肉の味噌焼きを載せて完成だ。

　フェル用には丼じゃなく深めの皿に用意した。

「フェル、スイ、飯だぞ」

『おお、これは食欲をそそる匂いだな』

　食欲をそそるって、フェルはいつだって食欲湧きまくりだろ。

　いつものごとくフェルはガツガツ食い始める。

「スイも今日はこれ食っていいぞ。ただこの器は食ったらダメだからな」

　俺がそう言うとスイはプルプル震えたあと丼を取り込んでいった。

　それでは俺もと食い始める。

　相変わらずオーク肉美味いぜ。どうしてあれがこんなに美味いのか、まったく異世界の不思議だな。味噌もいい感じに染み込んで美味い。肉でキャベツと米を巻いて食うと最高。

『おかわりだ。肉を多めにしてくれ』

　はいはいって、やっぱ肉なんだな。

　フェルのおかわり豚の味噌焼き丼（肉多め）を作って渡す。

　スイももっと食べたそうにしてたから、おかわりを作ってやった。

　味噌焼きはフェルにもスイにも好評のようだ。

　味噌ダレにおろしニンニクやおろし生姜を入れたり、砂糖の代わりにはちみつを使ったり、塩麴こうじを入れるのも美味くなるみたいだから、今度また作ってみよう。

　今回はオーク肉を厚めに切ったけど薄切りで試しても美味そうだな。

　よし、また味噌ダレで仕込んでおこう。

　さてと、食材だけ食ったスイのステータスはどうなってるかな？

　満足そうにポヨポヨ揺れているスイを鑑定してみる。





【名　前】スイ

【年　齢】８日

【種　族】ベビースライム

【レベル】10

【体　力】28（＋１）

【魔　力】27

【攻撃力】25

【防御力】28（＋１）

【俊敏性】27

【スキル】-----






　おっ、プラスが付いてる。

　ということは、食材が時間制でステータス値を上げて、食材じゃないものはレベルが上がるってことか。でも、これって誰得？

　そもそも食材以外を体内に取り入れることができるのってスライムくらいじゃね？　ってことはスライム得？　スライムだけレベル上げ放題って、なんじゃそれ。よく分かんない仕組みだよなぁ。

　そもそもが異世界のものだから、仕組みとか何とかじゃなくこっちの世界きたらそうなっちゃいましたってなことなのかもしれないけどさ。

　まぁ、何にしろスイだけは簡単にレベル上げできちゃうってことだな。

　今はまだ弱っちいけど、異世界のゴミをたんと食べてどんどんレベル上げていってほしいよな。

　そんでフェルとともに俺の安全に貢献できるようになってちょうだい。

　安全第一、これ大事。





◇　◇　◇　◇　◇






「ストーンバレットッ」

　ビュンッと小さい石の礫ストーンバレツトが１個飛んで行き、的にしていた木にカツンと当たった。

　急いで見に行くと、少しだが幹が抉えぐれていた。

「よっしゃ！　少しは良くなってきてるな」

　飛んでいくストーンバレットは相変わらず１個だけだが、前よりもスピードが速くなったおかげで威力も増している。

　これも風の女神ニンリルの加護（小）のおかげだろう。（小）だがいい仕事してくれるぜ。女神様様である。

　今はというと食後の小休憩中だ。俺はその時間を利用して土魔法の練習をしている。

　フェルは食事が終わるとすぐに『ちょっと気になることがある』と言って森の中に駆けて行ってしまった。すぐに戻るから心配するなって言ってたし、俺とスイの周りに結界も張っていってくれたからいいんだけどな。

　スイは俺の足元でプルプルしている。ちなみに着実にレベルアップしていて（なにせ異世界ゴミを食うだけでレベルアップだからな）今はレベル13になっている。

　どれくらいのレベルになったら進化するのか非常に楽しみだ。

　さて、土魔法の練習続けるぞ。やっぱり俺みたいな凡人は練習あるのみだからな。

「ストーンバレットッ」

　俺はしばらくの間土魔法の練習を続けた。

　ふー、疲れた。ちょい魔力を使い過ぎたかな。

　練習あるのみなのに、魔力を使い過ぎると疲れがドッと出るのも困りものだよな。

　もうちょっと魔力があるといいんだけど。まぁ、ない物ねだりしても仕方ない。

　疲れた時は甘い物だな。

　ネットスーパーで板チョコと缶コーヒーを買った。缶コーヒーはブラックだ。

　甘いのと苦いので、このチョコとブラックコーヒーの組み合わせが絶妙なのだ。

　チョコレートを食っていると、スイが足にまとわりついてきた。

「何だ、スイも食いたいのか？」

　そう聞くとスイがプルプル震えだした。

　半分に割った板チョコをスイの触手に持たせてやるとすぐに食い始める。

　板チョコがスイの中で一瞬で溶けた。スイは板チョコが気に入ったようで、プルプル震えてもっともっとと言うように体を俺の足にこすりつけてくる。

「おまえ、おねだりが上手いな。ちょっと待ってろ」

　スイのために板チョコを追加で購入する。

　スイに板チョコをやると、プルプルプルプル震えながら美味そうに食っている。

　俺もスイには甘いな。こいつ人懐っこくてかわいいからついついね。

　それにしても、フェル遅いな。すぐに帰ってくるとか言ってたけど、大分時間経たってるよな。

　それから魔力の回復も兼ねてスイとまったり過ごしていると、しばらくしてフェルがようやく帰ってきた。

「遅かったな、フェル。何かあったのか？」

『大丈夫だ。たいしたことではない。ん？　スンスン……』

　フェルが俺とスイの周りを鼻でクンクン嗅ぎだした。

「な、何だよ？」

『お主ら、我のいないところで何か美味いものを食わなかったか？』

　ギクッ。

　チョコレートのことだよな。そんなにチョコの甘い匂いするか？

「い、いや、別に」

　そういうと、フェルがジトーッとこっちを見てくる。

『我の鼻は誤魔化されんぞ』

　ぐっ……。くそう、バレてるか。

　やっぱり犬だか狼おおかみだかそっち系統のフェンリルの嗅覚は鋭いな。

「俺とスイでチョコレートっていうお菓子を食ってたんだよ。魔法の練習して疲れてたからな。疲れたときには甘い物がいいんだ」

『我も走って少し疲れたから、そのチョコレートとやらがほしい』

　何が疲れただ。お前みたいなステータスの数値がほとんどカンストに近い輩やからがちょっと走ってきただけで疲れるわけないだろうが。

『お主とスイだけが食い、我だけ食えないというのはズルいぞ』

　うっ、それを言われると……。あーもう、わかりましたよ。

　フェルのジト目に負けて、ネットスーパーで板チョコを買った。スイも欲しそうにこっちを見てたから（実際に目はないのだがそんな感じなのだ）スイの分も買ってやる。

「ほら、これがチョコレートだ」

　包装を剝むいた板チョコを差し出すと、フェルがバリバリ食べだした。

『むっ、これは初めて食べる味だな。嫌いではないぞ』

　はぁ、そうですかって、こいつ板チョコ10枚ペロッと食っちまった。

　そんなに食って虫歯にって、ああ、状態異常無効があるから虫歯にもならないんだったな。いいよなぁって、そう言えば俺も（小）ではあるけど神の加護があるから虫歯にならないんだよな？

　まぁ、甘い物食うって言ったってフェルみたいな量食うわけじゃないけど。

　ちなみにスイも喜んで板チョコを食っていた。

『そなた、妾わらわは風の女神ニンリルじゃ。今すぐちょこれーととやらを供え祈るのじゃ。あ、どら焼きも一緒に供えるようにするのじゃ』

　頭の中に女性の声が響いた。

　フェルとの念話に似ているけど、それよりもはっきりと声が聞こえた。

　ニンリル様だって言ってるけど…………これって甘味のおねだりだよな？

　これが神託なのか？

『そうじゃ。神託なのじゃ。早くするのじゃ』

　何その催促。女神様、お菓子のおねだりに神託って…………神様としてそれでいいのか？

　言っちゃ悪いけど、ダメダメな女神様だなぁ。威厳もへったくれもないよ、これ。

『うるさいのじゃ。神だって楽しみが必要なのじゃ』

　うわっ、本音炸裂だよ。まったくしょうがない女神様だな。

　フェルから「甘味を供えろ」って神託があったって聞いたときから、ちょっと残念な女神様かもとは思ってたけどさ。てか神様特権で異世界からお取り寄せとかできないのかな？

　そうすれば俺にお供えしろとか言わなくて済むじゃんな。

　まぁ加護をもらった手前お供えはするけどさぁ。

　俺は女神様のためにネットスーパーで板チョコとどら焼きを買った。

『ん、何だ？　もっとくれるのか？』

「違う違う、これはフェルのためじゃないよ。今、ニンリル様から神託がくだったんだ。チョコレートお供えして祈れってさ」

『ぬ、そうなのか。ニンリル様の神託とあらばしっかり祈れ』

　俺はダンボールの祭壇にチョコとどら焼きを供えて祈った。

　目を開けると板チョコとどら焼きは消えていた。

『ぐっじょぶじゃ』

　何がグッジョブだよ。そんな言葉どこで覚えて来るんだよ。ホント残念女神だな。

『よし、祈りは終わったな。では、行くぞ。早く乗れ』

「分かったけど、何か急ぐ用でもあるのか？」

『い、いや別にないぞ。それより、お主の土魔法はどうなんだ？』

　あれ？　今何か誤魔化された？

「相変わらず小石１個飛ぶだけだけど、ニンリル様の加護のおかげか威力は強くなったんだぜ」

『ストーンバレットとは礫つぶてをいくつも飛ばす魔法のはずだろう。それが相変わらず１つしか飛ばせないとは……』

　ぐぬぬ、しょうがねぇじゃねぇか、飛ばないんだから。

『これは、やはりあそこへ連れて行くしかあるまいな』（フェル小声）

「ん？　何か言ったか？」

『何でもない。それより早く乗れ』

「はいはい。スイも鞄に入ってるな。おし、いいぞ」

『では、行くぞ』
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　ここは神界。

　神の住む世界である。

　風の女神ニンリル、白銀の長い髪にどこまでも澄んだ青い目の女神の名に相応ふさわしい神々しいまでの美女である。

　ニンリルは自分の宮で、神力を込めると異世界や下界を見ることができる水鏡の前にいた。

「ぬおーっ、あ、あれは、夢にまで見たあんぱんではないかッ」

　妾わらわが神力を使って初めて地球という異世界を覗のぞいたときに人間があれを美お味いしそうに食していたのじゃ。

　覗き見た人間が「美う味まい美味い」と言うて食する姿が強く印象に残り、どのような味なのだろうと思うていた。

　あんぱん……。甘いということだけは分かっているのじゃ。

　甘味なぞなかなか口にできないゆえ、余計に興味をそそられた。

　だが、神力で異世界を見ることはできても物を手に入れることまではできぬ。

　妾の世界ではないゆえな。

　神には神の決まりごとがあるのじゃ。

　他よ所その世界を見ることはできても、手出しは無用なのじゃ。

　だから妾があんぱんをいくら欲しようとも手に入ることなどないと思うておったのに……。

　妾の加護を与え眷けん属ぞくとしたフェンリルをたまたま覗いてみれば、いつの間にか人間と従魔契約なぞ結んでおった。

　何な故ぜ人間などと従魔契約を結んだのかと思えば、フェンリルが契約を結んだ相手は異世界人であった。

　しかも地球の人間だったのじゃ。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな『ねっとすーぱー』なるスキル持ちじゃった。

　何やら異世界である地球の食材やらを召喚できるスキルらしいことは分かったのじゃ。

　それを知ってしまったら異世界人とフェンリルの一行が気になり、ちょくちょく覗くようになっておったのだが……。

「まさか、あんぱんを召喚できるとは。しかもあのように大量に……妾も食してみたいものじゃ」

　しかし、妾の世界だからといってそうそう手を出すことは許されぬ。

　他の神にも示しがつかんからのう。

　だが、あんぱん…………。

　ぐぬぬ、ここは我慢なのじゃ。

　でも、あんぱん…………。
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　いつのもように下界を覗いていると、妾の加護を与え眷属としたフェンリルが美味しそうな甘味を食しておった。

「な、何なのじゃ、あ、あのどら焼きとはっ。この間もあんぱんを食していたのにズルいのじゃ。妾も食べたいのじゃ、食べたいのじゃ、食べたいのじゃーっ」

　妾は甘い物が大好きなのじゃ。

　でも、妾のいるこの世界では、甘味というものは限られておるのじゃ。

　何せ、甘味といえば干した果物かハチミツくらいなもの。

　それをあやつ等らは…………。ズルいズルいズルいズルいズルいのじゃーっ。

　妾も甘味を食べたい。

　あ、フェンリルは妾の加護を与え眷属とした者。

　そのフェンリルの主あるじとあらば、妾に供えと祈りをささげてもおかしくないのではないか？

　うんうん、そうなのじゃ。

　異世界人は神の加護が欲しいと抜かしておったから、妾の加護（小）でも与えてやればグズグズ言うこともあるまい。

　妾は早速フェンリルに神託を与えて異世界人に妾に供えと祈りをささげるよう申し伝えた。

　供えは週に一度じゃ。

　あまりに多いと他の神にバレる恐れがあるからな。

　バレたら大変なのじゃ。

　女神仲間の火の女神や水の女神、土の女神には甘味をよこせと言われるだろうし、戦神や鍛冶神は異世界の酒をよこせと言うはずじゃ。

　あの『ねっとすーぱー』というものでは異世界の酒も買えるようじゃからのう。

　バレたら集られるに決まっておるのじゃ。

　それかあの異世界人に加護を与えて自分も甘味や酒を手に入れようとするはずじゃ。

　そうなったら妾の分が目減りするかもしれないではないか。

　ブルル……。バレぬよう気を付けねばならんのじゃ。

　お、フェンリルが妾の神託を異世界人に伝えておるな。

　ふむふむ、やはり妾の加護（小）が効いたようじゃ。

　最初の供えはあんぱんがいいのじゃ。

　それからあやつ等があんぱんと共に食していたじゃむぱんとくりーむぱんも供えるよう申し伝えてある。

　おお、早速妾に供え祈りをささげておるのう。

　では……。

　神力で供えであるあんぱんとじゃむぱんとくりーむぱんと異世界人がなにやら一緒に供えたこーひーぎゅうにゅうという飲み物を神界へと転送じゃ。

「おおっ、こ、これが夢にまで見たあんぱんなのじゃな。それにじゃむぱんとくりーむぱんもあるのじゃ」

　どれ早速あんぱんを一口。

　むはー、美味しいのじゃ美味しいのじゃ美味しいのじゃーっ！

　この黒いのは甘く煮た豆なのか？

　これが程良い甘さで何とも言えないのう。

　この甘い豆をパンで包むとは……、このあんぱんというものを作った者は天才じゃな。

　うんうん。

　む、異世界人が供えたこーひーぎゅうにゅうというものも飲んでみるのじゃ。

　何々、これをこーして刺してと。

　チューチュー。

　むむ、これは、ほんのり苦い甘い飲み物でこのあんぱんによく合うのじゃ。

　異世界人よくやったのう。

　褒めて遣わす。

　次はじゃむぱんじゃな。

　むほー、このじゃむぱんも美味しいのじゃーっ！

　赤い果実を煮たものが甘酸っぱくてとても良い。

　それをパンで包むなど、このじゃむぱんを作った者も天才じゃ。
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　美味しいのう、美味しいのう。

　はっ、もうないのじゃ。

　まだ食べたいから、次のくりーむぱんも食するのじゃ。

　むっはー、このくりーむぱんも美味しいのじゃーっ！

　この乳を甘く煮詰めたものが濃厚な味わいで良い。

　これをパンで包むなど、このくりーむぱんを作った者も天才じゃ。

　美味しい、美味しいのう、全部美味しいのじゃ。

　このあんぱんとじゃむぱんとくりーむぱんとこーひーぎゅうにゅうの組み合わせは最高なのじゃ。

　はわっ、ま、マズいのじゃ。

　ぜ、全部食べてしもうた。

　一つずつ大切に楽しみながら食していこうと思うておったのにーっ。

　それもこれもみんな美味しそうなのがいけないのじゃ。

　実際に美味しかったのじゃが……。

　これでは楽しみがなくなってしまったのじゃ。

　次の供えを待たなければならないとは、トホホなのじゃ。

　それもこれも異世界（地球）の甘味が美味しいのがいけないのじゃーーーーーっ。
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　フェルがいきなり止まった。

「おい、どうしたんだ？」

『降りろ』

　降りろっていうなら、降りるけどさ、飯の時間まではもう少し時間があると思うんだけど。

『実戦をするぞ』

　は？　いきなりなんなの？

『お主、火魔法のときは実戦を踏んで上う手まくできるようになっただろう。次は土魔法のためにやるのだ』

　やるのだって、何勝手に決めちゃってるんですか？

「何を勝手に決めてんだよ。俺、やらないからな」

『いいや、やるのだ。このままだと土魔法の習得がいつになるやらわからんだろう。無駄に時間をかけるより一度の実戦が功を奏する。火魔法で証明されているだろう』

　くそう、俺だってがんばってるんだぞ。なかなか成果がでないのが悲しいところだけどさ。

　火魔法のことがあるから、フェルの言ってることも分からなくはないんだけどさ、いきなりってゴブリンの集落に連れて行かれるとかは止やめてほしいわけ。

「やるやらないは別として、何させようと思ってるんだ？」

『あれだ』

　そう言ったフェルが見ている方を見ると、洞窟が口を開けていた。

「洞窟が何だよ？」

『あれはただの洞窟ではない。ダンジョンだ』

　…………は？

　ダ、ダンジョン？　ダンジョンって、あのダンジョンか？　な、何でこんな森の中にあるんだ？

『まだできたばかりの若いダンジョンだ。魔素が濃い場所に時々こういうものが自然にできるのだ』

　魔素というのはその名のとおり魔力の素もととなるものなのだそう。

　その魔素を取り入れて魔力に変えて魔法を使うということだ。

　分かったような分からんような。

　フェルが言うには、高ランクの魔物（魔石持ち）の亡なき骸がらがあったり、魔素が溜たまりやすい地形であったりすると、稀まれにダンジョンが生まれるらしい。

「いきなりダンジョンなんて、また無茶苦茶なこと言い出しやがって。ダンジョンなんて無理にきまってるだろうが。俺は入らないからな」

『無理ではない。中を調べたが出てきたのはスライムにホーンラビット、ゴブリン、コボルトとたいした魔物はいなかった』

　いやいやいや、俺からしたらたいしたことなくないからね。ってか、中を調べたって入ったのか？

　帰りが遅かったと思ったらダンジョンに潜ってたんだな。

『５階層と浅いダンジョンでお主のような初心者でも大丈夫だろう』

　５階層で浅いって、俺からしたら全然浅くないからな。ってか俺はダンジョンなんぞ潜らん。

『では、行くぞ』

「待て待て待てっ。行くぞじゃねぇよ。何普通にダンジョン入ろうとしてるんだよ。俺は行かないからな」

『まったく、なぜお主はそう腰抜けなのだ？』

　フェルさん、そこは腰抜けじゃなく慎重って言ってくれないかな。

「俺は慎重派なだけだ。いきなりダンジョンなんて無理過ぎだろうが」

『フンッ、物は言いようだな。お主のやり方で順調に魔法の習得ができれば我とて口出しはせん。しかし、お主のやり方では火魔法の習得でさえ怪しかっただろう』

　ぐぅ……、それは確かにそうかもしれないけど。

『分かったろう。我の言うことが正しいのだ。お主とスイには結界を張ってやるから心配はいらぬ。行くぞ』

　フェルは何としてもダンジョンに連れて行くつもりなんだな。それならば……。

「ちょっと待て。どうしてもダンジョンに行くならば、準備が必要だ」

　ここで活躍してもらうぜ、ネットスーパーさん。

　ネットスーパー（異世界）の食材でステータス値の底上げ作戦だ。

　怪け我がしたくないし死ぬなんてとんでもない。

　ダンジョンなんて未知の世界に入るんだから、少しでも強くなっておかないとな。

「フェルには言ってなかったんだけどさ、異世界の食材を食うと強くなれるんだよ」

『なぬ？』

　俺は、ネットスーパー（異世界）の食材を食うと時間制でステータス値が上がることをフェルに話した。よくは分かっていないが、食材の種類とか何の料理かとか食べる量によっても時間やステータスの何が上がるのかが違うことも説明した。

「ほら、前に異世界の食材でご馳ち走そうしただろ。そのときフェルが活力が漲みなぎるって言ってたじゃん。あのときはめっちゃ上がってて、こっちがびっくりしたぜ」

『ほう、そういうことだったのか』

　ネットスーパー（異世界）の食材を食うと調子がいいというのはフェルも感じていたみたいだ。

『ということは、異世界の食い物を食ってからダンジョンに入るということか』

「そういうこと」

　調理すると時間がかかるから、すぐ食える惣そう菜ざい類を中心にネットスーパーで購入していく。

　唐揚げ、コロッケ、メンチカツ、厚切りロースかつ、焼き鳥、酢豚、アジフライ、海鮮ちらし、スモークサーモンのマリネ、ポテトサラダ、ピザ、シュークリーム、ケーキ、etc....

　とにかく目に付いたものをどんどん購入していく。どれが何のステータス値を上げるかなんて分かってないから、とにかくいろんな種類を食ったほうがいい。とは言っても、いくらなんでも全部は食えないから全種類少しずつ食って、残りはフェルに食ってもらおう。

　残り物で申し訳ないけど、こういうことになったのもフェルのせいだしな。

　あ、スイにもあげないと。異世界ゴミでレベルアップはもちろん、ステータス値も底上げだ。

　あと飲み物も買ってと、よし、こんなもんかな。

　ネットスーパーで買った惣菜類を並べていく。異世界料理がてんこ盛りだ。

「どれが何のステータス値を上げるのか分からないから、俺はとにかく多くの料理を食わなきゃならない。でも、俺の腹にも限りがある。少しずつ食ってくから、残りはフェルとスイで食ってくれるか？　残り物で悪いとは思うけど、ダンジョンに入るためだからな」

『あい分かった』

　フェルさんや、涎よだれが垂れてるよ。スイも高速プルプルして興奮しないの。

　さて、食いますか。

　俺は一口食って残りをフェルに渡していく。惣菜が入っていた容器類はスイに。

「ああ、言い忘れてたけど、異世界の食材以外のものを食うとレベルアップするみたいだ。こういうのとか、こういうのな」

　惣菜の入っていた容器類を指しながらフェルに説明する。

『む、そうなのか。そうなると、スイはレベルアップし放題だな。異世界のものは不思議なのだな』

「不思議って俺がいた元の世界でだってそんなことはなかったんぞ。こっちにきたらこんなことになって、俺だって不思議だよ」

　本当にどんな原理でそうなってるか俺の方が聞きたいくらいだぜ。

　まぁ異世界転移だなんて摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象に遭ったんだし、何でもありの世界だな。

　どんどん食い進めていく。

　スイには容器類を食わせてレベルアップを図りつつ、ステータス値底上げのために惣菜もちょこちょこ食わせていく。フェルも俺の残りをガツガツ食っている。

「ふー、食った食った。最後にデザートだ」

　最後にシュークリームとケーキを一口ずつ。残りはフェルとスイで美う味まそうに食っている。

「うぷっ、もう食えない」

　どれどれ、ステータス値はどうなっているかな？
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【スキル】鑑定　アイテムボックス　火魔法




従魔（契約魔獣）　フェンリル　ベビースライム
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　えーと、２割ちょいアップってところか。

　もう少しアップしてくれてたら良かったけど、贅ぜい沢たくはいえないな。

　フェルとスイはどうなってるんだろう？

　２人を鑑定してみると、フェルはステータス値が軒並み３割弱アップしているし、スイはレベルが16にアップしてステータス値は俺と同じく２割ちょいアップしている。

『お主の言ったとおり、ステータス値が上がっているな』

　フェルも鑑定したみたいだ。

『これでダンジョンも問題ないな。行くぞ』

　問題なくはないけど、というか大アリなんだけど、ここで入らないって言ってもきっとフェルにダンジョンに引き擦り込まれるだけだろうしね。

　俺はアイテムボックスからショートソードを取り出した。

　覚悟を決めて入りますか。

「あ、フェル、結界はしっかり張ってくれよ」

　へタレと言うべからず。安全第一なんだよ、俺は。
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　俺とフェルとスイでダンジョンに入って、最初に遭遇したのはスライムだった。

　スイをかわいがっている俺としてはスライムはちょっとなぁなんて思っていると……。

「へっ？」

　スライムがジュワッと溶けていく。

　えぇ？　何が起こったんだ？

『スイ、なかなかいい攻撃であったぞ』

　え、今のスイが攻撃したの？　ってか同族なのに躊ちゆう躇ちよない攻撃……。

『スイが酸を飛ばしたのだ』

　フェルがそう言うと、スイがやって見せてくれる。スイの触手から水鉄砲みたいにビュッと酸液が飛んでいった。かなり高濃度な酸液なのか、当たった石が煙を上げて溶けている。

　…………何、その強力な攻撃は。

　え、スイってそんな強かったのか？

『これだけの攻撃をするということは、スイは特殊個体なのかもしれんな』

　特殊個体……。そ、そうなのか？

　スイはこのままレベルを上げていったら、いったい何に進化するんだろう？

　ま、まぁ、強いに越したことはないんだけどさ。

「次が来たぞ、今度はお主がやってみろ」

　俺はフェルに言われるまま、スライムにショートソードを叩たたき付けた。

　スライムはべチャッと潰れて、少しすると地面に吸い込まれていった。

「ダンジョンって死体とか残らないのか？」

『ああ。ダンジョンとは魔素を吸収しながら生きている生き物のようなものだ。ダンジョンに入った者は、魔物だろうと人間であろうとダンジョン内で死ねばダンジョンに吸収されその糧となる』

　ああ、この世界のダンジョンはそういうタイプのなんだ。

　絶対ダンジョンでは死にたくないなぁ。

『次だ。次は魔法を撃ってみろ』

　俺は頷うなずいてファイヤーボールを撃つ。ファイヤーボールがスライムに当たり爆散した。

　おお、いつもより威力が高いような気がする。ネットスーパー（異世界）の食材の効果か。

　俺とスイは湧き出るように次々と襲ってくるスライムを倒していった。

『よし、次の階に行くぞ。次の階はホーンラビットが出る。角に注意するのだ』

　階段らしき段差を下りていくと、すぐにホーンラビットが襲ってきた。

　頭部に付いた鋭い角を武器に飛び掛かってくる。

「うおっ」

　咄とつ嗟さにショートソードを振ったが致命傷にはならない。

　ビュッ。

　スイの酸液攻撃でジュワッと溶けていった。

「おお、スイよくやった」

　俺がスイを褒めると嬉うれしそうにプルプルと震えた。

『まだまだ来るぞ。油断するな』

　そうだな。ここはダンジョンの中だった。

『それとお主、土魔法を使え。使わねばいつまでたっても習得できんぞ』

　ぐっ……、痛いところを。

　それからはストーンバレットを使ってホーンラビットを倒していった。しかしながら、所詮は小石１つ飛ぶだけ。撃ち漏らしたホーンラビットはスイとフェルが倒している。

『なかなか上達せんな』

「ハァ、ハァ、そんなすぐに上達するわけないだろっ。っとストーンバレットッ」

　飛び出してきたホーンラビットにストーンバレットを撃ち当てる。

『やはり小石１つか。もう少し強い魔物でないとダメか？』

　今だってギリギリなのに何を不穏なこと言ってんの？

「そんなことよりさ、こいつ等らフェルがいるのに何で寄ってくるんだ？　森ではフェルが強過ぎて魔物は寄ってこなかったろ？　何でここのはお構いなしに来るんだ？」

　いつもだとフェルが強過ぎるからなんだろうけど魔物がまったく近寄ってこないのだ。フェルが気配を消している場合は近寄ってくることもあったが、姿を確認すると一目散に逃げていく。

　だから、旅の途中で魔物に会うことはほとんどなかった。

　それなのにダンジョンの中では雑魚だといわれるスライムもホーンラビットも気配を消していないフェルがいるにもかかわらずバンバン襲ってくる。

『ダンジョンの魔物というのはな、相手の強弱にかかわらずダンジョンに進入してきた者は敵とみなすのだ』

　そ、そうなんだ、ダンジョン怖い。襲われるの分かってるのに入るとか意味分からん。

　俺はもう絶対ダンジョンなんか入らないぞ。

『おい、ボーッとするな。次が来てるぞ』

「おわっ、ストーンバレットッ」

　やっぱダンジョンなんか入るんじゃなかったぜ。

　ホーンラビットを倒しながら、ようやく次の階へと下りていく。

『この階はゴブリンだ』

　げっ……、ゴブリンかよ。前回のアレもう思い出したくないぜ。

『来たぞ』

　げげっ、通路からゴブリンが３匹こっちに向かって走ってくる。

「ファ、ファイヤーボールッ」

　ファイヤーボールが当たってゴブリンは黒焦げに。

『土魔法を使えと言っておるだろう』

　そうは言ってもゴブリンが迫ってくると怖いんだよ。

　そうなると多少は使える火魔法の方を咄嗟に使っちまうんだよ。

『次が来たぞ』

　ギャーッ、また来た。しかもゴブリンの数が増えてるっ。

「ストーンバレットッ、ストーンバレットッ、ストーンバレットッ！」

　小石一つしか飛ばないストーンバレットではゴブリンを減らすことができず、生き残ったゴブリンがどんどん迫ってくる。

「うわッ、来んなッ。ストーンバレットッ、ストーンバレットッ、ストーンバレットッ」

　ストーンバレットを撃つが、それでもしぶとく１匹が生き残りこん棒を振りかざしてこちらに向かってきた。

「ひぃぃぃぃぃぃっ」

　悪夢再来だ。

　ビュッ。

　スイの酸液攻撃でゴブリンの上半身はグズグズに溶けていった。

「スイ～ありがとな。おまえ強い。最高」

　スイを抱きしめてスリスリする。

『お主よりスイの方がよほど度胸があるな』

　ぐぬぬ、ゴブリンにはトラウマがあるんだよ。誰かさんのせいでな。

　ゴブリンだらけのこの階には苦労したが、スイの助けもあって何とか乗り切った。

『では、次の階に行くぞ』

　次は４階か。その次に５階もあるし……。もう地上に戻りたいぜ。ハァ。

『この階層にはコボルトがいる。数も多くなるから注意しろ』

　フェルにそう言われて慎重に歩を進めていく。

『来るぞ』

　ワンワン、ギャンギャン鳴きながら歯をむき出しにした犬面のコボルトの集団がこちらに向かって走ってくる。

「ギャーッ、何あれ、無理無理無理ッ」

『無理ではない。結界があるから大丈夫だ。落ち着いて土魔法を撃て』

　いやいやいや、落ち着いてられるかよっ。

「ファイヤ『火魔法を使ったら、ここにお主一人置いていくぞ』……」
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　コボルトの凶悪面に思わずファイヤーボールを撃とうとしたら、フェルの無慈悲なその言葉。

　フェルの鬼、悪魔っ。

　くっそー、とにかくストーンバレットを撃って撃って撃ちまくるしかない。

　ファイヤーボールはそれでできるようになったんだから、信じてやるしかないぜ。

「ストーンバレットッ、ストーンバレットッ、ストーンバレットッ」

　ヒュンッ、ヒュンッ、ヒュンッと小石が飛んでいく。先頭を走るコボルト２体に命中して倒れたが、その後ろにいたコボルトは変わることなくこちらに向かって走ってくる。

　犬だけに足が速い。コボルトは俺の目の前で大きな口を開けて今にも嚙かみ付きそうな勢いだ。

　ギャーーーッ、もうダメだ。

　俺はこんなダンジョンの中で死ぬのかと思って目を閉じた瞬間。

　ガキンッ。

　コボルトの嚙み付き攻撃が何かに阻まれた。恐る恐る目を開けると、硬い透明なものに阻まれ大口を開けて間抜け面をさらすコボルトが目の前にいた。

『だから大丈夫だと何度も言っているだろう。我の結界はコボルトに破られるような柔なものではない』

　分かってるよ、頭では分かってはいるんだ。けどさ、フェルの結界は透明だから臨場感がハンパないんだよ。あんな凶暴な顔のコボルトに迫られたら怖いんだって。

　ふー、落ち着け。

　フェルの言うとおり、この結界はかなり頑丈にできているみたいだ。

　コボルトの集団が迫ってくる様は確かに怖い。だが、フェルの結界があるから大丈夫。

　とにかく土魔法だ。

　撃って撃って撃ちまくって習得するんだ。

　そうじゃないとダンジョンに入った意味がない。

「よし、やるぜっ」

『その意気だ。またコボルトが来るぞ』

「ストーンバレットッ、ストーンバレットッ、ストーンバレットッ！」

　コボルトに容赦なくストーンバレットを撃って撃って撃ちまくっていった。

　数多あまたのコボルトを倒し、ようやく下に進む階段の前まで来ていた。

「ハァ、ハァ、どうだフェル。俺のストーンバレットも良くなってきただろ？　礫つぶてが３つくらいは飛ぶようになってきたし」

『まだまだだな。小石３つ飛ぶようになったくらいで自うぬ惚ぼれるな』

　ぐぬぬ、手厳しい。

『次がようやく最下層だ。下は広い空間になっていて、おそらくコボルトが相当数待っているはずだ。心してかかれ』

　俺は頷いてフェルの後に続いてゆっくりと階段を下りていった。最下層は丸いドーム型の広い空間になっていて、フェルの言うとおりコボルトで溢あふれかえっていた。

「こ、これは多すぎじゃねぇのか……」

『ぬ、確かに多いな。我が入ったときはこんなにいなかったはずだが……ん？　奥にキングがいるな』

「キ、キングって上位種か？」

『そうだ。とりあえずお主とスイで倒してみろ。結界もあるし心配はいらん。いざとなれば我もいるしな』

　いやいやいや、倒してみろじゃないからな。

　おまえってどうしてそう無理なことばっか言うんだよ。

『スイはやる気だぞ。お主も見習え』

　そうフェルに言われてスイを見ると、触手を出して酸液発射の準備万端だった。

「ス、スイ～」

　なしておまえそんなにやる気なの？　俺のかわいいスイは実は戦闘狂だった？

『お主に比べたらスイの方が余程勇敢だな。それ行け』

　そう言われてフェルに押された。

「ちょっ……」

　俺がよろけて一歩前へ出たのを合図に大勢のコボルトが向かってきた。

「う、うわぁぁぁッ」

　ビュッ、ビュッ、ビュッ。

　スイがものすごい速さで這はいながら酸液を飛ばした。

　酸液が当たったコボルトは断末魔を叫びながら溶けていく。

「ス、スイッ!?」

　スイがこんなに攻撃的だったとは。こんな場面じゃなきゃ吐くぞ、この絵面。

『ほれ、お主も行けっ。使うのは土魔法だぞ』

　再びフェルに押される。大量のコボルトが迫ってきている。

「クソッ、ストーンバレットッ！　ストーンバレットッ!!　ストーンバレットォッ！！！」

　やけくそでストーンバレットを撃ちまくった。

　………………。

　とにかく撃って撃って撃って、撃ちまくったぜ。

　フェルの言い分をすんなり認めるのは癪しやくだけど、思っていたとおりのストーンバレットを撃てるようになっていた。

　残るは、一際大きいコボルトキングだ。

　一番奥で悠然と立っていたが、仲間のコボルトたちが次々とやられていったのを見て怒ったのか、歯をむき出しにして唸うなり声を上げている。

「ハァ、ハァ、ハァ、あとはアイツだけだ……」

　コボルトキングが「グワォーン」と雄たけびを上げ斧おのを振りかざしてこちらに向かってくる。

「ハァ、ハァ、ストーンバレットッ！　ストーンバレットッ!!　ストーンバレットォォォォッ！！！」

　俺の最後の力を振り絞ったストーンバレットがコボルトキングにぶち当たった。

　血を流しながらもコボルトキングは倒れなかった。

　血濡ぬれのまま憤怒の表情で向かって来たコボルトキングは俺のすぐ傍そばまで来ていた。

「クソッ、魔力切れだ……。フェル後は頼む……」

　そう言って意識を失う寸前に、俺とコボルトキングの間にプルプル震えるスイが割って入った。

　そして、ビューッと大量の酸液をコボルトキングに浴びせかける。

　コボルトキングは叫び声を上げる間もなくドロドロに溶けていった。

　へ？　何、この最後。

　スイが全部いいとこ取り？

　ス、スイーーーーーッ?!

　そこで俺はまた魔力切れで意識を失ったのだった。
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　ペチぺチ。

　ん……。誰だよ、俺の顔叩いてるの…………。

　ペチぺチ。

「何だよ、もう…………。ん、んん……。おわッ、ダンジョンッ」

　飛び起きると、スイが俺の腹の上で心配そうに触手を伸ばしていた。

　ペチぺチしてたのはお前か。

「スイ……俺は大丈夫だ。お前も大丈夫か？」

『大丈夫だよ』

　幼い声が頭に響いた。

「うおっ、い、今のスイか？」

『うん、ボクだよ』

　ね、念話だよな。フェルが従魔契約を結んだ者同士は念話ができるって言ってたから、スイが念話できてもおかしくはない。

　でも、今まで念話使ってなかったよな？

　あ、もしかしてレベルが上がったから念話できるようになったとかか？

　俺の腹の上でプルプル震えるスイを見る。

　ダンジョンでのコボルトキングとの戦いを思い出した。

　最後、俺とコボルトキングの間にスイが割って入って……。

　何かスイがめっちゃ強かったんだけど。スイってダンジョンでの戦いで絶対レベル上がってるよな？　なんかどんどん動きのキレが良くなっていってたように思うし。

　ダンジョンの中での戦いでレベルが上がって念話もできるようになったのかもしれない。

　俺はスイを鑑定してみた。





【名　前】スイ

【年　齢】14日

【種　族】スライム

【レベル】７

【体　力】１５７

【魔　力】１５１

【攻撃力】１４９

【防御力】１５２

【俊敏性】１５３

【スキル】酸弾






　スイ、いつの間に進化したんだ……。

　レベルが上がっただけじゃなく進化までしちゃってるよ。ベビースライムからスライムになってるし。

　しかも、スライムに進化してもうレベル７になってる。

　それからスキルがあるな。

　酸弾ってのは、あの酸液を飛ばすやつか。あれってものすごい強力な攻撃だよな。

　だって強酸を飛ばすんだぞ。

　あの攻撃を受けた奴やつはＲ18確定のなかなかエグい状態になってたぜ。

　ってか、ステータス見て思ったんだけど、もしかしてスイってば俺より強くなってねぇか？

　急いで自分のステータスを確認する。





【名　前】ムコーダ（ツヨシ・ムコウダ）

【年　齢】27

【職　業】巻き込まれた異世界人

【レベル】７

【体　力】１４２

【魔　力】１４１

【攻撃力】１２３

【防御力】１２２

【俊敏性】１１８




【スキル】鑑定　アイテムボックス　火魔法　土魔法




従魔（契約魔獣）　フェンリル　スライム




【固有スキル】ネットスーパー

【加　護】風の女神ニンリルの加護（小）






　ぐっ……、ス、スイに負けてる…………。

　で、でもレベルアップして俺もレベル７になってるし。スキルに土魔法も付いたし。

　ダンジョンであれだけの目に遭ってレベルアップしてなかったらマジで男泣きするけど。

　だけど悲しいかな、スイの方がステータスを見ると強いんだよね。

　生まれて14日のスイに負けるとはな、はぁ……。

　スイって何者なんだ？　フェルは特殊個体かもしれないって言ってたけどさ。特殊個体ってこんなもんなのかな？

　それにしても成長が早い気がするし、強すぎる気もするんだけど……。

　だってもうスライムになってるし、あの酸弾ってスキルだって強すぎるよな？

　未いまだ俺の腹の上でプルプル震えて、何が楽しいのか触手で俺の顔を撫なでまくってるスイを見ながら念話で話す。

『なぁ、スイって特殊個体なのか？』

『ん？　わかんない。スイはスイだよ』

　ま、まぁ、まだ生まれて14日だもんな、分かんないか。

　それにスイが強くなってくれるのに越したことはないし。

　主に俺の安全のために。

　そういやフェルが見当たらないけど、どこ行ったんだ？

　辺りを見回したが、フェルの姿が見えない。

『なぁスイ、フェルはどこに行ったんだ？』

『んとね、お腹なか減ったって言ってどっか行っちゃったの。でも、すぐに帰ってくるって言ってたよ』

　そ、そうか。って、あれ？　フェルと念話できるってことか？

『スイ、フェルと念話できるのか？』

『うん、話せるよ』

　従魔同士でも念話ができるみたいだな。

　フェル、腹減ったって、我慢できなくて一時野生に返ったんだな。

　少しすると、フェルが森の中から姿を現した。

『ぬ、ようやく起きたか』

　フェ、フェルさんや、野生に返るのはいいんだけど、こうもう少し俺に見えないようにしてくれるかな。口の周りにべっとり赤いものが付いているんですが……。

『お主がなかなか起きぬからな、腹が減ったので腹ごしらえをしてきた』

　やっぱり野生に返って生肉を食ってきたんだね。口の周りの赤いのが生々しいよ。

『だが、やはりお主の飯の方が美味い。何か飯を作ってくれ』

　って、たらふく生肉食ってきたんじゃないの？

『お主の飯とでは満足度が違う』

　はぁ、そうですか。

　でも、俺、気を失ってからの寝起きなんですけど。

『我のおかげで土魔法も無事習得したのだ。異世界の馳走を出してもいいのだぞ』

　異世界の馳走って、ねだらないでくれる？

　確かに土魔法は習得できたけどさ、ダンジョンめっちゃ怖かったぜ。

　もう二度と入りたくないな。

　グー……。

　俺の腹の虫が鳴いた。気を失ってからけっこう時間が経たってるみたいだな。

　フェルの言いなりみたいで癪だけど、飯にするか。

　うーん、何作るかな。

　フェルが希望する異世界のご馳走は、フェルがまたハッスルしちゃうからもちろん却下。

　魔力を使い過ぎてダルいから滋養のあるものがいいな。

　滋養のある食い物っていうとすぐ思いつくのは栄養満点の卵とか？

　卵か、ここんところ食ってなかったからいいかも。

　卵、卵、卵…………。

　短時間でできるし、ロックバードの肉も残ってるからあれにしよう。

　そうとなればネットスーパーで買い物だ。卵とだし醬じよう油ゆを買って、みりんと砂糖はあったし、玉ねぎもあるな……。あ、あと大事な米を買わないと。

　まずは、玉ねぎを薄切りにして、ロックバードの肉を一口大に切る。

　そして卵を割って軽く溶いておく。

　あとはフライパンに水、だし醬油、みりん、砂糖で割り下を作ったあと、それを火にかける。

　俺は面倒だからいつもだし醬油を使っちゃう。だし醬油めっちゃ便利だぜ。

　割り下が沸騰したら玉ねぎとロックバードの肉を入れる。

　玉ねぎとロックバードの肉に火が通ったら、溶いた卵を半分だけ入れて弱火で煮る。

　卵が固まってきたら残りの溶いた卵を入れてすぐに火を止める。

　後に入れた卵は余熱で火を通すくらいにすると、半熟トロトロの親子丼の出来上がりだ。

　あとは炊きたての飯に載せて食うだけだ。

「フェ……」

　フェルとスイを呼ぼうとしたら、傍でジッと待ってたよ。

「ほら」

　フェルの前に特大親子丼を出してやる。

『うむ』

　そう言うとガツガツ食い始めた。

　スイには普通サイズの親子丼と卵の殻や玉ねぎの皮を出してやる。

『あるじー美お味いしいよ』

　スイが念話で話してくる。

「そうかそうか、良かった」

　スイを一撫でして俺も親子丼を食い始める。うん、なかなか上手くできたな。

『おかわりだ』

　フェルさんや、食うのが早過ぎやしませんかね。ってか生肉食ってきたんじゃないのかよ。

　しょうがないなぁ。

　俺はフェルにおかわりを作る。スイもまだ食いたそうにしてたから、スイにもおかわりを。

　まったくうちの従魔たちはよく食うね。
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　食後の休憩のとき、そう言えばとフェルに話を切り出した。

「あ、そうそう、スイと念話で話したんだって？」

『うむ』

『スイ、フェルおじちゃんとお話したのー』

「ブッ……。お、おじちゃん…………」

　フェ、フェルがおじちゃんとはね。

　スイは怖いもんなしだな。

　まぁ１０００歳越えしてるんだから、本当はおじちゃんどころかおじいちゃんなんだろうけど。

『む、笑うな。それとスイ、我をおじちゃんなどと呼ぶなと言っておるだろう』

『えー何で？　フェルおじちゃんはフェルおじちゃんでしょう？』

『だから呼ぶなと……』

「ブフッ、ま、まぁまぁいいじゃないか。スイはまだ生まれて14日なんだから。それから比べたらおじちゃんだろう？　なぁ、フェルおじちゃん」

『ぐぬぬ、その名で呼ぶな。咬かむぞ』

「ハハハ、悪い悪い」

『我がおじちゃんならお主だっておじちゃんだろうが』

「いやいやいや、俺はまだ27歳だぜ。おじちゃんじゃないよ」

『主あるじはあるじなのー』

「ほら、スイもこう言ってるし」

『ぐぬぬぬ。スイ、いいか、我のことはフェルと呼ぶのだ。分かったな』

　フェルがグルルと唸りながらスイに向かってそう言う。

『うーフェルおじちゃんはフェルおじちゃんだもん……』

　スイはそう言ってブルブルブルブル細かく振動しはじめた。

「何やってんだよ、スイのこと泣かすなよな」

　俺はスイを抱っこしてよしよしする。

『ウエーン、あるじー』

　ブルブルブルブル震えるスイを慰める。

「ほら、泣くな泣くな。スイは強い子だもんな」

『ヴン、ズイづよいこぉ』

　あーよしよし。

「それにしてもヤダねぇ。呼び名一つであんな唸りだすんだもんなぁ、フェルおじちゃんは心が狭いなぁ」

　フェルに嫌みっぽく言ってやるとぐぬぬと渋い顔をしてフンッとそっぽを向いた。

『我は心が狭くなどない。スイにだけはその呼び名を許そう』

　あはは、フェルがスイに負けた。

「スイ、フェルおじちゃんって呼んでいいってさ」

　そう言うとスイが嬉しそうにプルプル震えた。

『フェルおじちゃん、ありがとー』

　プルプルプルプル嬉しそうに震えるスイ。

　あー愛うい愛い。

　うちのスイたんはかわいいな～。
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「はぁ……」

　ため息が出るのじゃ。

　異世界人が次の供えを差し出すまでは時間があるのじゃ。

　その間、甘味はお預けなのじゃ。

　あんぱんとじゃむぱんとくりーむぱんは美お味いしかったのう。

　異世界（地球）の甘味は妾わらわが思いもよらぬくらいに美味しいものじゃった。

　美味しすぎて初日に全部食べてしまうとはのう。

　もう少し多く供えるように申し伝えておけば良かった。

　はぁ、早く次の供えの時が来れば良いのに。
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　次の供えを心待ちにしながら、いつものように水鏡で下界を覗のぞいていた。

「むっ、あ、あれはなんじゃ？」

　異世界人が『ねっとすーぱー』で召喚したあの茶色い板は何なのじゃ？

　甘い物と言っておったな。

　あれは甘味なんじゃろうか？

　そのようには見えんのじゃが……。

　何々、あれはちょこれーとという菓子なのか。

　従魔のスライムがねだっておるのう。

　あやつ等らは基本何でも食するが、ねだるほど欲しがるのは珍しい。

　相当に美味しいのか？

　ぐぬぬ、妾も食べてみたいのじゃ。

　あのあんぱんとじゃむぱんとくりーむぱんを作った世界のものじゃ、不ま味ずいはずがないのじゃ。

　妾の本能がそう言うておる。

　じゃが、次の供えの時ではない。

　しかし、あのちょこれーとは食べたいのじゃ…………。

　えーい、妾は女神なのじゃ、ちょっとくらいは許されるのじゃ。

　要はバレないように気をつければ良いことよ。

　そうじゃそうじゃ、そうしよう。

　妾は早速異世界人に神託を送った。

「そなた、妾は風の女神ニンリルじゃ。今すぐちょこれーととやらを供え祈るのじゃ。あ、どら焼きも一緒に供えるようにするのじゃ」

　この際だからちょこれーととあやつ等がこの間美味しそうに食しておったどら焼きも所望するのじゃ。

　異世界人が妾の神託に驚いておるな。

〝これが神託なのか？〟じゃと？

「そうじゃ。神託なのじゃ。早くするのじゃ」

〝お菓子のおねだりに神託って…………神様としてそれでいいのか？〟じゃと？

　いいに決まっておろう。

　甘味は至高なのじゃ。

〝威厳もへったくれもない〟じゃと？

　異世界人め、言いたい放題言いおってからに。

「うるさいのじゃ。神だって楽しみが必要なのじゃ」

　ごちゃごちゃ言わず早くちょこれーととどら焼きを供えるのじゃ。

　異世界人が『ねっとすーぱー』でちょこれーととどら焼きを召喚している。

　祭壇にちょこれーととどら焼きを供えて祈っておるな。

　よしよし、それではちょこれーととどらやきを神界へと転送させるのじゃ。

　異世界人よくやったのじゃ。

「ぐっじょぶじゃ」

　水鏡で地球を覗いたとき良いことをしたときにこう申しておったのじゃ。

「おおう、これがちょこれーととどら焼きかっ」

　どれどれ、ではちょこれーとから。

　異世界人はこの包みを取ってから食しておったな。

　あの異世界人がやっていたように、包みを剝がしてと。

　包みから出て来たのは茶色い板じゃった。

　うむ、これを食しておったな。

「それにしても、このちょこれーととやらはいい匂いだのう。ずっと嗅いでいたいような甘い匂いがするのじゃ」

　それでは一口。

　パリンッ。

　小気味良い音とともに茶色い板が割れた。

　ふおーっ、く、口の中で溶けていくのじゃ。

　甘いぞ、そしてほんの少しの苦みもあって独特な味わいじゃ。

　これは美味しい、美味し過ぎるのじゃっ。

　こんなものは妾の世界には存在せぬ。

　このちょこれーとを発明した者も天才なのじゃ。

　あんぱんもじゃむぱんもくりーむぱんもこのちょこれーとも美味し過ぎるのじゃ。

　どの甘味も、まるでこの世のものとは思えぬほど美味なのじゃ。

　異世界（地球）には甘味の天才がうじゃうじゃいるのかのう。

　羨ましい限りじゃ。

　妾の世界にもそういう天才が生まれてくれればちょっとは甘味が発展していくであろうに。

　未いまだに干した果物やハチミツ漬けだけではのう……。

　ちと寂しいのじゃ。

　はー、ちょこれーと美う味まかったのじゃ。

　次はどら焼きだの。

　って、ダメじゃダメじゃダメじゃ。

　これでは前回の二の舞になるのじゃ。

　このどら焼きはとっておいて明日食べるのじゃ。

　…………ゴクリ。

　ど、どら焼き、美味そうなのじゃ。

　はっ、異世界人に多く供えるよう申し伝えるのを忘れていたのじゃ。

　次の供えは多くするよう神託をせねば。

　それをするならば、今どら焼きを食っても問題はなかろう。

　うん、そうなのだ。

　次はたくさん供えがあるはずじゃからな。

　よし、どら焼きじゃ。

　パクリ。

　うむむむむ、美味いッ！

　あんぱんと同じ甘く煮た豆だな、これは。

　それをしっとりとした甘いパンのようなもので挟んでおる。

　両方甘いのじゃが、これがクドい甘さではなく絶妙なバランスなのじゃ。

　このどら焼きを発明した者も天才なのじゃ。

　異世界（地球）の甘味を食してしまうと、他の甘味なぞ食べられんな。

　妾は異世界（地球）の甘味の虜とりこなのじゃ。

　はぁ、次はどんな甘味を食せるのか楽しみじゃなぁ。
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　フェルの背に乗せてもらいながら、気になっていることを聞いてみた。

　ちなみにスイは肩掛け鞄かばんの中で大人しくお昼寝中だ。

「なぁフェル、森を抜けるのにまだ時間がかかるのか？」

　エルマン王国かレオンハルト王国に行こうと思うって言ったら、フェルが森を突っ切って行った方が東への近道にもなるって言うからそのまま付いてきたけど、森に入ってから既に３週間は経たってるんだけど。

『お主に合わせて速度を落として進んでいるからまだかかるぞ。我の思うままの速度で突っ切ればもっと早いのだがな』

　あ、それなら我慢します。

　フェルの思うままの速度だなんてもっての外だよ。

　そんな速度出されたら摑つかまってられなくて振り落とされるじゃん。

『それでも人の作った道なりに行くよりは早いはずだぞ』

　あ、そうなんだ。

『この森にはオルトロスの縄張りとグリフォンの縄張りがあってな、人の作った道はそこを大きく迂う回かいしているから遠回りになるのだ』

　…………あれ、俺の耳おかしくなったのかな？

　今聞いちゃいけない名前を聞いた気がするんだ。

　オルトロスって言ったか？

　グリフォンって言ったか？

　オルトロスは双頭の犬の魔物だった気がするし、グリフォンは鷲わしの上半身とライオンの下半身の魔物だったような。

　俺はゲームや小説のイラストで見たオルトロスとグリフォンを思い浮かべた。

　それってどっちもボスキャラ級のダメなやつじゃないかーーーッ！

「何でオルトロスとグリフォンの縄張りだって分かってんのにこの森通ってんだよっ」

　普通そんな魔物がいたら通らないだろうが。

『うるさいのう。オルトロスもグリフォンも我の敵ではないわ』

　我の敵ではないわってオルトロスとグリフォンだぞ。

『前にも話したと思うが、我と対等に渡り合えるのは古エンシエン竜トドラゴンくらいのものだ。オルトロスもグリフォンも敵ではない。それに、彼あ奴やつ等らも我には敵かなわぬと分かっておる。もし、我に挑んでくるとすれば年若い怖い物知らずのオルトロスかグリフォンよ』

　ん？　ちょっと待て。

「あのさ、フェルの言い方だと、オルトロスもグリフォンも複数いる感じに聞こえるんだけど……」

『何を言っておる。オルトロスの縄張りもグリフォンの縄張りもそれぞれの繁殖地だ。複数いるに決まっておる』

　ハァーーー？

　そ、そういう大事なことは早く言ってくれよっ。

　ボスキャラ級の魔物が複数いるって、それダメじゃねぇか。

　一頭でもいたら普通はアウトだぞ。

　それが複数って…………。

　アカン、これはアカンぞ。

「な、なぁ、オルトロスとグリフォンの縄張り避けていこうぜ」

　うん、その方がいい。

　主に俺の精神面で。

『何な故ぜ避けねばならんのだ？　このまま行くに決まっておろう。それにもうオルトロスの縄張りに入っておるのだぞ』

「はぁぁぁ？　そ、そういうことは早く言えよッ」

『だから今言っただろうが。まったく、お主は何を怒っているのだ？』

　そう言ってフェルはどんどん先に進んでいく。

　はぁ～。

　ため息が出るぜ。

　ってまぁフェルだからしょうがないか。

　フェルにしてみたら、自身が強過ぎるからオルトロスもグリフォンも歯牙にも掛けないってことなんだろうけどさ。

　俺からしたら、これからオルトロスやグリフォンに出会うかもしれないと思うとめっちゃビビるわけよ。

　だってあのオルトロスとグリフォンだぞ。

　へタレだって？　それで結構だよ。

　普通はあんなのが出て来たらビビるだろう。

　あんなのが近くに来て平然としていられるのは、フェルみたいな強者だけだ。

　フェルがいるから襲われることはないのかもしれないけど、やっぱり出会いたくはないよな。

　フェルの話だともうオルトロスの縄張りに入ってるみたいだし……。

　オルトロス、出てくるなよ。

　フェルの方が強いのはオルトロスも分かってるみたいだし。

　あ、ただ若いオルトロスが挑んでくるかもしれないってフェルが言ってたな。

　いや、まさかね……。

　このまま大人しくして出て来んなよ、オルトロスー。
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　犬の鳴声がかすかに聞こえた。

「…………ゥ……ウォン……ウォンッ……」

　ゲッ……。

　な、何か犬の鳴声がこっちに近づいてきてるんだけど。

　く、来るのか、オルトロス。

「ウォンッ、ウォンッ、ウォンッ、ウォンッ、ウォンッ、ウォンッ」

　バサァッと枝を搔かき分けて俺たちの前にやってきたのは黒い毛並みの二つの凶悪な顔を持つオルトロスだった。

　大きさもフェルに引けを取らない大きさだ。

　しかも全部で５匹。

「フェ、フェルッ……」

　ヤバい、ヤバい、ヤバい、オルトロス来たよ。

『大丈夫だ。彼奴等など恐れるに足りん』

　い、いや、そう言っても凶悪そうなのが５匹もいるんだぞ。

　特に真ん中にいるヤツなんて、二つの頭とも口から涎よだれ垂らして歯をむき出しにしてめっちゃ凶暴そうだし。

　んん？　あれ？　なんか様子がおかしいぞ。

　真ん中のヤツは唸うなったり吠ほえたりしてさっきからフェルを挑発してるけど、その他の４匹はどっちかっていうと真ん中のヤツを止めようとしてるっぽい。

『中央にいるのが怖い物知らずの馬鹿な若造か』

　ちょ、ちょい待て。

　何かフェルが挑戦的なんですけど。

　フェ、フェルさんや、ヤル気なんですか？

『お主はスイと一緒に少し避難していろ』

　は、はい、もちろん避難させていただきます。

　俺は急いでフェルの背から降りて木の後ろに避難した。

　木の陰からそっと覗のぞくと、フェルとオルトロスが対たい峙じしている。

　何かめちゃくちゃヤバい雰囲気なんですけど……。

『我に歯向かうことがどういうことか分かっているのか？　我は手加減などできんぞ。死を覚悟しているならば、来るがいい』

　フェルがそう言い放つと、真ん中にいたオルトロスが「ヴヴゥゥゥッ」と唸る。

　そして「ウォンッ」と力強く一声鳴いた後フェルに跳びかかった。

　それに対してフェルは避けるでもなく、ただ右前足を上から下に大きく振り下ろした。

「キャンッ」

　フェルの右前足を振り下ろすと同時に光の鋭い爪の幻影が現れてオルトロスを切り裂いた。

「な、な、な、なんじゃありゃ……」

　スキルなのか？　魔力が組み合わさった技なんだろうけど。

　フェルのステータスを思い浮かべた。

　そう言えば、スキルに爪斬撃ってあったような……。

『散れ』

　残っていた４匹のオルトロスにフェルがそう言うと、脱だつ兎とのごとく逃げていった。

『おい、もう大丈夫だぞ』

　フェルにそう言われてスイを抱えて恐る恐るフェルに近寄った。

　このころにはスイも騒ぎを聞きつけて起き出して、心配そうに俺の腕の中に収まっていた。

『フェルおじちゃん強いねー』

「ああ、強いな。フェル、さっきのってスキルか？」

『そうだ。爪そう斬ざん撃げきといってな、爪先に魔力を込めそれを放出することによって斬撃を生み出し敵を切り裂くのだ』

　腕一振りであの切れ味、凶悪過ぎるスキルだな。

『これは６００年ほど前に我が編み出したのだ』

　フェル、そんなドヤ顔しなくていいから。

　それにしても我が編み出したって、今更だけどお前本当にチートだよなぁ。

『ねぇねぇ、スイもフェルおじちゃんみたいにできるようになるかなぁ？』

「うーん、スイには爪がないからちょっと無理かな。でも、スイだってすごいスキル持ってるじゃないか。あの酸を飛ばす酸弾っていうのめちゃくちゃすごいぞー」

『ホント？　スイ、すごい？　すごい？』

「うん、すごいぞ～。スイが一番だ」

　スイをぎゅーっと抱きしめる。

　さっきまでは殺伐としてたからなぁ、あー癒いやされる。

　とは言っても、ここは血生臭いままだけどな。

「おい、このオルトロスどうすんだ？」

　フェルの爪そう斬ざん撃げきを食らい息絶えたオルトロスがいた。

　ウエップ、こりゃあひどい。

　胸から腹にかけてザックリいってるよ……。

『オルトロスなど不ま味ずくて食えん』

　不味くて食えんって、フェルこのオルトロスを食おうとしたことがあるのか？

　チャレンジャーだな。

　この姿見たら食おうなんて普通思わないぞ。

『それの皮や牙は確か人の間では貴重なものとして扱われているはずだ』

　おお、そうなのか。

　でも、これ出したら確実に騒ぎになるような気がするんだが。

　アイテムボックスに確かキマイラもあるんだよね……。

　キマイラとともにオルトロスもアイテムボックスの中で永遠に眠っていてもらおう。

　うん、それがいい。

　やっぱり平和が一番だよ。
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　フェルとオルトロスの一戦の後、再びフェルの背に乗せてもらってひた走ってきた。

　日も落ちてきたところで、この辺で野営しようということになったのだが……。

「な、なぁ、ここら辺てまだオルトロスの縄張りなのか？」

『ああそうだな。もう少し行ったところで外れる』

　まだオルトロスの縄張りなのか。

　ここで呑のん気きに野営しても大丈夫なのか？

　気になって辺りを見回す。

『気にせんでも、もうオルトロスは来んだろう。先の一戦でどちらが強者か彼奴等も思い知っただろう』

　まあねぇ。あのフェルにやられたオルトロスは多分だけど、あの中で一番強そうな感じだった。

　それを一撃でザックリ屠ほふったんだからな。

　フェルの言うとおり、もう来ないのかもしれない。

　だけど、やっぱりオルトロスの縄張りだと思うと落ち着かないよな。

　フェルにはしっかりと結界張ってもらわないと。

『そんなことより、飯はまだか？』

「そんなことよりじゃねぇよ、まったく。オルトロスの縄張りならしっかり結界張っといてくれよな」

『あるじー、スイもお腹なか減った』

「スイお腹減ったのかぁ、じゃあご飯にしようね」

『……おい、お主スイと我への態度が違うぞ』

　それはしょうがないだろう。

　だってスイたん最強にかわいいし。

　さて、ちょっといじけ気味のフェルは放置して、飯を作りますか。

　何を作ろうかとアイテムボックスの中を確認する。

　肉が大分減ってきているな。

「フェル、あとどれくらいで森を抜けるんだ？」

『む、今は半分と少し通り過ぎたところだ』

　ということは、ここまでくるのに３週間以上かかっているから、同じくらいかかるってことか。

　あと３週間以上か……。ギリギリ持つってところかな。

　まぁ、いざとなればネットスーパーもあるし大丈夫かな。

　丼物にして肉を節約って方法もあるしね。

　となると、今まで手をつけてなかったあの肉を使ってみるか。

　今まで手をつけてなかった肉というのは、ブラックサーペントだ。

　だってヘビだぞ。

　冒険者ギルドのおっさんが高級品だって言ってたから、それなりに美う味まいんだとは思うんだけどさ……。

　それにヘビって鶏とり肉にくっぽい味だっていうし。

　そう思ってはいたんだけど、ヘビっていうとなんか今まで手が出なかったんだよ。

　でも、オークの肉だって食ってみたらめちゃ美味かったんだから、ブラックサーペントだってきっと美味いはずだ。

　うん、ブラックサーペント食ってみるべしだ。

　鶏肉っぽいなら、あれかな。

　みんな大好き唐揚げだ。

　まずはネットスーパーで足りない材料を買っていく。

　醬しよう油ゆと酒はあったな、にんにくとしょうがはすりおろすの面倒だからチューブのを買って、あとは小麦粉と片かた栗くり粉ことサラダ油だな。

　それからフライパンと普通の鍋なんかはあるけど、揚げ物用の鍋はなかったから買わないと。

　よし、調理開始だ。

　ブラックサーペントの肉を一口大に切って、フォークを刺して味が染み込むようにしておく。

　ビニール袋に醬油、酒、おろしにんにく、おろししょうがを入れてシャカシャカ振って混ぜておく。

　そこにブラックサーペントの肉を投入して揉もみこんでから、少し時間を置いて味を染み込ませる。

　フォークで穴を開けてるから味が染み込みやすくなっているけど、10分は放置だな。

　その間に皿にキッチンペーパーを敷いておく。

　油も温めておかないとな。

　よし、もうそろそろいいかな。

　ブラックサーペントの肉を小麦粉と片栗粉を混ぜたものにまぶし、余計な粉を落としてから揚げていく。

　うん、いい感じのきつね色に揚がったな。

　見た目はまんま鶏のから揚げだな。

　あとは味だけど……。

　ヘビだと思うからダメなんだよな。

　鶏だと思ってちょっと１つ味見をしてみる。

　サクッ、もぐもぐもぐ。

　…………普通に美味いぜ。

『ズルいぞ。我にも食わせろ』

　ジッと待っていたフェルが我慢できなくなったのか、揚がったばかりのから揚げをかっさらっていく。

「ちょ、ちょっとっ」

『ぬっ、これは美味いな。足りないぞ、もっとよこせ』

　まだ揚げ始めたばっかりなんだよ、ちょっと待て。

『うースイも食べたいー』

　あーはいはい、ちょっと待っててね。

「今揚げるから待っててねー」

　俺はどんどんから揚げを揚げていった。

　揚げたそばから、フェルとスイがガツガツ食っていく。

　揚げてはなくなり、揚げてはなくなりのエンドレス。

　フェルもスイも食い過ぎ。

　いつんなったら終わるんだ？

　ってか俺の分残るのか？

「おい、俺の分を残しておいてくれよー」

　久しぶりのから揚げなのに……。

　何度も何度も揚げてを繰り返し、ようやくフェルとスイが満足したようだ。

『うむ、美味かったぞ。この料理はまた食いたい』

『うん、美お味いしかった。スイもこれ好きー。また食べたいよ』

　それは良かった。

　から揚げはここでも大人気メニューか。

　しかしだ、俺に残されたのはから揚げ３個のみ。

　パンに挟んでわびしく食ったさ。

　チクショウ。

「フェル、そう言えばグリフォンの縄張りってどの辺なんだ？」

　オルトロス騒動で忘れていたけど、グリフォンの縄張りもこの森にはあるのだ。

『グリフォンの縄張りはもう少し先にある』

　もう少し先か、ならもう少し時間があるな。

「なぁ、グリフォンの縄張りは避けて行こうぜ」

　グリフォンもヤバい。

　しかも、グリフォンは羽があるから飛べる。

　そんな魔物がいるのが分かってるなら避けるべきだろう。

『だから、何故避ける必要がある？』

　そう言えるのはフェルだけだからな。

『彼奴等など恐れるに足りん。それにな、彼奴等の縄張りはオルトロスより広く、ここまで来ては避けては通れんぞ』

　な、何それ……。

「だからさ、何度も言うけどそういう話は早く言えって」

『だから今言ったではないか』

　はぁ～、ダメだこりゃ。

　避けては通れんって、グリフォンの縄張り通るのは決定ってことか。

　ヤダなぁ。

　グリフォンとは遭遇しませんように。

　グリフォンさん出てくるなよー。

『そう心配せんでも大丈夫だ。お主とスイには常に結界を張っているし、グリフォンの縄張りはまだ先だ』

　そうは言っても通るのは確実なんだろ。

　気が重いぜ。
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『ぬ、珍しいな……』

　フェルが歩みを止めてそう呟つぶやいた。

「ん？　何が珍しいんだ？」

　フェルの視線の先を見ると、木の根元に淡い水色のきのこが生えていた。

　辺りを見ると、同じようなきのこが木の根元に生えている。

『これはな、ヒーリングマッシュルームといってとても珍しいきのこなのだ。我も久しぶりに見た』

　ヒーリングって名前が付いてるってことは、食べると回復魔法みたいな効果があるとか、ポーションの材料になるとかか？

　それに１０００歳超えのフェルが久しぶりに見たって、よっぽど珍しいきのこなのかも。

『このヒーリングマッシュルームはな、そのまま食ってもそれなりに高い効果がある。深い切り傷や骨折もすぐに治るぞ』

　へぇー、食べるだけでその効果はすごいじゃん。

「そんな効果があるなら少し採っていくよ」

　フェルの背から降りてヒーリングマッシュルームを採っていく。

　すると、スイが鞄から這はい出してきた。

『なんかいい匂いするー』

　いい匂いってなんだ？

　スイがヒーリングマッシュルームに近寄っていく。

『ねぇねぇあるじー、このきのこ美味しそう。食べていい？』

　さっきフェルがそのまま食っても大丈夫なようなこと言ってたから大丈夫だよな？

「フェル、これ食っても大丈夫なんだよな？」

『ああ。回復効果があるというだけで、特に問題はないはずだ』

「スイ、食ってもいいぞ。だけど、ほどほどにな」

　何かあったときのためにある程度確保しときたいからな。

『わーい』

　スイが喜々としてヒーリングマッシュルームを取り込んでいく。

『そうだ、思い出したぞ。このヒーリングマッシュルームは〝エリクサー〟とかいう薬の材料の一つなのだ。その〝エリクサー〟とかいう薬は、どんな病気でも治すことができるらしい。それこそ死期が近い者もたちどころに元気にするうえに寿命も伸ばすと昔出会った賢者が言っていたな』

　で、出た、エリクサー。

　エリクサーって秘薬のことだろ？

　このヒーリングマッシュルームが材料の一つってことは、作れることは作れるんだな。

　でも、他の材料を確保するのにめちゃくちゃ難易度の高いもんだったりするんだろ、きっと。

　で、作るのが超難しいとかなんだろ。

　あと手に入れるとすれば、高難易度ダンジョンとかの宝箱に稀まれに入ってるとかなんじゃねぇの？

　ゲームとか小説とかだとそんな感じだったしさ。

　まぁ、エリクサーを手に入れるのはほぼ無理として、ここでヒーリングマッシュルームを手に入れることができたのはラッキーだよな。

　いっぱい採っていこう。

　主に俺のためにね。

　だって今の面子メンツの中でこれが必要になりそうなのって、どう考えても俺だしさ。

　俺からしたら食いしん坊キャラにしか見えないフェルだって伝説の魔獣っていわれてその名に相応ふさわしい強さだし、スイもなんか特殊固体っぽくて雑魚とはまったく思えない強さのスライムだし。

　俺だけが凡人なんだよなぁ。

　魔法も使えるようになったし、ちょっとずつは強くなっているんだけどね。

　まぁフェルとスイにがんばってもらって、俺はいざというときの備えをしとかないとね。

　せっせとヒーリングマッシュルームを採っていると、隣でヒーリングマッシュルームを取り込んでいたスイが青白く光りだした。

「うおッ、ス、スイッ?!」

『あるじー、スイの体がなんかピカピカしてるの』

「ス、スイ、大丈夫なのかッ？　痛いとかないか？」

『痛くないよー』

　スイの青白い光は１分くらい続いた後収まった。

「スイ、どこかおかしいところないか？」

『何ともないよ。スイ、元気』

　そう言ってスイはピョンピョン飛び跳ねている。

　今のは何だったんだ……。

　大丈夫みたいだけど、とりあえず鑑定しておくか。





【名　前】スイ

【年　齢】21日

【種　族】スライム

【レベル】17

【体　力】３６７

【魔　力】３６１

【攻撃力】３５４

【防御力】３５７

【俊敏性】３６３




【スキル】酸弾　回復薬生成






　スイってば、もうレベル17なんだね……。

　異世界ゴミを毎日食ってるからレベル上がるのが早いな。

　ん？　なんかスキルが増えてる。

　回復薬生成って……、は？

「なぁフェル、スイのスキルに回復薬生成ってあるんだけど、間違いないよな？」

　鑑定ができるフェルにも確認してもらう。

『ああ、あるな。おそらくヒーリングマッシュルームを大量に食ったせいなのだろうが……』

「え？　そんなんで新しいスキルを取得することってあるのか？」

『それはスイがスライムだからであろう。昔、金属ばかり食っていたスライムがメタルスライムに進化したのを見たことがある。それに伴って硬化というスキルも取得していたからな。おそらくそれと同じなのだと思うぞ』

　食ったものによって進化先が違ったり、スキルを取得するってことなのか。

　回復薬生成って悪いスキルじゃないし、というか、俺にしたらむしろありがたいスキルだぜ。

「スイ、でかした！」

『ん？　スイ、いい子？』

「ああ、スイは最高にいい子だ」

『やったやった！　スイ、いい子』

　スイが嬉うれしそうに俺の周りをピョンピョン飛び跳ねた。

「スイー、お話があるから、ちょっと止まってくれるか」

　俺の周りをピョンピョン飛び跳ねていたスイに声をかける。

『なにーあるじー？』

　スイが俺の目の前で止まって念話を送ってくる。

「スイ、あのな、スイに新しいスキルができたんだ。回復薬生成っていうんだけど、使えるか？」

『うん？　よく分かんないけど、やってみるっ』

　そう言ってスイがうんうん唸りながら回復薬生成～と念じている。

『あ、できた。あるじー、できたよ！』

「本当か?!」

『うん、これ』

　スイの突き出した触手の先からポタポタと雫しずくが垂れていく。

「おおっ、ちょっと待った」

　俺は急いでアイテムボックスから空のペットボトルを取り出した。

「これに入れてね」

　スイの触手の先にペットボトルを近づけた。

　ペットボトルの中に少し青みがかった透明な液体が溜たまっていく。

『あるじー、今作ったのはこれだけだよ』

「そうかそうか、ありがとうな」

　スイが作ったおそらく回復薬だろう液体が、ペットボトルの半分ほど溜まっていた。

　これ、回復薬なんだよな？

　匂いを嗅いでみるが、特に匂いはなく無臭だ。

　ペットボトルの中の青みがかった透明な液体を鑑定してみた。




【スイ特製上級ポーション】




「は？」

　エ？　ナンデスカコレ……。

　スイ特製とか出ちゃってるんですけど。

　上級ポーションになってるんですけど。

　スイちゃん教えて。

「スイ、これな、スイ特製上級ポーションって出てるんだけど、なんでか分かるか？」

『んとね、スイが作ったからだよ。あとね、それはいっぱい痛いのが治るお薬だからなの』

　そ、そうか。

「他のお薬も作れるのか？」

『うんっ。中くらい痛いのが治るお薬と、ちょっと痛いのが治るお薬も作れるの』

　中くらい痛いのが治るお薬ってのが中級ポーションで、ちょっと痛いのが治るお薬ってのが下級ポーションか。

　あとは、上級、中級、下級それぞれどれくらいの効果があるかなんだけど……。

「スイ、そのお薬はどれくらい効果があるのか分かるか？」

『んとね、いっぱい痛いのが治るお薬はいっぱい痛いのが治って、中くらい痛いのが治るお薬は中くらい痛いのが治って、ちょっと痛いのが治るお薬はちょっと痛いのが治るんだよ』

　うん、そうか。

　スイに聞いたのが間違いだったな。

　あとは使ってみて確かめるしかないか。

　それにしても、回復薬生成か。

　酸弾もあるし、これで回復もばっちりだし、スイめちゃくちゃ強くね？

『我も長い間生きてきたが、さすがに回復薬を生成するスライムを見たのは初めてだ』

　１０００歳超えのフェルでも初めてなのか。

「スイは特殊個体じゃないかって言ってたもんな」

『特殊個体なのは間違いないのだろうが、スイはスライムにしては知能も高い。真に特別な個体なのだろうな』

　フェルにそこまで言わせるくらいだから本当にスイは特別なんだろうな。

　スイを見てたらスライムが雑魚だなんて思えなくなるな。

　ってかスライムが雑魚だって誰が決めたんだ？

　ピョンピョン飛び跳ねるスイを見ていると、スイが『あるじー』と言って俺の胸に飛び込んできた。

　もちろん俺はしっかりキャッチ。

　あースイかわいい。

　癒される～。

　って、スイに聞いておかないとな。

「スイは、特製上級ポーションは１日にどれくらい作れるんだ？」

『うーん、分かんない』

　あ、そうなのね。

「じゃあ、とりあえずこれがいっぱいになるまでさっきと同じ薬を作ってみてくれるかな？」

　そう言ってスイに〝スイ特製上級ポーション〟が半分くらいまで入ったペットボトルを見せる。

『うん、分かった』

　スイが【スイ特製上級ポーション】を作っていく。

　ペットボトルがいっぱいになるまでそんなに時間はかからなかった。

「いっぱいになったな。スイ、ありがとうな」

　これでよしと。

　ヒーリングマッシュルームもあるし、スイ特製上級ポーションもあるから、これで余程のことがない限り死ぬことはないだろう。

　まさか回復薬が手に入るとは思ってなかったな。

　スイ様様だぜ。

『おい、もうそろそろ行こう』

「あ、ごめんごめん。スイ、おいでー」

　スイを鞄の中に入れて、フェルの背に跨またがる。

『では、行くぞ』
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　夕食後、フェルに言われて思い出した。

『ところでお主、ニンリル様に供え祈りをささげておるのか？』

「あ、ヤべ、すっかり忘れてたぜ」

『この罰当たりめがッ！　急いでやれっ』

「へいへい」

　とは言っても、神託おねだりがあってから１週間だから週一の約束を破ったわけじゃないんだぜ。

　でも、あの残念女神からは文句言われそうだけど。

　まぁ少し多めにお供え（貢物）しとけばいいか。

　ネットスーパーを見ながら何にしようかと考える。

　あの女神様は甘味ならなんでもＯＫなんだろうけどな。

　えーと何にすっかな……。

　ん、この辺なら女神様のご機嫌取りにもってこいかもしれないな。

　俺はスイーツコーナーを物色し始めた。

　けっこういろんな種類があるな。

　とりあえず目に付いたのを買っていくか。

　まずはカスタードプリンに、チーズケーキだな。

　チーズケーキはベイクドチーズケーキとレアチーズケーキの両方買っとくか。

　あとは、シュークリームにロールケーキだろ、チョコレートケーキにモンブラン、ストロベリーショートケーキっと。

　それからっと、プリンアラモードとティラミスでいいか。

　これで10個か。

　全部洋菓子になっちゃったけど、まぁいいか。

　あの女神様なら全然ＯＫだろう。

　それにしても、スイーツコーナーってじっくり見たことなかったけど随分充実してるんだなぁ。

　俺も甘い物が食いたくなったら物色してみよう。

　さて、これを精算してと。

　いつものとおりすぐにダンボールが現れる。

　購入したスイーツを取り出して、即席ダンボール祭壇に並べていく。

「風の女神ニンリル様、少し遅くなりましたがお納めください。神の加護をお与えくださり感謝しております。これからもよろしくお願いいたします」

　ニンリル様（残念女神）にお供え（貢物）して祈りをささげる。

『おおっ、ようやくかっ。まったくいつまで待たせるのじゃ』

「申し訳ありません。こちらもいろいろと立て込んでおりまして……」

『噓うそを申すなっ。妾わらわは神界からお主たちを見ているから知っておるのじゃぞ。ただ忘れておっただけではないかっ』

　げっ、バレてら。

「も、申し訳ありません。これからは気をつけますので、お許しください」

『ふんっ、今回だけは許すが二度とこのようなことがないようにするのじゃ。あまりに遅いから何度神託を下そうと思うたか分からんのじゃ。しかしながら、妾の方も諸事情があってそれができんかったのじゃ……』

　神託おねだりもなかったからすっかり忘れてたんだけど、何やら女神様の方も事情がありそうだな。

『こういうときだけあの女神たちも妙に勘が鋭くなるから困るのじゃ。下手に神託など下せば感付かれる恐れもあるからのう。妾も細心の注意を払わねばならんのじゃ。まだまだ他の神に知られるわけにはいかんからのう』

　なんかブツブツ小声で呟いてるけど、女神様もいろいろとあるんだろう。

「ニンリル様、お詫わびと言っては何ですが、今日はいろいろと取り揃そろえてみましたのでどうぞ」

　そう言って頭を下げる。

　顔を上げると、ダンボール祭壇の上にあったスイーツはきれいさっぱり消えていた。
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『むほーッ！　こ、これはッ!!』

　むほーッて何だよむほーッて。

　本当に残念女神だな。

『全て違う種類の甘味ではないかっ?!　それもこんなにたくさんっ！』

　女神様、興奮し過ぎだって。

「はい。さっきも言ったとおり、お詫びも込めてです。少し多過ぎかと思ったのですが……」

『な、何を言うかッ。多過ぎなどではないぞ。これでいいのじゃ。次回もコレくらい供えるのじゃ。命令なのじゃ』

　へいへい。

　やっぱこの数でも全然ＯＫだったな。

「あ、ニンリル様、これらの甘味はすべて生菓子ですので冷蔵保存していただくのと、遅くても明日中にはお召し上がりください」

『分かったのじゃ。でも、妾は神じゃから冷蔵保存も時間経過なしの保存も問題ない。毎日１個ずつ楽しむのじゃ、むふふ～』

　むふふ～って女神様……。

　何か女神様が小躍りしてる姿が目に浮かぶよ。

『それでは次回もこれくらいの量で頼むのじゃ。くれぐれも忘れるでないぞ』

「仰せのままに」

　はぁー疲れた。

　残念女神の相手は疲れるぜ。

　さっさと寝ようと思ったら、フェルとスイが俺の方をジーッと見ている。

「な、何だ？　二人とも」

『スイも食べたいな……』

　あ、スイちゃん、そんな切なそうに言わないで。

『そうだぞ。我等にも少し分けてくれてもいいではないか』

「あれはニンリル様への供物だろうが。それに寝る前だからダメだ」

『うー、あるじぃ』

　スイがブルブルブルブル震えている。

　食べたいけど俺がダメって言ったから我慢しているようだ。

　ぐっ……、スイたんかわい過ぎ。

　俺、陥落。

「３個ずつだけだからな」

　フェルとスイにとっては３個でも少ないくらいだろう。

『あるじ、本当？』

「ああ。だけどさっきも言ったとおり、３個だけだからな」

『わーい、やったー！』

　スイが嬉しそうにピョンピョン飛び跳ねた。

『おい、我には？』

「フェルにもあげるから、心配するな」

『うむ』

　ネットスーパーを見ているとき、ちゃっかりこれがいいと言ってきたスイの希望どおり、チョコレートケーキとストロベリーショートケーキとプリンアラモードをそれぞれに１個ずつ購入。

　２人にしたら３個でも少ないだろうけど、美味しいって喜んでたよ。

　はぁ～うちの従魔は食いしん坊過ぎだねぇ。

『もうすぐグリフォンの縄張りに入るぞ』

　フェルの言葉にドキッとする。

　いよいよグリフォンの縄張りか。

　入りたくねぇーなー。

「結界しっかり張っておいてくれよ」

『承知している。心配するな』

　そうは言っても心配なんだよ。

　何せグリフォンだからな。
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　俺たちはグリフォンの縄張りの中にいた。

　今のところグリフォンの姿は見ていない。

　このまま姿を見ないでグリフォンの縄張りを通り抜けられたらいいんだけどね。

　グリフォンの縄張りに入って３日目。

　ついにグリフォンが姿を現した。

　バサバサッと大きな翼を広げ俺たちの前に１匹のグリフォンが着地した。

　俺はというと、驚きすぎて声が出せなかった。

　目の当たりにしたグリフォンに正直チビリそうだ。

　グリフォンはとにかくデカかった。

　鷲の上半身とライオンの下半身をしたグリフォンは、フェルより一回り大きい。

　そのデカいグリフォンがいきなり伏せて頭を下げた。

『フェンリルサマ、オネガイ、アリマス』

「しゃ、しゃべったッ?!」

　人語を話す魔物はフェルくらいだと思ってたから驚いた。

　スイは念話ができるけど、それだって俺と従魔契約を結んでいるからだろうし、フェルと念話できるのもフェルがスイと同じように俺の従魔だからだろう。

　グリフォンもしゃべれるんだ……。

『グリフォンだから人語を話すわけではないぞ。このグリフォンは特別知能が高いのだろう』

「あ、そうなんだ」

『人語をよどみなく話せるのは我と古エンシエン竜トドラゴンくらいなものよ』

　なるほど。

『フェンリルサマ、イウトオリ、ヒトノコトバ、ハナセル、オレダケ』

　じゃあ、人語を話すグリフォンはこのグリフォンだけなんだな。

『ムレノオサ、ナルタメ、シレン、オレト、タタカッテ、クダサイ』

　んん？

　グリフォンの群れの長となる試練としてフェルと戦いたいってことか？

『ツヨイ、フェンリルサマ、タタカウ、ミンナ、オレ、ミトメル』

　強いフェンリルと戦うことで群れのみんなに長として認められるってこと？

　へー、なかなか根性あるじゃねぇか、このグリフォン。

『よかろう。相手になってやる。だが、我は手加減はできんぞ』

『ワカッテル』

　俺とスイは避難だ。

　フェルの背から降りるとき、耳元で「殺すなよ」とは言ったけど、ピクッとしただけで返事はなかった。

　手加減はできんとか言ってるし、あのグリフォン大丈夫かな？

　いざというときはアレを使おう。

　スイ特製上級ポーションだ。

　でも、ペットボトル１本分しかないんだよな。

　あの大きさのグリフォンでこれだけで足りるか心配だ。

『スイ、上級ポーション作ってもらえるかな？』

『ん、いいよー』

　俺は念のために、ペットボトル１本分追加でスイ特製上級ポーションを作ってもらうことにした。

　フェルとグリフォンが対峙する。

『では、行くぞ』

　フェルのその声が合図となり、グリフォンが大きな翼を広げ上空に飛んだ。

　そして、上空にいるグリフォンから無数の黒い矢のようなものが発射された。

　フェルはそれを踊るようにかわしていく。

　グリフォンから発射された矢をよく見ると、それは羽だった。

　相当硬いのか、転がっていたバレーボール大の石も粉々に砕けている。

「おおっ、すげぇ……」

　今度はフェルが上空にいるグリフォンに向かって魔法を撃つ。

　あれは風魔法か？

　上空のグリフォンの周りに小さい竜巻が発生している。

　グリフォンが竜巻に巻き込まれて錐きり揉もみ状態に……。

　しかも竜巻には刃が仕込まれているようで（魔法自体がウィンドカッターの上位版て感じなのだと思う）竜巻がグリフォンの血で真っ赤に染まっていく。

　あのグリフォン、ヤバいんじゃないのか？

「お、おい、フェルやり過ぎだっ」

『フンッ』

　竜巻が収束して、グリフォンがドサッと地面に落下した。

　俺はすぐさまグリフォンに近づいてスイ特製上級ポーションを振りかけた。

『手加減はできんと言ったはずだ』

　そりゃそうだけど、限度ってもんがあるだろうが。

　何あの竜巻、あんなエグイ魔法撃つなよな。

『ンン……』

　グリフォンが目を覚ました。

「おい、大丈夫か？」

『アア……キズガ…………』

「ポーションを振りかけたから傷は大丈夫だと思うけど、痛いところはないか？」

『ヒトノ、クスリ……タカイ』

「ああ、それなら心配しなくていい。それより、大丈夫か？」

　グリフォンの体は真っ白だった翼も含め全身が痛々しいくらいに血で真っ赤に染まっていた。

『ダイジョウブ、スマナイ』

　ふー、良かった。

　スイ特製上級ポーションがばっちり効いたみたいだな。

　ペットボトル２本分使い切った甲か斐いがあるぜ。

『ナニモ、デキズニ、マケタ……』

　そう言ってグリフォンがガックリ項うな垂だれた。

　グリフォンもフェルに敵うとは思ってなかったみたいだけど、手も足も出ないで負けるとは思っていなかったんだろう。

　何と言ってもボスキャラ級のグリフォンだし。

　この世界でも強いといわれる魔物のはずだ。

　それを魔法一つで完膚なきまでに負かすフェルって……本当に規格外だよなぁ。

　ん？　あれ？

　フェルを見ていて気付いた。

「何もできなかったってことはないぞ。ほら、あれを見ろ」

　俺はフェルの前足の肩に近い部分を指した。

　フェルの白銀の毛にうっすらと赤い血が滲にじんでいた。

「グリフォンの最初の一手で受けた傷だろう。伝説の魔獣フェンリルにちょこっとだけど傷を負わせたんだよ。そうなんだろ、フェル？」

『ぐぬぬぬ、悔しいがそうだ』

　フェルの言葉を聞いてグリフォンがガバッと頭を上げた。

『オ、オレガ、フェンリルサマニ…………。ピーヒョロロロロロロッ』

　グリフォンがいきなり空に向かって鳴声を上げた。

　上空を見上げると数十にもなるグリフォンがこちらに向かって飛んできている。

「う、うわぁっ、な、なんだッ?!」

　１匹でも相当な威圧感のあるグリフォンが数十もいる様は圧巻だ。

　というかめちゃくちゃ怖い。

　グリフォンの集団は、フェルと戦ったグリフォンの後ろに着地した。

　そして頭を垂れた。

『オレ、オサ、ミトメラレタ』

　おおっ、そうかそうか良かったな。

『フェルサマ、アリガト、ゴザイマシタ』

　うんうん、こういうのいいね。

『ニンゲン、コレ、ヤル』

　グリフォンが自分の羽を何枚か毟むしって俺によこした。

　ポーションで傷を治したお礼かな。

　グリフォンの羽だなんて高額アイテムっぽいな。

　ありがたくいただきます。

『アト、ニンゲン、オマエハ、ツギココトオッテモ、タベナイ』

　……うん、嬉しいような怖いような。

　食べないってことは、グリフォンって人食いなんだな。

　そんなん聞いて、二度とこんなとこ通るわけないだろ！

「フェル、さっさと行こうか」

『そうだな』

　スイを鞄に戻し、フェルに跨った。

　こんなところはさっさとおさらばだ。

　ったく人騒がせなグリフォンだぜ。

『グリフォンの縄張りを抜けたぞ』

「おお、ようやくか」

　グリフォンはあのしゃべるグリフォンがフェルに挑んできて以来見ていないけど、人食いだと聞いてちょっとビクビクしてたんだよ。

　だから縄張りを抜けてホッと一安心だ。

「森を抜けるまでにあとどれくらいなんだ？」

『ここまでくればそれ程かからん。あと３日くらいだろう』

　おお、ようやく森を抜けるか。

　そしたら、ようやくレオンハルト王国か。

　……って、そうなんだよな？

「フェル、森を抜けたらレオンハルト王国なんだよな？」

『どこの国かなど知らん。だが、我は東の海に行くときにはこの森を通る。東が目的地なのだろう？　だったら大丈夫だ』

　はぁ、フェルに任せたのが間違いだったぜ。

　フェルの話から推測すると、ここの森はフェーネン王国東部一帯にかかる大森林地帯だと思うんだよね。

　そこをフェーネン王国側から突っ切って来たわけだから、森を抜けた先はおそらくレオンハルト王国だと思うんだけど……。

　森を抜けたら誰かに聞いてみないとな。

　人に会えるといいんだけど。
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「今日はこの辺で野営にするか」

　日も沈んできたところでフェルに声をかけた。

『そうだな。腹も減った』

　そりゃ腹も減るか。

　あと少しで森を抜けると聞いて、最近はフェルの背に乗るのも慣れてきたから、フェルにお願いして速度を少しだけ上げてもらったのだ。

　うーん、それなら元気が出る食い物がいいな。

　それならあれかな。

　とんかつだ。

　俺はここぞというときはがっつり肉を食うんだけど、そんなときは決まってとんかつだった。

　確かオークの肉がまだ残ってたはず……。

　アイテムボックスを探ると、オークの肉があった。

　よし、ここはとんかつを食べてフェルにがんばってもらおう。

　まずは足りない材料を買わないとな。

　えっと、塩胡こ椒しようはあるし、卵もあったな、あと揚げ油もあるから……足りないのは、パン粉と小麦粉か。

　あ、あと大事なキャベツととんかつソースも買わないと。

　それからとんかつには米がないとな。

　ネットスーパーで足りなかった材料を買っていく。

　これでそろったな。

　まずは米を炊く。

　そしてキャベツを千切りにして水にさらしておく。

　それからオークの肉を厚めに切って筋切りしたあと包丁の背で叩たたく。

　そのオークの肉に軽く塩胡椒をしたら、小麦粉をつけて余分な小麦粉ははらい落とす。

　そうしたら溶き卵をつけて、パン粉をつける工程を繰り返す。

　二度付けすることで衣がサクサクになるから俺はこうしてる。

　あとは油で両面きつね色になるまでカラッと揚げてできあがりだ。

　とんかつに包丁を入れるとサクッといい音がする。

　美味そ～。

　皿に千切りのキャベツととんかつを盛って完成。

「できたぞー」

　フェルとスイがすぐさま近寄ってくる。

　とんかつソースをかけてと。

「はい、どうぞ。熱いから気をつけてな」

　って言ってるそばからフェルが齧かじり付いて『熱つつ』とかやってる。

『少々熱いが、美味いなこれは』

　スイは熱いのは平気みたいでいっきにとんかつを取り込んでいく。

『うん、これ美味しいね』

　やっぱここぞというときはとんかつだよな。

　好評で俺も嬉しいぜ。

　さて、俺も食うか。

　サクッ。

　おおー、久々のとんかつめっちゃ美味い。

　次は米をかっ込む。

　とんかつ、米のコンボが最高だな。

　あ、味み噌そ汁しるが欲しいな。

　たしか……。あったあった。

　インスタントの味噌汁買ってあったんだよな。

　アイテムボックスから取り出したインスタントの味噌汁を作る。

　とんかつ、米、味噌汁、とんかつ、米、とんかつ、時々キャベツ……。

　はぁ、美味い。

『おい、おかわりだ』

『スイもー』

　はいはい。

　フェルとスイにせがまれてとんかつを揚げに揚げまくった。

　あと一食分くらいはあるかなと思っていたオークの肉だが、結局、最後のオーク肉になってしまった。

　まったくフェルもスイもよく食うよなぁ。
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　フェルが速度を上げた。

　木々の間から青い空が見える。

「よしっ、抜けたーッ」

　森を抜けてだだっ広い草原に出た。

　１か月半の旅路の末にようやく森を抜けた。

「はぁ、やっと森ともおさらばだなぁ」

　草原、気持ちいいぜ。

　……って、ここどこだろ？

　どっか道ないかな。

「フェルはこの辺通ったことあるんだろ？」

『まあな』

「この辺に人の道ってないかな？」

『人の道か？　確かここから少し行ったところにあったはずだ』

「じゃ、そこに向かってくれるか」

『何故だ？』

「フェルの話からいくと、ここはレオンハルト王国だとは思うんだけど、ちゃんと人に確認しといた方がいいと思うんだよな。それに、もうそろそろ肉もなくなるから街にも行きたいんだよ」

『肉がなくなるだと？　それは一大事ではないか。人の道だな。すぐに向かう』

　あ、やっぱフェルにとっては肉がなくなるのは一大事なんだね。

　フェルの言うとおり人の道にはすぐにたどり着いた。

　あとはこの道を進みながら人に会えればいいんだけど……。

　フェルの背に乗せてもらいながら道を進んでいると、遠くに馬車が見えた。

「あ、人だ……」

　なんか人の声が途切れ途切れに聞こえる。

　これだけ離れているのに聞こえるってことは相当大きな声を出しているようだ。

『あの馬車、盗賊に襲われているな』

　へ？

　と、盗賊ッ?!

「フェ、フェルッ、助けてやってくれっ。今日の晩御飯豪華にするからッ！」

　咄とつ嗟さにそう口にしていた。

　とにかく助けないとってことしか頭に浮かばなかった。

『その言葉、忘れるでないぞッ』

　そう言うとフェルが馬車に向かって速度を上げた。

　馬車はもう目の前だった。

　護衛だろう冒険者たちが、柄の悪そうないかにも盗賊といった風体の男たちと戦っていた。

　盗賊の方が数が多く冒険者たちが押されているようだ。

『耳を塞いでいろ』

　フェルの言うとおり耳を塞いだ。

『アォ―――――ン』

　耳を塞いでいてもビクッと体が硬直するようなフェルの遠とお吠ぼえ。

　まともに聞いた盗賊と冒険者は体を硬直させて動きを止めた。

　スイが鞄から這い出してきた。

『あるじー、どうしたの？』

「悪いヤツらがいたからフェルおじちゃんが懲らしめてるんだ」

『え、そうなの？　スイもやるー』

「そうか？　じゃあ、あそことあそこにいる男の人全員の武器持ってる方の腕に酸弾を当ててくれるか？　酸弾は小さくていいからな。武器を持てないようにしてほしいんだ」

『わかったー』

　ビュッ、ビュッ、ビュッ、ビュッ、ビュッ。

「ギャァァァァッ」

「グォーーーーッ」

「ガァァァァァッ」

「ギャーーーーッ」

「ギィヤァァァッ」

　スイの酸弾に腕を貫かれた盗賊たちの叫び声が上がる。

　なんかスイの酸弾が進化してる。

　ただ水鉄砲みたいに撃つだけじゃなくって、酸液を高速で噴射してさながら酸液のビームのようだ。

『盗賊ども、そこから一歩でも動いたら食い殺すぞ。分かったのなら武器を投げ捨てろ』

　スイに攻撃されなかった盗賊も、歯を剝むき出しにしたフェルを見て顔を青くする。

　そして、武器を投げ捨てた。

　だが、盗賊の中で一番図ずう体たいの大きい男だけフェルに従わず斧おのを振りかぶった。

「いきなり横から出てきてふざけたこと抜かしてんじゃねぇよッ！」

　狙われたのは俺だった。

　咄嗟に腕を交差して頭をかばう。

　ザシュッ。

　ビュッ。

　いつまで経っても来ない攻撃に目を開けると、俺を襲ってきた斧男が吐きたくなるようなグロい姿で息絶えていた。

　…………ウェップ。

　マジで吐きそう。

　フェルの爪そう斬ざん撃げきでバラバラになったうえにスイの酸弾食らって……。

　どんな姿か想像つくだろう。

　盗賊なんて犯罪行為をしたんだから自業自得なんだけど、こんな死に方は絶対したくないね。

　斧男の死に様を見て完全に戦意を喪失した盗賊たちは素直にお縄についた。

　盗賊たちに縄をかけたのは復活した冒険者たちだった。

　比較的早く助けに入ったことで深手を負っている冒険者はいなかった。

　盗賊たちを縛り上げたあと、冒険者の男と馬車にいた商人が声をかけて来た。

「私はレオンハルト王国北西の街カレーリナで商人をしておりますランベルトと申します。あなた様のおかげで人も荷も無事です。助けていただき本当にありがとうございます」

　そう言って深々と頭を下げたのは40代半ばの恰かつ幅ぷくの良いおっさんだ。

「俺はこの商隊の護衛を請け負う冒険者パーティー『不死鳥フエニツクス』のリーダーのラーシュだ。助太刀感謝する」

　そう言って頭を下げたのは１８０センチ以上の身長に筋肉質ないかにも冒険者といった風体の30前後の赤茶髪の男だ。

「いえいえ、偶然近くを通ったもので……。私はムコーダと申します」

「して、そちらはあなた様の従魔ですか？」

　恐こわ々ごわといった感じでランベルトさんがフェルとスイを見てそう聞いてくる。

「はい。私の従魔です。皆さんには危害を加えませんので大丈夫です」

　俺がそう言うと、ランベルトさんがホッとしたような顔をした。

「その従魔はフェンリルだよな……。噂うわさは本当だったんだな」

　フェルを見ながらそう呟いたのはラーシュさんだ。

　噂って、もうそんなに広がってるのか？

「風の噂で、フェンリルを従魔にした冒険者がいるって聞いたんだ。誰かのほら話だと思って気にしてなかったんだが……」

　まぁ普通はそう思うよな。

　でも、事実なんです。

　ここまで噂が広がってるってことは、バレるのも時間の問題か。

　ラーシュさんは、フェルを見てすぐに分かったみたいだし。

　やっぱ一番の心配はフェルのことで、フェルがいることでまたちょっかい出されないかなってことなんだよなぁ。

　レオンハルト王国は差別のない比較的自由な国と聞いているし、チラッと聞いた話だと高ランク冒険者などは積極的に国が受け入れていると聞いている。高ランクの冒険者を積極的に受け入れてるってことは、超強い伝説の魔獣も受け入れてくれるんじゃないかと思うんだ。そこら辺は期待したい。

　フェルは伝説の魔獣でめちゃくちゃ強いからね。

　それを理解してレオンハルト王国や同盟国のエルマン王国内では自由にっていうのが理想だ。

　そうなってくれるといいけど。

　今更どうにもならないし、まぁなるようにしかならないんだけど。

　フェルがいるから何があっても多分何とかなりそうな気がする。

　そう思わないとやってらんねぇよ。

「ところで、皆さんはどちらまで？」

　必殺はぐらかしだ。

　俺の口からはフェルがフェンリルだって言わないぜ。

「私たちはカレーリナに戻る途中なのです」

　一仕事終えてランベルトさんの本拠地に戻るところか。

　俺たちも街に行きたいところだったし、ここは便乗できないかな？

『フェル、スイ、ここは目的地だったレオンハルト王国みたいだし、俺たちもそのカレーリナの街へ行ってみないか？』

『肉の調達だな。我はいいぞ』

『スイもいいよー』

　フェルもスイもＯＫみたいだ。

「ランベルトさん、あの実は私たちレオンハルト王国に来たばかりで、ここら辺の地理に疎いのです。できれば、カレーリナの街へご一緒させてもらえないでしょうか？」

　俺がそう言うと、ランベルトさんは笑顔で承諾してくれた。

「皆さんがいらっしゃるなら心強い。こちらこそお願いいたします」

　こうして俺たちはカレーリナの街を目指して出発した。
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　花の金曜日といわれているが、残業を終えて何とか金曜のうちに帰ってきた俺にとっては全然花金じゃなかった。

「ま、明日明後日あさつてと休みなんだし、ブラックよりはマシか」

　今の時期は忙しくて帰りがこんな時間になってしまったが、時期を過ぎればそれほど長い残業もない。

　給料も安いし忙しい時は忙しくて、残業も休日出勤もないわけではないが、ブラック企業とまでは言えない勤め先に世間で言われている真っ黒なブラック企業よりマシだなと思う俺だった。

　夕飯を食う暇もなかったから腹が減った。

　まずは飯だ、飯。

　俺は急いでスーツから部屋着に着替えると、狭いが俺なりに使いやすく整えたキッチンに立った。

「何を作るかな……」

　冷蔵庫を見ながら考える。

　面倒だしやっぱり手早くパパッと作れるもんだな。

　確か冷凍のひき肉がまだ残ってたな、それとジャガイモとピーマンがあったはず。

　よし、決まった。ひき肉とジャガイモとピーマンの和風カレー炒いためにするぞ。

　まずは、ジャガイモの皮をむいて細切りにしてピーマンも種をとって細切りにしてと。

　ひき肉は、今回使う分くらい残ってるからそれを使う。

　ひき肉はいつもラップに包んで板状にして切れ目を付けて板チョコみたいにして冷凍してある。

　こうしておくと使う分だけパキッと割って使えるから便利なんだよな。

　熱したフライパンに油をひいて、そこに細切りにしたジャガイモを入れて透き通るまで炒めていく。

　ジャガイモが透き通ってきたらピーマンも入れて更に炒める。

　その間にひき肉をレンジで解凍しておいてと。

　ジャガイモとピーマンの入ったフライパンに解凍したひき肉を入れて、ひき肉を解ほぐしながら炒めていく。

　ひき肉に火が通ったらカレー粉とめんつゆを味を見ながら適量入れて、最後に塩胡こ椒しようで味を調えたら出来上がりだ。

　どんぶりに今朝炊いておいた飯を盛って、その上にたっぷりとひき肉とジャガイモとピーマンの和風カレー炒めを載せたら……。

「ひき肉とジャガイモとピーマンの和風カレー炒め丼の完成だ。簡単だけど超美う味まそう」

　丼と最近お気に入りのプレミアムな缶ビールを持っていそいそと使い古された座椅子に座った。

　そして、目の前のテーブルに置きっ放しになっているノートＰＣの電源を入れる。

　ノートＰＣが立ち上がるまでの間に、缶ビールのプルトップを開けてまずは一口グビリ。

「クー、美味い。やっぱこのビール美味いわぁ」

　これもプチ贅ぜい沢たくってやつだ。

「次は和風カレー丼だ」

　ガッツリ箸ですくってパクリ。

「んー、うまっ。和風カレー味が飯と合うねぇ。ジャガイモのシャキシャキした歯応えがたまらん」

　腹が減っていたから食も進む。

「よし、ＰＣも準備ＯＫ。まずはエオンのサイトだ」

　すっかり常連となったネットスーパーのサイトを開いた。

　飯を食いながら、サイトを見るとトップページには「北海道フェア開催中」というデカい文字が躍っていた。

「お、北海道フェアか。どれどれ……」

　北海道フェアと題して、北海道産の魚介に肉、加工品、野菜を売り出していた。

　見ていくとどれもこれも美味そうに見えてくるから不思議だ。

　その中でも一番俺の目を引いたのが加工品だった。

「イカの塩辛かぁ、ホカホカの飯に載せて食ったら美味そう。それにこれも美味そうだな」

　塩辛の他に目を付けたのが、松前漬けだ。

　松前漬けは正月くらいにしか食わないが、割と好きなんだよな。

　どっちも飯に合うのはもちろんのこと酒の肴さかなにもピッタリだ。

　独り身としては、程良い量の瓶入りというのもいい。

「うーん、ちょっと高いけど、給料も出たばっかりだし両方買っちゃうか」

　店側の思う壺つぼってヤツだな。

　でも、美味そうだからしょうがない。

　イカの塩辛と松前漬けをホカホカの飯に載せ口いっぱいに頰ほお張ばる場面が頭に浮かぶ。想像しただけで涎よだれが……。

　いかんいかん、明日まで我慢だ。

　あとは、あれこれと考えながら１週間分の食材をカートに入れていく。

「あ、さっきひき肉は使い切ったから、買っておかないと。あれば便利だしな。そうだ、多めに買ってハンバーグを作り置きしておいてもいいか。よし、そうしよう」

　そう考えて合いびき肉を多めに購入した。

「あとは……」

　肉のメニューを見ていると、牛コマが安くなっていた。

「牛コマ安いな。買っとくか」

　すかさず牛コマをカートに入れた。

「それから冷凍食品だな。定番の餃子ギヨーザは絶対買いだし、あとは冷凍うどんも買っておかないとな。それからミックスベジタブル。これはわりと何にでも使えるからあって困ることはないな。あとは何にも作りたくない日用にピラフとナポリタンを買ってと」

　独り身には超便利な冷凍食品をカートに入れていく。

　それから目についた食材をいくつか更にカートへ入れていった。

「食材はこんなもんかな。あと何かあったかな…………。あ、そういやシャンプーがもう少しで切れそうだったんだ」

　俺はいつも使っているシャンプーの詰め替えをカートに入れた。

「よし、これでいいな。精算っと」

　俺はマウスのポインタを「レジに進む」に合わせてクリックした。

　配達は時間指定にしてあるから、明日の昼ごろまではゆっくり寝ていられる。

　エオンのサイトを見ながら飯も食い終わったし、風呂でも入るか。

　その後はビールを飲みつつ、溜たまっているネット小説でもまったり読むとしよう。
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「はーさっぱりした」

　プシュッ、ゴクゴクゴクゴク。

　冷蔵庫から取り出したプレミアムなビールを飲んだ。

　本日２本目のビールだ。普段はそんなに飲まないのだが、明日が休みとなれば別だ。

「やっぱ風呂上がりのビールは美味いぜ」

　ビール片手に再び古びた座椅子に座った。

「さてと、まずはこの小説だな」

　連載開始から読み続けているネット小説の溜まった分をいっきに読んでいった。

「いやー、まさかこういう展開になるとはねぇ。主人公の勇者のハーレム要員が裏切って魔王のハーレム要員に鞍くら替がえするとは、作者も思い切ったな。まぁ、この次はどんな風になるんだろって面白い展開ではあるな」

　ついさっき読み終えたネット小説の感想を述べつつ、次のネット小説をあさり始める。

「そういやこれも溜まってるな。読も読も」

　最近ハマっている戦国転生ものを読み始めた。

　戦国転生ものは戦国時代の歴史上の人物に転生して、戦やら内政やらで大活躍ってのが多い。

　転生する人物も、歴史上の人物とはいえちょい地味だったり、歴史上は若いときに切腹なんて不運な人物ってところがまた面白いんだ。

　それを回避するため、これからの歴史なんてものはそっちのけで現代知識チートでがんばっちゃうんだよな。

「最後に読んでから、10話以上溜まってるな。さて読みますか」

　戦国転生ものを読み終えて、ビールをゴクリと飲んだ。

「現代知識チート全開だな。死なないために硝石作って大砲まで作っちゃってるし胸熱だぜ。やっぱ戦国転生もの面白いな。さーて、次は何を読もうかな……。あ、これも読みかけだったな。テンプレの異世界チートハーレムもの。やっぱハーレムものは男の夢だし読みたくなるんだよなぁ」

　読みかけだった作品をビールをちびちび飲みながら読んでいく。

「ふぅ、最新話まで追いついた。さすが人気作、面白かった。面白かったけど、ハーレム要員10人は多過ぎだろ。煩悩全開過ぎるぜ。やっぱハーレムは５人くらいまでがベストだよな。って、こちとら恋人もいませんけどねぇ。ハハハ」

　ここ３年女性とのお付き合いに縁がない俺は愚痴ってしまう。

「はぁ、もう寝よ」

　俺は１週間ぶりにネット小説を楽しんだ後、眠りについた。
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「ふぁ～、よく寝たー」

　休みなのをいいことに昼近くまでゆっくり寝ていた。

　洗面所で簡単に身支度を整える。

　今日は外出の予定はないから、部屋着のジャージ着用だ。

　やることもないからボーッとテレビを見ていると、チャイムが鳴った。

　ピンポーン―――。

「はーい、今出ます」

　注文しておいたネットスーパーの配達だろう。

　指定した時間通りだね。ドアを開けて箱を受け取った。

　ダンボールを開けて中身を確認していく。

　北海道フェアに釣られてついつい買ってしまったイカの塩辛と松前漬けも入っていた。

「これは今日の昼飯だな」

　飯だけは寝る前にセットしておいたからな。

　確認した食材をせっせと整理していく。野菜類は冷蔵庫へ、冷凍食品は冷凍庫へ、肉は小分けにしてラップに包んでジッパー付きのビニール袋に入れて冷凍庫へ。

「ひき肉は先に冷凍する分を分けとくか」

　ひき肉は新鮮なうちに冷凍するのが一番だからな。

　ラップに包んで板状にして切れ目を付けてから冷凍庫に入れてっと。

「あとは作り置きの分を作っておけば今日の仕事完了だな。作るのはハンバーグだろ、それから……安かったからついつい買った牛コマがあるから時雨しぐれ煮にでも作っとくか。これなら、飯のおかずにもピッタリだし。あとはキュウリの塩昆布漬けでも作っときゃいいか。ってその前に飯だな飯」

　昼ごろに炊き上がるようにタイマーをセットしておいた炊飯器を開けた。

　白い湯気が立ち上り、その向こうには艶々してふっくら炊き上がった白い飯が。

「やっぱ炊きたてはいいね～」

　茶ちや碗わんに炊き立ての飯を盛ったらイカの塩辛と松前漬けの瓶詰めを持って定位置の座椅子へと座った。

「いっただきまーす」

　まずはイカの塩辛をホッカホカの炊き立ての白飯の上に載せて……。

「うまっ」

　肉厚で歯応えのあるイカでまろやかでコクのある味わいは白飯に抜群に合う。

　さすが北海道フェアで扱ってる商品だ。普通に買うイカの塩辛とは全然違う。

　値段もそれなりにするけど、味は文句なしだね。

　一膳目はイカの塩辛を十分に堪能した。

「お次はこれだ」

　イカの塩辛の次は松前漬けだ。

　これも白飯の上にたっぷり載せてパクリ。

「これもうまっ」

　鷹たかの爪つめが入った甘辛い醬しよう油ゆダレに漬け込まれた昆布とスルメの旨うまみが加わり、大ぶり数の子のコリップチッとした食感がたまらない。

「これはダメだろ、飯がどんどん進むぜ」

　バクバク食ってすぐに二膳目も食いきった。

「ふー、美味かった」

　冷たいお茶を飲んでホッと一息。

　イカの塩辛と松前漬けは今日と明日の酒の肴に決定だな。

　あ、イカの塩辛はジャガバターに載せてもいいな。

　今晩の酒の肴にジャガバターイカの塩辛載せを作ろう。

「さてと、飯も食い終わったし、さっさと洗濯しちゃいますか。その後は作り置きの分だな」
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「よし、ハンバーグはできたな。次は牛肉の時雨煮だ」

　ハンバーグは種を成形してラップに包んでジッパー付きのビニール袋に入れて冷凍庫へ。１つは今晩の夕飯用に冷蔵庫に入れてある。

　次は安かったから思わずポチッてしまった牛コマで牛肉の時雨煮だ。

　これは飯のおかずにピッタリだしおにぎりの具にもいい。

　何より作るのが簡単だというのがありがたいメニューだ。

　俺はフライパン１つで作っている。

　まずは熱したフライパンにゴマ油をひいて牛コマをさっと色が変わるまで炒めていく。

　普通のサラダ油でもいいんだけど、俺はゴマ油を使っている。ゴマ油を使うと香ばしさが出て美味いんだ。

　後は牛コマが入ったフライパンに水、醬油、みりん、酒、砂糖、チューブ入りの生しよう姜がを入れてアクを取りつつ汁けがなくなるまで煮込めば牛肉の時雨煮の完成だ。

　生の生姜の方が風味はあるけど、俺のようにチューブ入りの生姜を使っても全然問題ない。

　時雨煮は冷めたらフタつきの容器に入れて冷蔵庫で保存だ。

　少し時間が経たった方が味も染みて美味い。そのままでももちろん美味いが食う直前に白ゴマをかけても美味いぞ。

　最後はキュウリの塩昆布漬けだ。これも超簡単。

　キュウリを薄い輪切りにして、塩昆布と一緒にビニール袋にＩＮ。そのビニール袋をよく振ってキュウリと塩昆布を馴な染じませる。それで30分くらい漬けたら出来上がりだ。

　そのままでも美味いけど、これも最後にゴマ油をちょろっと垂らすと美味いぞ。

　ビニール袋はジッパー付きのものを使えば、そのまま保存もできるからおすすめだ。

「よし、作り置きはこれでばっちりだ。って何だかんだやってたらもうこんな時間かよ」

　窓の外が薄暗くなり始めていた。

「夕飯作りますか」

　もちろん今日のメニューはハンバーグだ。

　冷蔵庫から夕飯の分のハンバーグを取り出して焼いていった。

「うん、やっぱ家で作るならこれだな。なんちゃってデミグラスソースが一番美味い」

　家で作るハンバーグにはケチャップとソースで作ったなんちゃってデミグラスソースがことのほか合う。飯にも合うし、家で作るハンバーグならやっぱりこの味だ。

　今日の付け合わせはブロッコリーと赤パプリカをレンジでチンした温野菜だ。

　１００円ショップで買ったお手軽便利な電子レンジ調理器を使えば、洗って切ってレンジでチンするだけだから超簡単だ。

　これのおかげで温野菜を食う機会が増えた。

　煮たり炒めたりするより栄養も逃さずとれるから、独り身の俺には簡単便利なありがたいグッズだ。

「ふぅ、美味かった。さてこの間録画した映画を見るか」

　地上波初登場とかで話題になっていたものを録画しておいた。

　アメリカのコミックを映画化したアクション映画らしくなかなか面白そうだ。

「とその前に……」

　キッチンへと向かいビールとつまみの準備だ。

　酒の肴は当然あれ、ジャガバターイカの塩辛載せだ。

　ジャガイモはよく洗って皮のままラップに包んでレンジでチン。熱いまま真ん中に切れ目を入れてそこにバターとイカの塩辛を載せたら出来上がり。

　冷蔵庫から取り出したプレミアムなビールとジャガバターイカの塩辛載せを持って席についた。

「よっしゃ、再生だ」

　ジャガバターイカの塩辛載せを一口。

「くー、うまっ」

　ホクホクのジャガイモにバターとイカの塩辛の塩気がマッチして抜群に美味い。

　その塩気をビールをグビリとやって流す。

　映画のオープニングが流れ始める。

「お、始まった」

　美味い酒と肴を片手に映画を見る。

　ささやかだが贅沢な時間を過ごしながら夜が更けていった。





◇　◇　◇　◇　◇






「ふぁ～今日もよく寝たぜ」

　朝ともいえない時間に起きだして洗面所で身支度を整える。

　今日もジャージ着用である。

「やることは昨日のうちにやったから、今日は１日まったりネットだぜ～フフン♪　とその前に飯だな」

　昼も近いから朝飯昼飯兼用だ。

「何にしようか…………。よし、うどんにしよう」

　昨日ネットスーパーから届いた冷凍うどんを早速使う。

　まずは鍋に水とめんつゆと顆か粒りゆうだしを入れて沸騰させてうどんのつゆを作る。

　その間に冷凍うどんをレンジで解凍だ。

　沸騰したうどんのつゆに解凍したうどんを入れて一煮立ちさせたら、どんぶりに盛る。

「ここで昨日作った牛肉の時雨煮登場。これをうどんの真ん中にトッピングして白ゴマをパラリとかければ俺流肉うどんの完成～」

　ペットボトルに入ったお茶と肉うどんを持って長年愛用している古びた座椅子に座った。

　ノートＰＣを立ち上げ、肉うどんをすすりながらネット小説サイトを巡る。

「どれどれ……」

　ランキングを見ながら面白そうな小説を探していった。

　ちょうどうどんを食い終わったころに面白そうな作品を見つけた。

「お、これ面白そうだな」

　完結した作品で、まだ読んだことがない小説だがあらすじを見ると面白そうだ。

　１ページ目を開いて読み進んでいく。

　静かな部屋にマウスのクリック音だけが響き渡った。

「ふー、読み終わったぜ。なかなか面白かったな」

　結局最後までいっきに読んでしまった。

　内容は異世界転移した主人公がチートで俺ＴＵＥＥＥする話だ。テンプレといえばテンプレだけど、面白かった。

「異世界転移かぁ。チートあるなら異世界へ行きてーって思ってた時代が俺にもあったぜ。うん」

　しかし、今はそんな気も起きない。

　だってやっぱ日本便利だしさ。この生活を捨てるなんて俺にはできないね。

「昨日今日の休みだって外に一歩も出てないってのにこの快適な暮らし。最高だね。やっぱ自分の家が一番だよ」

　最近の休日はこんな感じでまったりするのが俺の定番だ。

　この快適な生活は捨てられないよなぁ。

　ま、異世界転移なんてあるわきゃないけどね。

「異世界転移なんて非現実的なことよりも今の生活を維持できるよう稼がないとね。明日からも仕事がんばろ」

　そんな風に考えていたのに、まさかこの翌日に異世界行きになるとは、この時は思ってもみなかった。
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あとがき




　皆様はじめまして、江え口ぐち連れんと申します。ＷＥＢから読んでくださっている方も書籍で初めて本作を読まれた方も、とにもかくにも本作「とんでもスキルで異世界放浪メシ」をお手に取っていただき、本当にありがとうございます！

　これが作者にとって初めての書籍化ですが、自分の書いた作品がこうして書籍という形で世に出るとは感慨深いものがあります。

「小説家になろう」のサイトを見つけたのが１年半くらい前で、見ているうちに自分も書いてみたくなり気軽に小説を書き始めてみました。本作も「こんな話面白いかも」と思い付いて軽い気持ちで書き始めたのですが、それがあれよあれよという間にランキングが上がっていき読者様も増えていき……。戸惑いもありましたが、読者の皆様からの反応が返ってくるのはとても嬉うれしかったです。そのうち書籍化の打診がありまして、こうして書籍化という夢のような話が実現しました。

　これも気軽に作品を公開できる「小説家になろう」様とこの作品を読んでくださった読者の皆様のおかげです。そして、本作のために素晴らしいイラストを描いてくださった雅まさ先生、担当のＳ様とＩ様、オーバーラップ社の皆様、本当にありがとうございました。

　最後になりましたが、これからもムコーダと従魔たちののんびりほのぼのな異世界冒険譚たん「とんでもスキルで異世界放浪メシ」をよろしくお願いいたします。

　次巻でまたお会いできることを祈っております。
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